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１．調査・研究の目的  
見附市では、「見附市総合計画（平成１８年度～２７年度）」において、「人が育ち人が

交流するまち」を目指して、市民どうしの交流だけでなく、見附まつり、凧合戦といった

イベントや交流拠点であるまちの駅を活用しながら、地域や国を越えて様々な人々との交

流を盛んにしていくことが期待されている。 

「ネーブルみつけ」を中心に様々なテーマを持った市内の｢まちの駅｣が連携して、まち

の活性化を目的に自主的なイベントの開催や研修会など様々な活動を行っている。また、

全国のまちの駅との物産交流などにより見附の魅力を発信している。 

｢見附市総合計画 前期基本計画（平成１８年度～平成２２年度）｣では｢まちの駅｣に関

する施策の内容として、 

・ 近隣都市や大都市圏、県外都市など、様々な地域との間で産業・文化をはじめとし

た多分野の連携を深めることにより、新潟県のへそ、日本のへそをめざしている。 

・ まちの駅を中心に、見附の魅力を生かした、人と人、地域と地域の交流を作る。 

があげられている。 

また、多様な地域交流の推進に関連しては「見附市総合計画 後期基本計画（平成２３

年度～平成２７年度）」において 

・ 交流人口を増加させることで、地域への経済波及も期待できる。自らの地域を見通

し、個性的な地域づくりと地域の活性化を進めるため、県内をはじめ、広く県外や

環日本海の国々と発活な交流を進める。  

・ 近隣都市や大都市圏、県外都市など、様々な地域との間で産業・文化をはじめとし

た多分野の連携を深めることによって，ヒト、モノ、情報の交流を活発にする。 

・ まちの駅やみつけイングリッシュガーデン、大平森林公園など交流拠点、大凧合戦

や見附まつりなどのイベントを充実させ、交流人口の呼び込みに努める。また、新

しい交流拠点作りや仕掛け作りに取り組み、交流人口増加による地域への経済波及

や活性化を進めて行く。 

とされている。 

基本施策の達成度をはかる指標  

指標名 前期基本計画 後期基本計画 

１ 
まちの駅ネーブルみ

つけ来館者数 

現状

(H17.3) 

目標

(H23.3) 

現状

(H22.3) 

目標

(H28.3) 

40 万人/年 50 万人/年 50 万人/年 増 

 

平成２４年の見附市の『まちの駅』開設数は３７駅であり、今年度は、見附市にあるま

ちの駅すべてにヒアリングを行い、パネルを作成し情報発信をしていく。また、まちの駅

の活動を通してまちの駅が見附市にどのような影響を与えているのか、まちの駅になるこ

とで経済効果はあらわれるのか、まちの駅の交流力は高まったか、この三つのテーマに重

点を置きアンケート調査を実施した。 

 本調査・研究の目的は上述のとおりであるが、具体的な活動は本調査・研究の構成のと

おりである。 
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平成２４年時点で、全国の「道の駅」は 996 駅、『まちの駅』は約 1650 駅であるが、『ま

ちの駅』の認知度は決して高いものではない。そもそも『まちの駅』とはどういう経緯で

開設されたのか、その特徴は何なのかを明らかにするために、第２章では「まちに駅」の

概要を整理し、あわせて平成１９年度からゼミの取り組みとして『まちの駅』に何らかの

形でかかわってきた延長線上に今年度見附市の活動があるため過年度ゼミの取組を簡単に

紹介しておく。 

第３章では「まちの駅ネットワークみつけ」の情報発信を目的として、今年度ゼミで行

った『まちに駅』にかかわる活動を紹介する。主な活動は①「まちの駅ネットワークみつ

け」３７駅のパネル作成、②作成したパネルと各駅で扱われている商品などを学園祭で展

示することにより情報発信をしようとする試みである「パネル展及び商品展示」、③まちの

駅のすばらしさを体験してもらうために「長岡のまちの駅の食材を使った学園祭での麻婆

丼の販売』である。  

第４章では３７駅を対象に「まちの駅」の活動が見附市にどのような影響を与えている

かを検証するためのアンケート調査結果を紹介する。主な調査内容は①まちの駅が見附市

にどのような影響を与えているのか、②まちの駅になることで経済効果があらわれるのか、

③まちの駅の交流力は高まったか、この三つのテーマに重点を置きアンケート調査を実施

した。 

第５章ではこれらの活動や調査結果を踏まえてとりまとめを行う。 

 

 

  

本調査・研究の構成 

「まちの駅」の概要  調査・研究の目的  
過年度ゼミにおける  

調査研究・活動の概要  

まちの駅ネットワークみつけの情報発信  

<活動内容> 

 ①まちの駅のパネル作成、ＨＰ作成  

 ②パネル展及び商品展示(学園祭) 
 ③まちの駅の食材を使った模擬店の実

施(学園祭) 

まちの駅の活動による地域への影響調査  

(アンケート調査) 
<調査内容> 

①まちの駅の属性  

②まちの駅としての活動  

③まちの駅の活動による地域への影響  

とりまとめ  
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２．「まちの駅」の概要と過年度ゼミにおける調査研究・活動の概要 

2.1 「まちの駅」の歴史と概要 

2.１.1 「まちの駅」の歴史 

「まちの駅」のお手本に、「道の駅」がある。「道の駅」は一般国道脇につくられた駐車

場、トイレ付の休憩施設で、「休憩機能」「情報交流機能」「地域の連携機能」の 3 つの機能

をあわせもった施設である。平成 2 年に広島で開催された「中国地域まちづくり交流会」

のシンポジウムでの参加者の発言、『不思議なのですが、ＪＲには駅があるのに、なぜ道路

には駅がないのでしょう。道路地図にはＪＲの駅は載っています。家族でドライブしてい

ても、家内は１～２時間しますとトイレのことが気にかかるようです。すると、道路地図

を見て、ＪＲの駅を探すことになります。各市町村に１つくらい、そういう施設がどこに

あるのか道路地図に載せてみてはどうでしょうか』を受けて、平成 3 年に地域交流センタ

ーが社会実験を行い、この成果をもとに平成 5 年に制度化された。 

現在「道の駅は」ドライバーの休憩拠点、観光情報の発信基地、地域おこし等で注目さ

れ、設置数は９９６カ所（平成２０１２年９月１２日現在）にのぼる。いまや「道の駅」

は国民に支持されるインフラへと成長を遂げた。 

一方で、地域との関わりや、駅同士・地域間のネットワークといったソフト面での工夫

はなかなか進んでいないのが現状である。この駅や地域、“人のつながり”の機能を強化し

ていくために生まれたのが「まちの駅」である。平成２４年現在の「まちの駅」は、全国

で約１６５０駅である。そして全国の「まちの駅」関係者が集まって意見交換する全国大

会がこれまで１５回開催されている（平成２４年１２月現在）。 

「道の駅」「まちの駅」の検討経過とまちの駅全国大会の一覧は以下の通りである。 

 

「道の駅」「まちの駅」検討経過年表 

年 月 動   き 

平成 2 年 1 月 中国地域まちづくり交流会で、「道の駅」の提案がなされる 

平成 3 年 10 月 

 ～平成 4 年 4 月 
中国・中部・関東の 3 地域で、道の駅社会実験開始 

平成 5 年 2 月 建設省道路局により、道の駅制度化 

平成 10 年 3 月 
全国総合開発計画の 4 つの戦略の１つに「地域連携軸の展開」があ

げられる。 

平成 10 年 3 月 
中部西関東・北東北地域を皮切りに「連携センター（まちの駅の前

身）」の提案・社会実験開始 

平成 11 年 1 月 2,700 通の応募から、「連携センター」→「まちの駅」に名称確定 

平成 11 年 5 月 570 点の応募から、「まちの駅」シンボルマーク決定 

平成 11 年 5 月 

   ～現在 

各地域で「まちの駅」の社会実験や連携強化キャンペーンを実施。 

平成 23 年 3 月現在の参加施設は約 1680 ヶ所。 

平成 12 年 8 月 「まちの駅」の全国ネットワーク「まちの駅連絡協議会」正式発足 

平成 16 年 7 月 「海の駅」発掘イベント「日本ぐるっと一周・海交流」完了 

平成 17 年 11 月 「健康の駅推進機構」発足 
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平成 18 年 9 月～ 
海の駅、川の駅、健康の駅、学びの駅等、テーマ性の高い拠点連携

の展開と組織化 

平成 20 年 11 月～ まちの駅の実験制度廃止 

資料）まちの駅連絡協議会「まちの駅全国大会in上野」配布資料『まちの駅の歴史』より。 

   まちの駅連絡協議会「まちの駅全国大会in鶴来」配布資料『21 年度の取組み概要報告』より。 
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まちの駅全国大会一覧 
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平成 14 年７月 「全国まちの駅連絡協議会」総会・勉強会 KOTOBUKI D.I.センター 

平成 15 年８月 
第 4 回「まちの駅連絡協議会」総会&フォーラム 2003 

まちの駅ぽっぽ町田 
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資料）まちの駅公式サイト「まちの駅どっと混む」より。 

 

2.1.2「まちの駅」のコンセプト 

 まちの駅をひとことでいうと「公共施設からまちかどのお店まで、既存の施設・空間に

設置できる、人と人の出会いと交流をサポートする、まちの情報発信拠点」である。その

コンセプトは、「ひと・テーマ・まちをつなぐ拠点」であり、具体的には次の 4 つの側面を

持っている。 

○ 人と人の出会いと交流を促進するヒューマンステーション 

「まちの駅」とは、地域住民や来訪者が求める地域情報を提供する機能を備え、

人と人の出会いと交流を促進する空間施設である。また、まちづくりの拠点となり、

まちとまちをつなぐ役割を持つものである。人と人をつなぐ場であるということか

ら、ヒューマンステーションと呼ぶことができる。 

○ まちの窓口、サロン機能などの機能を有する空間 
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機能は、①まちの窓口としての案内機能（窓口機能）、②人の交流を促進する交

流機能（サロン機能）等を持ったものである。そして、何よりも重要なことは、そ

の拠点が何らかのテーマを持っており、オープンな空間であるということである。 

○ まちづくりテーマをつなぐ、テーマステーション 

それぞれの「まちの駅」には活動テーマがあり、そのテーマを連携させることで、

豊かなまちづくりに貢献することができる。人々が運営する諸施設のテーマには、

福祉、医療、アート、教育、スポーツ、観光、農業、海など、様々なものがある。

「道の駅」はドライバーの休憩拠点というのが大きなテーマであり、「道の駅」も、

「まちの駅」のひとつと考えることができる。「まちの駅」は、テーマとテーマを

つなぐ場であるということから、テーマステーションと呼ぶことができる。 

○ 行政・民間を問わない設置・運営形態 

「まちの駅」は主に、既存施設を活用して設置することを想定しており、その設

置・運営主体は行政・民間を問わない。民間版の「まちの駅」にこそ自由な工夫が

許されるといえる。 

 

  これらを簡単に言えば、「まちの駅の機能」は次の 4 機能に集約される。 

① 休憩機能：誰でもトイレが利用でき、無料で休憩できる機能 

② 案内機能：「まちの案内人」が、地域の情報について丁寧に教える機能 

③ 交流機能：地域の人と訪問者の、出会いと交流のサポートをする機能 

④ 連携機能：まちの駅間でネットワーク化し、もてなしの地域づくりをする機能 

 

2.2 過年度ゼミにおける調査研究・活動の概要 

 本ゼミでは平成 19 年度より、「まちの駅」をテーマに調査研究活動を行ってきた。その

概要は以下のとおりである。 

＜平成 19 年度＞ 

①文献・資料調査により「まちの駅」の歴史と概要を整理し、②文献・資料調査及びヒ

アリング調査により、長岡市における「まちの駅」の現状と課題をまとめ、③「まちの駅 

長岡大学」の活性化に向けて以下の 4 つの提言を行った。 

提言１：交流会への積極的参加と学生への情報発信 

提言２：教職員及び学生による「まちの駅 長岡大学」活性化協議会の設置 

提言３：学内での「まちの駅 長岡大学」の認知と予算・人的協力体制の構築 

提言４：学校施設の積極的解放と学外への情報発信 

＜平成 20 年度＞ 

 平成 19 年度の調査を受ける形で、①全国の「まちの駅」へのアンケート調査の実施、②

長岡市の「まちの駅」のパネル及び商品の展示、③「まちの駅」の食材を使った模擬店（豚

汁とおにぎりの販売）を行った。活動②及び③は学園祭（悠久祭）で実施したが、③につ

いてはGP（平成 19 年度採択、現代的教育ニーズ取組支援プログラム「学生による地域活性

化提案プログラム―政策対応型専門人材の育成」）の活動ではなく、ゼミ独自の活動として

行った（補助金の対象外）。 
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＜平成 21 年度＞ 

 平成 20 年度のアンケートの調査結果及び、アドバイザーになって頂いている『長岡市民

センター』の職員の方のすすめを受けて、①富士地域、会津地域、本庄地域の「まちの駅」

にヒアリング調査を実施した。あわせて平成 20 年度同様、②長岡市の「まちの駅」のパネ

ル及び商品の展示、③「まちの駅」の食材を使った模擬店（豚汁とおにぎりの販売）を実

施した。昨年度のヒアリング調査からは以下の３点の提言を行った。 

  提言１：マスコットの募集と作成 

  提言２：パスポートの作成 

  提言３：ウォーキングイベントの実施 

 上記以外にも、「まちの駅」やGPを通しての活動をパネルにし、学内に展示するなど多く

の活動を行ってきた。その結果、平成 19 年度には学生にほとんど知られていなかった「ま

ちの駅」が、今ではほとんどの学生がその存在を知るようになっている。また、図書館や

駐車場の一般開放など実行に移された提言もある。 

＜平成 22 年度＞ 

 長岡市内にある全ての「まちの駅」（平成 22 年調査時 50 ヵ所）でヒアリング調査を実施

し、その内容を学生の視点でまとめた紹介パネルを作成した。作成したパネルは学園祭（悠

久祭）でのパネル展として展示し、多くの人に足を運んで頂いた。そして、例年同様に「ま

ちの駅」の食材を使った模擬店（豚汁とおにぎりの販売）も行った。 

 また、越時計店の協力を経て、大手通りにあるブロンズ像を使ったカレンダーを作成し、

「まちの駅」のパネルと同様にホームページでの配信を行った。 

その他にも様々なイベントに参加し、和島地域で行われたイベントでは平成 21 年度の

提言であるウォーキングイベントも実施された。 

＜平成 23年度＞ 

 平成 23 年度は、「越後長岡まちの駅ネットワーク」の情報発信と「まちの駅」の活動が

まちの駅の方にどのような意識の変化をもたらしたのかを地域づくりの観点から検証した。 

長岡地域の「まちの駅」が 50 駅から更に 7 駅増え、57 駅になった。既存の駅について

は、再度ヒアリング調査を行い、変更箇所などを直しパネルを新たにリニューアルした。

新たに加わった 7 駅については、まちの駅になった経緯やお店のPRなどをヒアリング調査

し、新たなパネルを作成した。例年同様に、作成したパネルは学園祭でのパネル展として

展示し、「まちの駅」の食材を使った模擬店（炊き込みご飯と味噌汁の販売）も行った。 

併せて、23 年度はまちの駅の活動をとおして、その活動に参加している人々のまちづく

りに関する意識がどう変わったかを検証するために、『「まちの駅」の活動による地域づ

くりに関する意識調査』を実施した。 
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３．「まちの駅ネットワークみつけ」の情報発信活動 

3.1「まちの駅ネットワークみつけ」参加駅のパネル作成とＨＰの作成 

 見附市にある 37 のまちの駅をＰＲするためにパネルを作成した。パネルには、そのまち

の駅の基本情報や駅長からのメッセージ、学生のつぶやきなどを載せた。 

 また、長岡大学ホームページの地域活性化プログラムのページに、学生がデザインした

見附のまちの駅のパネルを紹介するホームページを作成した。 

 

3.1.1 ヒアリング調査 

 「まちの駅ネットワークみつけ」の 37 駅を、2 班に分けてヒアリングを行った。 

 ヒアリングでは、駅名や住所、電話番号などの基本項目の確認、店または施設の紹介・

ＰＲ、まちの駅になった理由などをお聞きし、パネルはこれらの情報を基に作成した。 

併せて、ヒアリング時に『「まちの駅ネットワークみつけ」の情報発信と地域への影響

調査』を調べるアンケートにご協力いただいた。その結果は、「第 4 章 まちの駅による地

域への影響調査」としてまとめてある。 

 

3.1.2 ヒアリング調査の反省点 

 今年度の活動計画が練りあがるのが遅くなり、ヒアリング調査の開始が 8 月からとなっ

てしまったため、過密スケジュールとなってしまった。4 年生の就職活動や 3 年生の夏季

集中講座、長岡や栃尾で開かれる夏のイベントに参加する予定と重なり、学生側のスケジ

ュールが合わなかったり、お盆前後になると、お店側が忙しくなりアポイントメントが取

れなかったりしたためである。また、留学生にはアポイントメントを取る電話のやりとり

や、ヒアリング時の会話をメモすることが難しかったのに、日本人学生がフォロー出来な

かった。 

 来年度はこの反省を活かし、計画的に、皆協力し合って活動してほしい。 

 

ヒアリングの各班のメンバー構成 

 
（注）「刘梁」については、パソコンにより「刘」のフォントが 

ない場合があり、その場合には「劉」を用いている。 

班 メンバー
1班 大平雅史、賀容、刘梁、彭丹、西山和之
2班 浅井将太、渡辺直斗、陳琴、胡黎、永井友之、周友粮
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学生たちが作成したまちの駅紹介パネル 
以下の表は各まちの駅名と、その駅のパネル作成者の一覧である。 

 

No. 駅名 担当者
0 ネーブルみつけ 浅井
1 まちの駅　ニット物語 大平
2 お菓子の駅 大平
3 スローフード館 大平
4 新町元気のでる駅 大平
5 ファッションの駅 劉
6 椿沢いやしの駅 劉
7 てまえ味噌・糀の駅 劉
8 中華料理の駅 劉
9 健康野菜の駅 賀

10 ほっと一息花みどりの駅 西山
11 水車小屋の駅 西山
12 まちの駅サービスステーション 西山
13 市谷街道酒屋の駅 賀
14 森の駅 賀
15 くつろぎの駅 賀
16 学びの駅 彭
17 地酒の駅 彭
18 もち好きが集う駅 彭
19 元気創造　今町・くすりの駅 永井
20 車の駅 永井
21 健康な住まいの駅 浅井
22 越後の酒.com 地酒のヒラセ 浅井
23 ふれあい情報ステーション 浅井
24 宴席・宴会の駅 浅井
25 カーライフステーション 永井
26 まちのお宿 浅井
27 四季の駅 永井
28 ハーブと健康の駅 胡
29 未来を作る夢の駅 陳
30 まちの駅　みらい市場 胡
31 結柳の駅 胡
32 介護の駅 陳
33 お菓子のマルシェ 渡辺
34 まちなかの駅 渡辺
35 ＦＯＯＴ　ＴＩＭＥ　ぬしせ 渡辺
36 小さなギャラリーの駅　画房　眩 胡
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休

館
日

毎
月

末
日

（
土

日
・

祝
日

に
重

な
る

場
合

は
翌

平
日

）
お

よ
び

年
末

年
始

1
1
月

産
業
祭
り

秋
の
ニ
ッ
ト
祭
り

1
2
月

ク
リ
ス
マ
ス
ナ
イ
ト

1
月

ネ
ー
ブ
ル

新
春
イ
ベ
ン
ト

2
月

春
の
物
産
フ
ェ
ア

8
月
に
初
め
て
訪
れ
た
時
は
、
館
内
に
囲

碁
や
将
棋
、
卓
球
の
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
が

あ
り
、
お
じ
い
さ
ん
、
お
ば
あ
さ
ん
達
み
ん

な
が
元
気
で
活
き
活
き
し
て
る
な
ぁ
と
思

い
ま
し
た
。
喫
茶
コ
ー
ナ
ー
や
健
康
づ
く

り
コ
ー
ナ
ー
な
ど
も
あ
り
、
大
勢
の
人
が

交
流
で
き
る
憩
い
の
場
が
あ
る
見
附
市

が
、
と
て
も
羨
ま
し
い
で
す
！

0
9
E
0
0
1

浅
井
将
太

こ
こ
は
、
ま
ち
の
駅

の
情

報
の
受

信
・発

信
基

地
の
“ま

ち
の
情

報
コ
ー
ナ
ー
”、

い
つ
で
も
誰

と
で
も
気

軽
に
立

ち
寄

ら
れ
る
ふ
れ
あ
い
ス
ペ
ー
ス
と
な
っ
て
い
る
“交

流
サ
ロ
ン
”や

“喫
茶

コ
ー
ナ
ー
”、

遊
具

が
た
く
さ
ん
あ
る
親
子

の
“遊

び
の
広

場
”、

静
か
な
環

境
で
テ
ス
ト
勉
強

も
捗

る
“学

習
コ
ー
ナ
ー
”、

Ｔ
Ｖ
を
見

な
が
ら
エ
ア
ロ
バ
イ
ク

で
運

動
で
き
る
“い

き
い
き
健

康
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
”、

約
3
6
0
m

2
の
広

さ
を
も
つ
フ

リ
ー
ス
ペ
ー
ス
で
各

種
イ
ベ
ン
ト
会

場
、
展
示

会
な
ど
に
利

用
で
き
る
“多

目
的

広
場

”
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
機

能
や
役

割
を
担
う
複

合
施
設

で
す
！

4
人
の
駅
長
（中

川
、
宮

島
、
斉
藤
、
佐
藤
）が

お
り
ま
す
！
ち
な
み
に
、
私

は
中
川
で
す
！

新
潟
の
ど
真
ん
中
に
位
置
す
る
見
附
市
。
そ
の
中
で
も
最
も
に
ぎ
や
か
な
場
所
と

な
っ
て
い
る
の
が
、
こ
ち
ら
「ネ

ー
ブ
ル
み
つ
け
」で

す
。
ま
ち
の
駅
の
情
報
発
信
の
中
心

と
な
り
、
ま
ち
の
駅
の
イ
ベ
ン
ト
企
画
な
ど
を
し
て
い
ま
す
。

こ
こ
を
起
点
と
し
、
市
民
と
一
緒
に
な
っ
て
ま
ち
づ
く
り
を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
い
つ
で
も
誰
で
も
気
軽
に
立
ち
寄
れ
る
、
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
「ネ

ー
ブ
ル
み
つ

け
」を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！
ま
た
、
ま
ち
づ
く
り
情
報
誌
「パ

レ
ッ
ト
」も

お
配
り
し

て
い
る
の
で
、
そ
ち
ら
も
ぜ
ひ
ご
覧
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
！

今
後

の
イ

ベ
ン

ト

見
附 １

ま
ち
の
駅
ニ
ッ
ト
物
語

【
株
式
会
社

山
倉
】

第
１

、
第

３
木

曜
日

に
講

師
の

先
生

を
招

い
て

、
ネ

ー
ブ

ル
み

つ
け

で
ニ

ッ
ト

教
室

を
開

い
て

い
ま

す
。

生
徒

さ
ん

の
集

合
写

真
で

す
！

Ⅱ- 12 



- 1
1 

- 
 

〒
95

4-
00

52
見

附
市

学
校

町
1-

16
-1

5
TE

L
02

58
-6

2-
78

01
FA

X 
02

58
-6

2-
78

10
H

P 
  

  
ht

tp
:/

/w
w

w
.c

it
y.

m
it

su
ke

.n
iig

at
a.

jp
休

館
日

毎
月

末
日

（
土

日
・

祝
日

に
重

な
る

場
合

は
翌

平
日

）
お

よ
び

年
末

年
始

1
1
月

産
業
祭
り

秋
の
ニ
ッ
ト
祭
り

1
2
月

ク
リ
ス
マ
ス
ナ
イ
ト

1
月

ネ
ー
ブ
ル

新
春
イ
ベ
ン
ト

2
月

春
の
物
産
フ
ェ
ア

8
月
に
初
め
て
訪
れ
た
時
は
、
館
内
に
囲

碁
や
将
棋
、
卓
球
の
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
が

あ
り
、
お
じ
い
さ
ん
、
お
ば
あ
さ
ん
達
み
ん

な
が
元
気
で
活
き
活
き
し
て
る
な
ぁ
と
思

い
ま
し
た
。
喫
茶
コ
ー
ナ
ー
や
健
康
づ
く

り
コ
ー
ナ
ー
な
ど
も
あ
り
、
大
勢
の
人
が

交
流
で
き
る
憩
い
の
場
が
あ
る
見
附
市

が
、
と
て
も
羨
ま
し
い
で
す
！

0
9
E
0
0
1

浅
井
将
太

こ
こ
は
、
ま
ち
の
駅

の
情

報
の
受

信
・発

信
基

地
の
“ま

ち
の
情

報
コ
ー
ナ
ー
”、

い
つ
で
も
誰

と
で
も
気

軽
に
立

ち
寄

ら
れ
る
ふ
れ
あ
い
ス
ペ
ー
ス
と
な
っ
て
い
る
“交

流
サ
ロ
ン
”や

“喫
茶

コ
ー
ナ
ー
”、

遊
具

が
た
く
さ
ん
あ
る
親
子

の
“遊

び
の
広

場
”、

静
か
な
環

境
で
テ
ス
ト
勉
強

も
捗

る
“学

習
コ
ー
ナ
ー
”、

Ｔ
Ｖ
を
見

な
が
ら
エ
ア
ロ
バ
イ
ク

で
運

動
で
き
る
“い

き
い
き
健

康
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
”、

約
3
6
0
m

2
の
広

さ
を
も
つ
フ

リ
ー
ス
ペ
ー
ス
で
各

種
イ
ベ
ン
ト
会

場
、
展
示

会
な
ど
に
利

用
で
き
る
“多

目
的

広
場

”
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
機

能
や
役

割
を
担
う
複

合
施
設

で
す
！

4
人
の
駅
長
（中

川
、
宮

島
、
斉
藤
、
佐
藤
）が

お
り
ま
す
！
ち
な
み
に
、
私

は
中
川
で
す
！

新
潟
の
ど
真
ん
中
に
位
置
す
る
見
附
市
。
そ
の
中
で
も
最
も
に
ぎ
や
か
な
場
所
と

な
っ
て
い
る
の
が
、
こ
ち
ら
「ネ

ー
ブ
ル
み
つ
け
」で

す
。
ま
ち
の
駅
の
情
報
発
信
の
中
心

と
な
り
、
ま
ち
の
駅
の
イ
ベ
ン
ト
企
画
な
ど
を
し
て
い
ま
す
。

こ
こ
を
起
点
と
し
、
市
民
と
一
緒
に
な
っ
て
ま
ち
づ
く
り
を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
い
つ
で
も
誰
で
も
気
軽
に
立
ち
寄
れ
る
、
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
「ネ

ー
ブ
ル
み
つ

け
」を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！
ま
た
、
ま
ち
づ
く
り
情
報
誌
「パ

レ
ッ
ト
」も

お
配
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で
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今
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会
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第
１

、
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曜
日

に
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師
の

先
生
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招

い
て

、
ネ

ー
ブ

ル
み

つ
け

で
ニ

ッ
ト

教
室

を
開

い
て

い
ま

す
。

生
徒

さ
ん

の
集

合
写

真
で

す
！

- 1
2 

- 
 

０
９
E
０
１
２

大
平

雅
史駅

長
さ

ん
の

話
店

に
は

、
１

５
０

種
類

以
上

の
お

菓
子

を
取

り
揃

え
て

い
ま

す
。

季
節

に
よ

っ
て

置
い

て
あ

る
商

品
が

違
う

の
で

、
時

々
お

店
を

の
ぞ

い
て

一
服

し
て

い
っ

て
く

だ
さ

い
。

学
生
の
つ

ぶ
や
き

中
は
白
あ
ん
、
大
き
な
粒
の
豆
、

ぎ
ゅ
う
ひ
が
入
っ
て
い
る
の
が
凧

最
中
の
こ
だ
わ
り
で
す
！

一
押
し
の
凧
最
中
の
柄
は
４

種
類
。
開
け
て
か
ら
の
お
楽

し
み
で
す
！

凧
最
中
以
外
に
も
、
笹
巻
き

や
味
噌
饅
頭
と
い
っ
た
商
品
が
人

気
で
す
！

バ
ラ
売
り
か
ら
箱
入
ま
で
お
客

様
の
要
望
に
応
じ
ま
す
。
小
学

生
や
中
学
生
も
お
得
意
様
で
す
。

ク
リ
ス
マ
ス
に
は
ケ
ー
キ

も
作
り
ま
す
。

お
店

は
何

と
1

2
0
年

も
続

く
老

舗
の

お
菓

子
屋

さ
ん

で
す

。
毎

日
一

つ
一

つ
手

作
り

で
、

と
て

も
真

心
の

こ
も

っ
た

お
菓

子
が

た
く

さ
ん

あ
り

ま
す

。
駅

長
の

鵜
頭

さ
ん

は
、

と
て

も
明

る
く

て
気

さ
く

な
方

で
す

。
つ

い
つ

い
長

居
し

て
し

ま
う

ほ
ど

居
心

地
の

良
い

ま
ち

の
駅

で
す

。
皆

さ
ん

も
一

度
足

を
運

ん
で

み
て

く
だ

さ
い

。

中
央

公
民

館
の
す
ぐ
近

く
に
あ
る
水

富
屋

酒
店

さ
ん
で
は
、

水
富

屋
酒

店
オ
リ
ジ
ナ
ル
酒

『一
本

勝
負

』を
は
じ
め
、
新

潟
の
地

酒
や
焼

酎
、
ワ
イ
ン
、
ビ
ー
ル
な
ど
数

多
く
取

り
揃

え
て

い
ま
す
。
ま
た
、
酒

に
合
う
、
い
わ
し
煮

付
け
や
南

蛮
味
噌

な
ど
も
取

り
扱

っ
て
い
ま
す
。

他
に
も
お
土

産
用

に
一

枚
一

枚
丁

寧
描

い
た
凧

も
買

う
こ
と

が
出

来
ま
す
。

お
店

の
紹

介

昔
の

見
附

の
人

は
メ

ダ
カ

を
食

べ
て

い
た

そ
う

で
す

。
今

は
、

地
元

見
附

の
若

い
人

で
知

っ
て

る
人

は
少

な
い

そ
う

で
す

。
こ

ち
ら

の
ま

ち
の

駅
で

は
、

「
う

る
め

の
田

舎
煮

」
と

い
っ

た
メ

ダ
カ

を
佃

煮
に

し
た

見
附

の
郷

土
料

理
が

あ
り

ま
す

。
こ

の
商

品
を

県
外

の
方

に
も

知
っ

て
も

ら
い

た
い

！
そ

こ
で

、
県

外
向

け
に

ネ
ッ

ト
販

売
な

ど
も

さ
れ

て
い

ま
す

。
し

か
し

、
県

外
の

方
に

知
っ

て
も

ら
う

前
に

地
元

の
見

附
・

長
岡

の
若

い
人

に
知

っ
て

ほ
し

い
。

な
ぜ

昔
の

人
は

メ
ダ

カ
を

食
べ

て
い

た
の

か
を

知
っ

て
ほ

し
い

！
！

駅
長

さ
ん
の
お
話

昔
は
雪

が
降

る
前

の
1

1
月

頃
に
メ
ダ
カ
を
取

り
、
各

家
庭

で
佃

煮
に
し
て
冬

の
た
ん
ぱ
く
源

や
保

存
食

と
し

て
食

べ
て
い
た
そ
う
で
す
。
こ
の
よ
う
に
、
昔

の
物

を
知

り
、
昔

な
が
ら
の
物

を
再

発
見

し
て
ほ
し
い
と
お
聞

き
し
、

若
い
世

代
の
私

た
ち
が
し
っ
か
り
と
学

ば
な
け
れ
ば
い
け

な
い
と
感

じ
ま
し
た
。

０
９
Ｅ
０
１
２

大
平
雅
史

学
生

の
つ
ぶ
や
き

〒
9
5
4
-
0
0
5
3

見
附
市
本
町

2
-
3
-
2
6

Ｔ
Ｅ
Ｌ

/
0
2
5
8
-
6
2
-
0
0
2
3

F
A

X
/
0
2
5
8
-
6
3
-
2
0
3
4

営
業
時
間

/
9
:3

0
～

1
8
:3

0
お
休
み

/
日
曜

一
本

勝
負

と
い
う
店

主
オ
ス
ス
メ
の

お
酒

で
す
。

見
附

で
昔

か
ら
食

べ
ら
れ
て
い
る
「う

る
め
の
田

舎
煮

」と
店

内
で
飼

育
さ
れ
て
い
る
メ
ダ
カ
で
す
。

見
附 ３
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美
容

・
健

康
に

と
て

も
評

判
の

い
い

ビ
ワ

ミ
ン

健
康

ぶ
ど

う
酢

！
ぶ

ど
う

と
お

酢
の

味
が

絶
妙

に
美

味
し

い
味

を
だ

し
、

女
性

に
人

気
が

あ
る

そ
う

で
す

が
、

子
供

か
ら

お
年

寄
り

の
方

ま
で

と
て

も
飲

み
や

す
い

と
感

じ
ま

し
た

。
身

体
に

は
と

て
も

良
く

、
血

液
が

サ
ラ

サ
ラ

に
・

風
邪

を
引

き
に

く
く

な
る

・
二

日
酔

い
に

も
良

い
と

良
い

こ
と

ば
か

り
で

す
！

無
料

試
飲

も
出

来
る

の
で

、
軽

い
気

持
ち

で
お

立
ち

よ
り

下
さ

い
。

見
附
商
店
街
の
中
に
あ

り
ま
す
。
商
店
街
の
中

は
路
上
駐
車
を
し
て
も

大
丈
夫
で
す
。
気
軽
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。
目

印
は
、
近
く
の
北
越
銀

行
さ
ん
の
看
板
で
す
。

ヒ
ア
リ
ン
グ
の
際

、
私
た
ち
も
ビ
ワ
ミ

ン
の
試

飲
を
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
。
本

当
に
お
い
し
か
っ
た
で
す
。

県
内

で
ビ
ワ
ミ
ン
を
販
売

し
て
い
る
と

こ
ろ
は
こ
ち
ら
を
入
れ
て

駅
長

さ
ん

の
話

駅
長

さ
ん

の
お

す
す

め

ビ
ワ

ミ
ン

健
康

ぶ
ど

う
酢

学
生

の
つ
ぶ
や
き

〒
95

4-
00

57
  見

附
市

新
町

1-
17
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7
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2-

02
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営

業
時

間
:9

:3
0～

18
:3

0
休

み
:不

定
休

(月
3回

程
度

)

店
外
で
の

集
合
写

真
商
品
の
様
子

店
の
様
子

大
型
シ

ョ
ッ
ピ

ン
グ

セ
ン
タ
ー

と
違
っ

て
、

こ
う
い
う

街
中
の

洋
服

屋
さ
ん
は

、
高
齢

者
の

方
た
ち
に

と
っ
て

、
と

て
も
親
切

で
大
事

な
場

所
だ
と
思

い
ま
す

。
09

E0
64

劉
梁
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供

か
ら

お
年

寄
り

の
方

ま
で

と
て

も
飲

み
や

す
い

と
感

じ
ま

し
た

。
身

体
に

は
と

て
も

良
く

、
血

液
が

サ
ラ

サ
ラ

に
・

風
邪

を
引

き
に

く
く

な
る

・
二

日
酔

い
に

も
良

い
と

良
い

こ
と

ば
か

り
で

す
！

無
料

試
飲

も
出

来
る

の
で

、
軽

い
気

持
ち

で
お

立
ち

よ
り

下
さ

い
。

見
附
商
店
街
の
中
に
あ

り
ま
す
。
商
店
街
の
中

は
路
上
駐
車
を
し
て
も

大
丈
夫
で
す
。
気
軽
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。
目

印
は
、
近
く
の
北
越
銀

行
さ
ん
の
看
板
で
す
。

ヒ
ア
リ
ン
グ
の
際

、
私
た
ち
も
ビ
ワ
ミ

ン
の
試

飲
を
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
。
本

当
に
お
い
し
か
っ
た
で
す
。

県
内

で
ビ
ワ
ミ
ン
を
販
売

し
て
い
る
と

こ
ろ
は
こ
ち
ら
を
入
れ
て

駅
長

さ
ん

の
話

駅
長

さ
ん

の
お

す
す

め

ビ
ワ

ミ
ン

健
康

ぶ
ど

う
酢

学
生

の
つ
ぶ
や
き

〒
95

4-
00

57
  見

附
市

新
町

1-
17
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7

TE
L:
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2-

02
61

 
FA

X:
02
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00
ht

tp
:/
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/
営

業
時

間
:9

:3
0～

18
:3

0
休

み
:不

定
休

(月
3回

程
度

)

店
外
で
の

集
合
写

真
商
品
の
様
子

店
の
様
子

大
型
シ

ョ
ッ
ピ

ン
グ

セ
ン
タ
ー

と
違
っ

て
、

こ
う
い
う

街
中
の

洋
服

屋
さ
ん
は

、
高
齢

者
の

方
た
ち
に

と
っ
て

、
と

て
も
親
切

で
大
事

な
場

所
だ
と
思

い
ま
す

。
09

E0
64

劉
梁
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見
附
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〒
9

5
4

-0
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3
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見

附
市

椿
沢
町

1
8

8
2


TE

L:
0

2
5

8
-6

2
-1

0
7

5


営
業

時
間

:1
0

:0
0
～

1
7

:0
0


休

み
:不

定
休

季
節
の
山

野
草
・
山
菜
・
地
場
産
野
菜
を
販
売

し
て
い
ま
す
。
健
康
マ
ッ
ト
の
体
験
コ
ー
ナ
ー
も

あ
り
、
皆
さ
ま
の
健
康
管
理
の
お
手
伝
い
を
い
た

し
ま
す
。
多
く
の
山
野
草
愛
好
者
が
集
い
、
談
笑

し
て
い
ま
す
。
可
憐
な
山
野
草
に
ふ
れ
、
健
康

マ
ッ
ト
を
体
験
し
て
日
頃
の
疲
れ
を
い
や
し
て
く

だ
さ
い
。

こ
ち
ら
の
マ
ッ
ト
は
、
全
身
を
リ
ラ
ッ
ク

ス
さ
せ
、
背
骨
の
ゆ
が
み
を
調
整
し
、
疲

労
回
復
・
ダ
イ
エ
ッ
ト
・
冷
え
性
・
腰
痛

の
緩
和
な
ど
に
優
れ
て
い
ま
す
！
！

学
生
の
つ
ぶ
や
き

誰
で
も
気
軽
に
利
用
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
売
っ
て
欲
し
い
も

の
を
置
か
せ
て
も
ら
っ
た
り
、
欲

し
い
も
の
を
買
っ
た
り
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
一
度
行
っ
て
み
て

く
だ
さ
い
。
好
き
な
も
の
が
見
つ

け
ら
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
よ
。

劉
梁

09
E0

64

見
附
と

栃
尾

の
境

の
と

こ
ろ

に
あ

る
椿

沢
町

の
い

や
し

の
駅

で
す

。
野

菜
直

売
所

も
や

っ
て

い
ま

す
。

地
元

の
野

菜
は

そ
の

地
域

独
特

の
味

が
あ

り
ま

す
。

こ
こ
で

は
、

見
た

こ
と

も
な

い
山
野
草

を
見

る
こ

と
が

で
き

、
こ

こ
で

山
野

草
の

楽
し

さ
を

初
め

て
知

り
ま

し
た

。

北
澤

糀
店

て
ま
え
味

噌
・
糀

の
駅

〒
95

4-
00

53
見
附
市
本
町

2－
4－

3


TE
L:

02
58

－
62
－

02
64


FA

X:
02

58
－

62
－

02
64


営
業
時
間

:9
:0

0～
19

:0
0


休
み

:不
定
休

駅
長

さ
ん
の
話

糀
屋

の
四
代
目
で
す
。

地
元

の
大
豆
、
米
を
使
っ
て

味
噌

造
り
を
し
て
い
ま
す
。

“
手

造
り
味
噌
”
を
希
望
の

方
に
は
材
料
の
用
意
は
も

ち
ろ
ん
、
我
が
家
の
秘
伝
も

お
教

え
し
ま
す
。
見
附
周
辺

の
お
花
の
情
報
を
調
べ
て

お
き
ま
す
。
気
軽
に
御
茶
飲

み
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

学
生

の
つ

ぶ
や
き

糀
っ
て
い
う
も
の
は
漢
字
の
よ
う

に
米

が
発
酵
し
て
米
の
花
に

な
っ
た
も
の
で
す
。
糀
は
い
ろ
い

ろ
な
も
の
に
な
れ
ま
す
。
酒
の

醸
造

は
糀
が
不
可
欠
で
す
。
そ

れ
か

ら
、
お
料
理
の
調
味
料
と

か
、
最
近
で
は
、
塩
糀
と
い
う
調

味
料

が
使
わ
れ
て
い
る
そ
う
で

す
。
な
ん
か
、
糀
が
凄
い
も
の
だ

と
思

い
ま
す
。

劉
梁

09
E0

64

見
附 ７

一
番

真
ん
中
の
お
子

さ
ん
は

駅
長
さ
ん

の
お
孫

さ
ん
で
す
。
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見
附 ８

学
生
の
つ

ぶ
や
き

紅
竜

飯
店
の

餃
子

は
今
ま

で
食
べ
た

中
華

屋
の
餃

子
の

中
で
、
一

番
お

い
し
い

餃
子
だ
と

思
い

ま
す
。

し
か

も
、

一
皿

1
0

0
円

の
安

い
値
段
で

、
本

当
に

お
得

で
す
。
時

間
が

あ
っ
た

ら
、
是
非

食
べ

に
行
っ

て
く

だ
さ
い
ね

。
0

9
E

0
6

4
 劉

梁

チ
ャ

ー
ハ

ン
も

ス
ゴ

ク
お

い
し

い
で

す
よ

。

健
康

野
菜

の
駅

味
彩

工
房
・
コ
イ
ン
ラ
ン
ド
リ
ー
し
ゃ
ぼ
ん

〒
95

4-
00

83
見
附
市
市
野
坪
町
七
正
寺

76
-2

営
業
時
間
：

10
:0

0～
17

:0
0

TE
L 

02
58

-6
2-

71
77

 
FA

X 
02

58
-6

2-
71

77
味
彩
工
房
の
お
休
み

：
毎
週
月
・
火
曜
日
定
休

：
そ
の
他
不
定
休
で
あ
り

（
要
問
合
せ
）

コ
イ
ン
ラ
ン
ド
リ
ー
は
無
休
で
す
。

見
附 9 学
生

の
つ

ぶ
や

き
駅
長
さ
ん
は
富
所
さ

ん
と

西
沢

さ
ん

の
お

二
人

で
す

。
開

運
橋

か
ら

見
附

市
中

心
部

に
向

か
う

と
最

初
の
ま
ち
の
駅
で
す
。

地
域

の
こ

と
や

道
の

こ
と

な
ど

優
し

く
案

内
し

て
く

れ
ま

す
。

09
E0
20
  
賀

容

～
ま
ち
の

駅
の

紹
介

～
朝
採
り
野
菜
を
中
心
に
し
て
、
手

作
り
の

漬
物

、
惣

菜
、
餅

類
、
お
は

ぎ
等

加
工

品
が

並
ん
で
い
ま
す
。
夏

は
“ナ

ス
漬

”、
冬
は

“お
は
ぎ

”、
“昔

な
が

ら
の

タ
ク
ア
ン

”な
ど
、
懐

か
し
い
味

、
お
ふ

く
ろ
の

味
も
取

り
揃

え
て
い
ま
す
。

「
新
鮮
、
安
心
、
安
全
」
が
モ
ッ
ト
ー
で
す
。

お
隣
で
は
コ
イ
ン
ラ
ン
ド
リ
ー
を
や
っ
て
い
ま
す
。
よ
く
利
用
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

コ
イ
ン
ラ
ン
ド
リ
ー
は
年
中
無
休
で
す
。

洗
濯
し
て
い
る
間
に
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
が

で
き
ま
す
！

ぜ
ひ
、
ご
利
用
を
。

野
菜
コ
ー
ナ
ー
で

す
。
野
菜
は
全
部

見
附
産
の
健
康

野
菜
で
す
。
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見
附 ８

学
生
の
つ

ぶ
や
き

紅
竜

飯
店
の

餃
子

は
今
ま

で
食
べ
た

中
華

屋
の
餃

子
の

中
で
、
一

番
お

い
し
い

餃
子
だ
と

思
い

ま
す
。

し
か

も
、

一
皿

1
0

0
円

の
安

い
値
段
で

、
本

当
に

お
得

で
す
。
時

間
が

あ
っ
た

ら
、
是
非

食
べ

に
行
っ

て
く

だ
さ
い
ね

。
0

9
E

0
6

4
 劉

梁

チ
ャ

ー
ハ

ン
も

ス
ゴ

ク
お

い
し

い
で

す
よ

。

健
康

野
菜

の
駅

味
彩

工
房
・
コ
イ
ン
ラ
ン
ド
リ
ー
し
ゃ
ぼ
ん

〒
95

4 -
00

83
見
附
市
市
野
坪
町
七
正
寺

76
-2

営
業
時
間
：

10
:0

0～
17

:0
0

TE
L 

02
58

-6
2-

71
77

 
FA

X 
02

58
-6

2-
71

77
味
彩
工
房
の
お
休
み

：
毎
週
月
・
火
曜
日
定
休

：
そ
の
他
不
定
休
で
あ
り

（
要
問
合
せ
）

コ
イ
ン
ラ
ン
ド
リ
ー
は
無
休
で
す
。

見
附 9 学
生

の
つ

ぶ
や

き
駅
長
さ
ん
は
富
所
さ

ん
と

西
沢

さ
ん

の
お

二
人

で
す

。
開

運
橋

か
ら

見
附

市
中

心
部

に
向

か
う

と
最

初
の
ま
ち
の
駅
で
す
。

地
域

の
こ

と
や

道
の

こ
と

な
ど

優
し

く
案

内
し

て
く

れ
ま

す
。

09
E0
20
  

賀
容

～
ま
ち
の

駅
の

紹
介

～
朝
採
り
野
菜
を
中
心
に
し
て
、
手

作
り
の

漬
物

、
惣

菜
、
餅

類
、
お
は

ぎ
等

加
工

品
が

並
ん
で
い
ま
す
。
夏

は
“ナ

ス
漬

”、
冬
は

“お
は
ぎ

”、
“昔

な
が

ら
の

タ
ク
ア
ン

”な
ど
、
懐

か
し
い
味

、
お
ふ

く
ろ
の

味
も
取

り
揃

え
て
い
ま
す
。

「
新
鮮
、
安
心
、
安
全
」
が
モ
ッ
ト
ー
で
す
。

お
隣
で
は
コ
イ
ン
ラ
ン
ド
リ
ー
を
や
っ
て
い
ま
す
。
よ
く
利
用
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

コ
イ
ン
ラ
ン
ド
リ
ー
は
年
中
無
休
で
す
。

洗
濯
し
て
い
る
間
に
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
が

で
き
ま
す
！

ぜ
ひ
、
ご
利
用
を
。

野
菜
コ
ー
ナ
ー
で

す
。
野
菜
は
全
部

見
附
産
の
健
康

野
菜
で
す
。
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ほ
っ
と
一

息
花

み
ど
り
の

里
【
花

と
植

木
楽

し
い
売

り
場

野
辺

園
】

見
附

１
０

〒
95

4-
00

58
見
附

市
葛

巻
1-

3-
33

TE
L

/0
25

8-
63

-0
19

5
FA

X
/0

25
8-

63
-0

63
6

営
業

時
間

/9
：

00
～

18
：

30
お

休
み

/1
月

1日
～

3日
毎

月
第

3水
曜

日

緑
豊

か
な

木
々

が
お

店
の

入
り

口
か

ら
も

見
え

る
【

野
辺

園
】

見
る
だ
け
で
も
楽

し
く
な
っ
て
し
ま
う
く
ら
い
の
多

種
多

様
な
鉢
植
え
や
植

木

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
に
興

味
が
あ
る
方

は
気

軽
に
お
店

の
従

業
員

に
訪

ね
て
み

て
く
だ
さ
い
。
基

本
的

な
花

の
育

て
方

か
ら
、
必

要
な
道

具
や
肥

料
、
植

木

の
管

理
方

法
な
ど
を
や
さ
し
く
丁

寧
に
教
え
て
く
れ
ま
す
。

切
り
花

も
豊

富
に
あ
り
ま
す
。
お
祝

い
や
お
見

舞
い
、
感

謝
に
花

束
を
贈

っ
て
み
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
皆

さ
ん
の
要

望
、
用

途
に

応
え
て
選

ん
で
く
れ
ま
す
。

花
束

の
他

に
も
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
、
お
盆

や
お
正

月
用

の
花

も
扱

っ
て
い
ま
す
。

一
年

中
で
も
っ
と
も
花

の
注

文
が
多

い
の
は

「
母

の
日

」
だ
そ
う

で
す
。
み
な
さ
ん
、
送

っ
て
い
ま
す
か
？

子
供

向
け

の
フ

ラ
ワ
ー

ア
レ

ン
ジ
メ

ン
ト

教
室
も

開

い
て

い
ま

す
。

子
供
た

ち
が

楽
し
ん

で
学

ぶ
こ
と

で

花
へ

の
興

味
を

持
っ
て

も
ら

う
き
っ

か
け

に
な
っ

て

も
ら

え
れ

ば
と

お
も

っ
て

い
ま

す
。

学
生

の
つ

ぶ
や

き
野

辺
園
の

従
業
員

の
み

な
さ
ん

、
気
さ

く
で
明

る
く
話

し
か

け
や

す
い

雰
囲

気
で

し
た

。
野

辺
園

の
ご

主
人

と
話

し
た

時
も
木
や

花
が
好

き
な

ん
だ
な

と
思
う

く
ら
い

、
嬉
し

そ
う
に
木

や
花

の
こ

と
や

お
店

の
こ

と
を

話
し

て
く

れ
ま

し
た
。

園
芸
を
し

て
い
る

方
や

興
味
が

あ
る
方

は
一
度

、
野
辺

園
さ

ん
に

訪
ね

て
み

て
く

だ
さ

い
。

気
さ

く
で

話
し

か
け

や
す

い
従
業
員
の
人
と
多
種
多
様
な
木
や
花
が
お
出
迎
え
し
て
く
れ
ま

す
よ

。
1
0
E
0
4
5
西

山
和

之

水
車

小
屋

の
駅

【
食

事
処

聴
風

庵
】

見
附

１
１

〒
9
5
4
-
0
0
1
3
見

附
市

石
地

町

庄
川

平
2
4
6
-
1

T
E
L
・F

A
X
/
0
2
5
8
-
6
3
-
2
0
0
5

営
業

時
間

/
1
1
:0
0
～

1
5
：0

0

（夜
）予

約
（冬

期
間

休
業

）

お
休

み
/
木

曜
日

及
び
第

３
水

曜
日

見
附

市
街

か
ら
離

れ
た
、
の
ど
か
な
風

景
の
中

の
お
食

事
処
で
す
。

お
餅

や
蕎

麦
、
山

菜
お

こ
わ
な
ど
を
食

べ
る
こ
と
が
で
き
、
作

っ
て
い
る
す
べ

て
の
料

理
が
お
店

の
手

作
り
で
す
。

水
車

を
回

転
さ
せ

る
水

や
料

理
に
使

わ
れ
る
水

は
、
す
べ
て
お

店
の
ご
主

人
が
手

掘
り
で
作

っ
た
井

戸
の
水

を
利

用
し
て
い
ま
す
。
年

間
通

し
て
、
１
８

度
と
な
っ
て
お
り
、
蕎

麦
作

り
に
は
最

適
な
温

度
と
な
っ
て
い
ま
す
。

は
じ
め
て
聴

風
庵

を
訪

れ
た
方

に
ま
ず
お

す
す
め
し
て
い
る
の
が
手

打
ち
そ

ば
定

食
で
す
。

【
聴

風
庵

】
は

、
廃

材
を

利
用

し
て

ご
主

人
自

ら
が
建
て
、
水
車
も
試
行
錯
誤
し
て

作
り
ま
し
た
。

水
車

を
動

力
に

し
て

つ
い

た
お

餅
は

、
一

般
的

な
も

の
よ

り
も

か
な

り
コ

シ
が

強
い

た
め

、
切

り
餅

に
し

て
販
売

さ
れ
て

い
ま
す

。
聴

風
庵

で
使

わ
れ

て
い

る
餅

米
は

大
正

も
ち

と
い

う
品

種
で

、
コ

シ
が

強
く

柔
ら

か
さ

が
長

続
き

す
る

特
徴

が
あ

り
ま

す
。

現
在

と
な

っ
て

は
、

珍
し

い
品

種
と

な
っ

た
餅

米
を

使
っ

て
餅
を

つ
い
て

い
ま
す

。

落
ち
着
い
た
雰
囲
気
の
店
内

聴
風

庵
の

蕎
麦

が
き

蕎
麦

が
き

独
特

の
な

め
ら

か
な

食
感

が
味

わ
え
ま
す
。

学
生

の
つ
ぶ
や
き

夏
の
暑
い
日
で
も
涼
し
く
感

じ
て
し
ま
う
ほ
ど
の
緑
豊
か
で
静
か
な
土
地
に
あ
る
聴
風

庵

さ
ん
、
水
車
が
よ
り
一
層
、
風
情
を
醸
し
出
し
て
い
ま
し
た
。

ヒ
ア
リ
ン
グ
に
行
っ
た
際
に
蕎
麦
が
き
を
頂
き
ま
し
た
。
蕎
麦
が
き
は
、
作
る
の
が
面
倒

で
あ
っ
た
り
、
蕎
麦
を
粉
か
ら
作
っ
て
い
る
お
店
し
か
出
せ
な
い
事
も
あ
り
食
べ
る
の
も

初
め
て
で
し
た
が
ク
セ
も
な
く

,な
め
ら
か
な
口
当
た
り
で
と
て
も
お
い
し
か
っ
た
で
す
。

1
0

E
0
4
5

西
山

和
之
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ま
ち
の
駅
サ
ー
ビ
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

【
黒
坂
屋
株
式
会
社

市
役
所
通
り
給
油
所
】

見
附

１
２

〒
9
5
4
-
0
0
5
9
見

附
市

昭
和

町
2
-6
-
2
6

T
E
L

/
0
2
5
8
-
63
-
3
0
7
2

F
A
X

/
0
2
5
8
-
63
-
1
3
9
4

営
業

時
間

通
常

7
：

0
0

～
2
0
：

0
0

日
曜

日
8
：

0
0
～

1
7
：

00
お

休
み

/
元
日

国
道

8
号

か
ら

見
附

市
内

に
入

っ
て

消
防

署
の

近
く

に
あ
る

【
黒
坂

屋
】

【
黒

坂
屋

】
で

は
、

簡
単

な
無

料
点

検
の

サ
ー

ビ
ス

が
で

き
ま

す
。

旅
行

や
仕

事
で

自
動

車
を

使
う

際
は

、
是

非
自

動
車

の
無

料
点

検
を

受
け

て
み

て
は

い
か

が
で

し
ょ

う
か

。

も
ち

ろ
ん

よ
り

細
か

な
点

検
や

タ
イ

ヤ
交

換
も

有
料

で
受

け
る

こ
と

が
で

き
ま

す
。

ま
た

タ
イ

ヤ
交

換
を

申
し

込
む

際
に

は
、

雪
が

降
っ

て
か

ら
で

な
く

雪
が

降
る

前
に

申
し

込
ん

で
頂

け
れ

ば
、

混
み

合
う

こ
と

も
な

く
タ

イ
ヤ

交
換

が
で

き
る

た
め

、
早

め
の

タ
イ

ヤ
交

換
の

お
申

し
込

み
を

お
願

い
し

ま
す

。

【
黒

坂
屋
】

の
店

内
に

入
る

と
壁

に
は
、

雄
大

な
景

色
が

描
か

れ
た

油
絵

や
花

の
油

絵
が

飾
ら

れ
て

お
り

、
落

ち
着

い
た

雰
囲

気
の

店
内

で
旅

行
雑

誌
な

ど
も

取
り

揃
え

て
い

ま
す

。
ま

た
タ

イ
ヤ

の
カ

タ
ロ

グ
か

ら
バ

ッ
テ

リ
ー

、
エ

ン
ジ

ン
オ

イ
ル

、
車

内
用

の
芳

香
剤

な
ど

車
に

関
す

る
商

品
が

置
い

て
あ

り
、

店
内

で
購

入
で

き
る

よ
う

に
な

っ
て

い
ま

す
。

点
検

や
タ

イ
ヤ

交
換

を
待

っ
て

い
る

間
も

商
品

や
カ

タ
ロ

グ
、

旅
行

雑
誌

を
見

な
が

ら
く

つ
ろ

げ
る

店
内

と
な

っ
て
い

ま
す

。
【

黒
坂

屋
】

は
、

お
米

屋
も

営
ん

で
い

る
た

め
、

ガ
ソ

リ
ン

ス
タ

ン
ド

の
店

内
で

も
新

米
の

予
約

や
購

入
が

で
き

ま
す
。

地
方

発
送

も
承

っ
て

い
る

た
め
、

給
油

と
点

検
の

つ
い

で
に

新
米

の
ご

予
約

は
、

い
か

が
で

し
ょ

う
か

！
！

学
生
の
つ
ぶ
や
き

通
勤

通
学

に
車

を
使

う
人

や
休

日
に

お

出
か

け
を

す
る

人
は

、
市

役
所

、
消

防

署
の

す
ぐ

近
く

に
あ

る
【

黒
坂

屋
】

さ

ん
で

無
料

点
検

を
受

け
て

み
て

は
、

い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

安
心

し
て

通
勤

通
学

、
お

出
か

け
が

で

き
る

よ
う

に
是

非
一

度
、

お
試

し
頂

く

こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

1
0
E
0
4
5
西
山

和
之

市
谷

街
道

酒
屋

の
駅

株
式

会
社

柴
久

商
店

〒
95

4-
00

56
  

見
附
南
本
町

2-
4-

11
TL

E 
: 0

25
8-

62
-0

59
2

FA
X 

: 0
25

8-
62

-5
67

4
営

業
時
間
：
７
：
３
０
～
１
９
：
３
０

お
休
み
：
不
定
休

見
附

１
３

～
ま
ち
の
駅
の
紹

介
～

新
潟
銘
酒
越
後
の
地

酒
を
豊

富
に
取

り
揃

え
て
い
ま
す
。
地

元
見

附
産

の
お
米

「
織

り
娘

」
も
全

国
発

送
承

り
ま
す
。
ま
た
、
見
附
産

の
油

揚
げ
、
こ
ん
に
ゃ
く
と
豆

腐
も
人

気
商

品
で
す
。
店
内
の

囲
炉

裏
ベ
ン
チ
で
休

憩
だ
け
で
も
気
軽
に
お
立

ち
寄

り
く
だ
さ
い
。

学
生

の
つ
ぶ
や
き

私
た
ち
が
行
っ
た
と
き
は
お
盆
期
間
で
、
電
話
や
来
客
が
あ
り
お
忙
し
そ
う
で
し
た
。

柴
久
商
店
は
新
潟
銘
酒

越
後
の
地
酒
と
見
附
産
米
を
販
売
し
て
い
ま
す
。

駅
長
さ
ん
が
忙
し
く
働
く
姿
を
見
て
い
て
、
と
て
も
地
域
貢
献
に
力
を
入
れ
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。

お
店
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
お
酒
が
置
か
れ
て
い
て
、
と
て
も
美
味
し
そ
う
で
し
た
。

お
忙
し
い
中
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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賀
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こ
れ
は
お
酒

コ
ー
ナ
ー
で
す
。
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ま
ち
の
駅
サ
ー
ビ
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

【
黒
坂
屋
株
式
会
社

市
役
所
通
り
給
油
所
】

見
附

１
２

〒
9
5
4
-
0
0
5
9
見

附
市

昭
和

町
2
-6
-
2
6

T
E
L

/
0
2
5
8
-
63
-
3
0
7
2

F
A
X

/
0
2
5
8
-
63
-
1
3
9
4

営
業

時
間

通
常

7
：

0
0

～
2
0
：

0
0

日
曜

日
8
：

0
0
～

1
7
：

00
お

休
み

/
元
日

国
道

8
号

か
ら

見
附

市
内

に
入

っ
て

消
防

署
の

近
く

に
あ
る

【
黒
坂

屋
】

【
黒

坂
屋

】
で

は
、

簡
単

な
無

料
点

検
の

サ
ー

ビ
ス

が
で

き
ま

す
。

旅
行

や
仕

事
で

自
動

車
を

使
う

際
は

、
是

非
自

動
車

の
無

料
点

検
を

受
け

て
み

て
は

い
か

が
で

し
ょ

う
か

。

も
ち

ろ
ん

よ
り

細
か

な
点

検
や

タ
イ

ヤ
交

換
も

有
料

で
受

け
る

こ
と

が
で

き
ま

す
。

ま
た

タ
イ

ヤ
交

換
を

申
し

込
む

際
に

は
、

雪
が

降
っ

て
か

ら
で

な
く

雪
が

降
る

前
に

申
し

込
ん

で
頂

け
れ

ば
、

混
み

合
う

こ
と

も
な

く
タ

イ
ヤ

交
換

が
で

き
る

た
め

、
早

め
の

タ
イ

ヤ
交

換
の

お
申

し
込

み
を

お
願

い
し

ま
す

。

【
黒

坂
屋
】

の
店

内
に

入
る

と
壁

に
は
、

雄
大

な
景

色
が

描
か

れ
た

油
絵

や
花

の
油

絵
が

飾
ら

れ
て

お
り

、
落

ち
着

い
た

雰
囲

気
の

店
内

で
旅

行
雑

誌
な

ど
も

取
り

揃
え

て
い

ま
す

。
ま

た
タ

イ
ヤ

の
カ

タ
ロ

グ
か

ら
バ

ッ
テ

リ
ー

、
エ

ン
ジ

ン
オ

イ
ル
、

車
内

用
の

芳
香

剤
な

ど
車

に
関

す
る

商
品

が
置

い
て

あ
り
、

店
内

で
購

入
で

き
る

よ
う

に
な

っ
て

い
ま

す
。

点
検

や
タ

イ
ヤ

交
換

を
待

っ
て

い
る

間
も

商
品

や
カ

タ
ロ

グ
、

旅
行

雑
誌

を
見

な
が

ら
く

つ
ろ

げ
る

店
内

と
な

っ
て
い

ま
す

。
【

黒
坂

屋
】

は
、

お
米

屋
も

営
ん

で
い

る
た

め
、

ガ
ソ

リ
ン

ス
タ

ン
ド

の
店

内
で

も
新

米
の

予
約

や
購

入
が

で
き

ま
す
。

地
方

発
送

も
承

っ
て

い
る

た
め
、

給
油

と
点

検
の

つ
い

で
に

新
米

の
ご

予
約

は
、

い
か

が
で

し
ょ

う
か

！
！

学
生
の
つ
ぶ
や
き

通
勤

通
学

に
車

を
使

う
人

や
休

日
に

お

出
か

け
を

す
る

人
は

、
市

役
所

、
消

防

署
の

す
ぐ

近
く

に
あ

る
【

黒
坂

屋
】

さ

ん
で

無
料

点
検

を
受

け
て

み
て

は
、

い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

安
心

し
て

通
勤

通
学

、
お

出
か

け
が

で

き
る

よ
う

に
是

非
一

度
、

お
試

し
頂

く

こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

1
0
E
0
4
5
西
山

和
之

市
谷

街
道

酒
屋

の
駅

株
式

会
社

柴
久

商
店

〒
95

4-
00

56
  

見
附
南
本
町

2-
4-

11
TL

E 
: 0

25
8-

62
-0

59
2

FA
X 

: 0
25

8-
62

-5
67

4
営

業
時
間
：
７
：
３
０
～
１
９
：
３
０

お
休
み
：
不
定
休

見
附

１
３

～
ま
ち
の
駅
の
紹

介
～

新
潟
銘
酒
越
後
の
地

酒
を
豊

富
に
取

り
揃

え
て
い
ま
す
。
地

元
見

附
産

の
お
米

「
織

り
娘

」
も
全

国
発

送
承

り
ま
す
。
ま
た
、
見
附
産

の
油

揚
げ
、
こ
ん
に
ゃ
く
と
豆

腐
も
人

気
商

品
で
す
。
店
内
の

囲
炉

裏
ベ
ン
チ
で
休

憩
だ
け
で
も
気
軽
に
お
立

ち
寄

り
く
だ
さ
い
。

学
生

の
つ
ぶ
や
き

私
た
ち
が
行
っ
た
と
き
は
お
盆
期
間
で
、
電
話
や
来
客
が
あ
り
お
忙
し
そ
う
で
し
た
。

柴
久
商
店
は
新
潟
銘
酒

越
後
の
地
酒
と
見
附
産
米
を
販
売
し
て
い
ま
す
。

駅
長
さ
ん
が
忙
し
く
働
く
姿
を
見
て
い
て
、
と
て
も
地
域
貢
献
に
力
を
入
れ
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。

お
店
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
お
酒
が
置
か
れ
て
い
て
、
と
て
も
美
味
し
そ
う
で
し
た
。

お
忙
し
い
中
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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こ
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で
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森
の

駅

見
附

市
市

民
の

森
学

習
管

理
棟

「
木

々
（
コ
コ
）
」

見
附 14

〒
９
５
４
－
０
０
５
３

見
附

市
本
町

13
45
番

地
２

TE
L:
０

２
５
８
－
６
３
－
１
８
８
６

FA
X

:０
２

５
８
－
６
３
－
１
８
８
６

H
P：

ht
tp

:w
w

w
.c

ity
.m

ist
uk

e.
ni

ig
at

a.
jp

お
休

み
：
１
２
月
１
日
～

3月
31
日

営
業
時
間
：
９
：
０
０
～
１
７
：
０
０

(駅
員
１
０
：
０
０
～
１
４
：
０
０

）

～
ま
ち
の

駅
の

紹
介

～

「
森

の
駅

」
木
々
（
コ
コ
）
は
、
見
附
市
街
地
の
東
側
丘
陵
地
に
あ
る
「
み
ど
り
の
館
」
で
す
。
市
民
を
オ
ー
ナ
ー

と
す
る
桜

や
、

16
世
紀
以
前
か
ら
の
歴
史
街
道
な
ど
の
散
策
路
か
ら
な
っ
て
い
ま
す
。
桜
の
木
は
４
０
０
本
あ

り
ま
す
。
桜
の
木
を
買
っ
た
お
金
は
全
部
市
民
が
出
し
て
く
れ
ま
し
た
。
森
の
仲
間
は
４
７
人
い
ま
す
。
ま
ち
の

駅
と
し
て
毎
日

イ
ベ
ン
ト
を
や
っ
て
い
ま
す
。
巣
箱
作

り
、
そ
ば

打
ち
、
ク
ラ
フ
ト
は
市
民
達

と
一
緒
に
作
り
ま
す
。

巣
箱

作
り

学
生

の
つ
ぶ

や
き

巣
箱
作
り
、
そ
ば
打
ち
、
ク
ラ
フ
ト
な
ど
の
イ

ベ
ン
ト
を
や
っ
て
い
る
こ
と
は
、
市
民
に
楽
し

ん
で
も
ら
う

[ま
ち
の
駅

]だ
と
感
じ
ま
し
た
。
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20
  賀

容

「市
民

の
森
」の

休
憩
場

で
す
。

ヒ
ヤ
リ
ン
グ
の
様
子

水
辺

広
場
の

全
景

〒
９
５
４
－
０
０
５
２

見
附
市
学
校
町
２

-９
－
２
３

TE
L 

02
58

-6
2-

92
28

FA
X 

02
58

-6
3-

36
52

H
P
：
ht

tp
://

w
w

w
.m

m
-h

ou
se

.
co

.jp
/

営
業
時
間
：
9:

00
～

20
:0

0
日
曜
日
・
祝
日

9:
00

～
17

:0
0

（
年
末
年
始
・
お
盆
休
）

見
附

１
５

く
つ
ろ
ぎ
の
駅

環
境
回
復
サ
ロ
ン

す
か
ん
ぽ

～
ま
ち
の

駅
の

紹
介

～
寝
こ
ろ
ぶ
だ
け
で
、
心
身

と
も
に
健

康
に
！

！
「
す
か

ん
ぽ

」
は

イ
タ
ド
リ
の

別
名

で
古

く
か

ら
民

間
薬

と
し
て

使
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
「
す
か

ん
ぽ

」
の

根
に
あ
る
成

分
か

ら
生

ま
れ

て
き
た
の

が
抗

酸
化

溶
液

で
す
。

基
礎
代
謝
を
促
す
こ
と
に
よ
り
、
血

行
が

良
く
な
り
、
酸

化
を
抑

制
し
、
還

元
し
ま
す
。

住
ん
で
い
る
だ
け
で

体
に
良
い
抗
酸
化
工
法
の
モ
デ
ル

ル
ー
ム
も
併

せ
て
体

験
し
て
く
だ
さ
い
。
み

な
さ
ま
の

健
康

づ
く
り
の

お
手

伝
い
を
し
ま
す
。

あ
な
た
の
血
流
を
チ
ャ
ッ
ク

陶
板
浴
の

様
子

ヒ
ヤ

リ
ン

グ
の

様
子

学
生

の
つ
ぶ

や
き

陶
板

浴
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
！

冷
え
性

は
万

病
の
も
と
。
陶

板
浴
で
ポ
ッ
カ
ポ
カ
に
温

め
た
体
は

代
謝
が

良
く
な
り
体
調

を
改

善
し
ま
す
。
入
浴

料
金
は

一
回
５
０
０
円
で
、
回
数

券
２
，
５
０
０
円
は
６
回

使
え
ま
す
。
マ

ン
ス
リ
ー
会

員
券

は
一
ヶ
月
５
，
０
０
０
円
に
な
り
ま
す
！
ぜ
ひ
一
度
入

っ
て
み
て
く
だ
さ

い
！

０
９

E０
２
０

賀
容
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見
附 16

学
び
の
駅
は
施
設
が
完
備
さ
れ
た
ふ
ぁ

み
り
あ
で
す
。

同
時
に
人
々
に
温
か
さ
を
感
じ
さ
せ
る
大
家
族
で
す
。

人
々
に

笑
い
を
与
え
る
だ
け
で
は
な
く
、
楽
し
く
勉
強

で
き
る
場
所
で
す
。
こ
れ
が
、
こ
の
駅
の
魅
力
で
す
。

一
度
、
訪
ね
て
み
て
く
だ
さ
い
。

０
９
Ｅ
０
５
２

彭
丹

子 供 た ち の 楽 園

人 々 が ど ん ど ん 来 て

く れ る た め 、

楽 し い う れ し い

や り が い が あ り ま す 。

〒
9
5
4
ー

0
0
5
2

見
附

市
学

校
町

1
－

3
－

7
0

Ｔ
Ｅ

Ｌ
：

0
2
5
8
－

6
2
－

1
9
1
5

Ｆ
Ａ

Ｘ
：

0
2
5
8
－

6
2
－

5
0
4
1

営
業

時
間

：
9
：

0
0
～

2
1
：

3
0

お
休

み
：

毎
月

２
８

日
年

末
年

始

E
メ
ー

ル
fa

m
il
ia

@
ci

ty
.m

it
su

ke
.n

ii
g
at

a.
jp

ま
ち

の
駅

の
紹

介
【

知
り

た
い

！
】

【
や

っ
て

み
た

い
！

】
【

仲
間

が
ほ

し
い

！
】

【
教

え
た

い
！

】
そ

ん
な

声
に

お
答

え
す

る
学

び
の

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

で
す

。
【

お
も

し
ろ

そ
う

！
】

【
た

め
に

な
り

そ
う

！
】

そ
ん

な
講

座
も

ど
ん

ど
ん

提
供

し
ま

す
。

楽
し

い
サ

ー
ク

ル
も

い
っ

ぱ
い

。
ふ

ぁ
み

り
あ

に
ぜ

ひ
お

立
ち

寄
り

く
だ

さ
い

。

学
び
の
駅

見
附
市
勤
労
者
家
庭
支
援
施
設

ふ
ぁ
み
り
あ

勉
強

で
疲
れ
て
い
る
時

、
こ
ん
な
き
れ
い
な
風

景
を
眺

め
て
、
一

瞬
の
う
ち

に
疲

労
が
消
え
て
、
気

持
ち
が
よ
く
な
り
ま
す
。

地
酒

の
駅

や
ま

さ
く

商
店

ま
ち
の
駅

の
紹

介
町

の
身

近
な
酒

屋
で
す
。
安

全
、
安

心
そ
して

旨
い
。

色
々

な
“
こ
だ
わ
り
”
で
品

揃
え
を
して

い
ま
す
。
特

に
日

本
酒

、
越

後
の
地

酒
に
力

を
入

れ
て
い
ま
す
。
見

附
の
米

で
造

っ
た
「
織

り
娘

」
か
ら
、
幻

の
銘

酒
の

数
々

。
是

非
、
ご
来

店
い
た
だ
い
て
あ
な
た
の
自

酒
を
見

つ
け
て
く
だ
さ
い
。

〒
95
4－

00
55

見
附

市
嶺
崎
1－

9－
66

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
02
58
－
63
－
43
21

Ｆ
Ａ
Ｘ
：0
25
8－

63
－
45
38

営
業

時
間

：8
：3
0～

20
：0
0

日
曜

日
、
祝
日
:1
0：
00
～
17
：0
0

お
休

み
:第

２
,４
月
曜
日

見
附

1
7

や
ま
さ
く
商

店
は
周

辺
の
人

々
の
憩

い
の
場

に
な
っ
て
お
り
、
地

域
の
人

々
と
緊

密
に
繋

が
っ

て
地

域
に
お
け
る
良

好
な
人

間
関

係
に
重

要
な
役

割
を
果

た
して

い
ま
す
。
一

度
、
う
か
が
っ

て
み
て
く
だ
さ
い

０
９
Ｅ
０
５
２

彭
丹

一 番 人 気 の 商 品 →

商
品

は
２

０
０

種
類

以
上

が
あ

り
ま

す
、

こ
れ

は
商

品
の

一
部

分
だ

け
で

す
。

ワ
イ

ン
も

売
れ

て
い

ま
す

よ
！

学
生

の
つ

ぶ
や

き

Ⅱ- 20 
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見
附 16

学
び
の
駅
は
施
設
が
完
備
さ
れ
た
ふ
ぁ

み
り
あ
で
す
。

同
時
に
人
々
に
温
か
さ
を
感
じ
さ
せ
る
大
家
族
で
す
。

人
々
に

笑
い
を
与
え
る
だ
け
で
は
な
く
、
楽
し
く
勉
強

で
き
る
場
所
で
す
。
こ
れ
が
、
こ
の
駅
の
魅
力
で
す
。

一
度
、
訪
ね
て
み
て
く
だ
さ
い
。

０
９
Ｅ
０
５
２

彭
丹

子 供 た ち の 楽 園

人 々 が ど ん ど ん 来 て

く れ る た め 、

楽 し い う れ し い

や り が い が あ り ま す 。

〒
9
5
4
ー

0
0
5
2

見
附

市
学

校
町

1
－

3
－

7
0

Ｔ
Ｅ

Ｌ
：

0
2
5
8
－

6
2
－

1
9
1
5

Ｆ
Ａ

Ｘ
：

0
2
5
8
－

6
2
－

5
0
4
1

営
業

時
間

：
9
：

0
0
～

2
1
：

3
0

お
休

み
：

毎
月

２
８

日
年

末
年

始

E
メ

ー
ル

fa
m

il
ia

@
ci

ty
.m

it
su

ke
.n

ii
g
at

a.
jp

ま
ち

の
駅

の
紹

介
【

知
り

た
い

！
】

【
や

っ
て

み
た

い
！

】
【

仲
間

が
ほ

し
い

！
】

【
教

え
た

い
！

】
そ

ん
な

声
に

お
答

え
す

る
学

び
の

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

で
す

。
【

お
も

し
ろ

そ
う

！
】

【
た

め
に

な
り

そ
う

！
】

そ
ん

な
講

座
も

ど
ん

ど
ん

提
供

し
ま

す
。

楽
し

い
サ

ー
ク

ル
も

い
っ

ぱ
い

。
ふ

ぁ
み

り
あ

に
ぜ

ひ
お

立
ち

寄
り

く
だ

さ
い

。

学
び
の
駅

見
附
市
勤
労
者
家
庭
支
援
施
設

ふ
ぁ
み
り
あ

勉
強

で
疲
れ
て
い
る
時

、
こ
ん
な
き
れ
い
な
風

景
を
眺

め
て
、
一

瞬
の
う
ち

に
疲

労
が
消
え
て
、
気

持
ち
が
よ
く
な
り
ま
す
。

地
酒

の
駅

や
ま

さ
く

商
店

ま
ち
の
駅

の
紹

介
町

の
身

近
な
酒

屋
で
す
。
安

全
、
安

心
そ
して

旨
い
。

色
々

な
“
こ
だ
わ
り
”
で
品

揃
え
を
して

い
ま
す
。
特

に
日

本
酒

、
越

後
の
地

酒
に
力

を
入

れ
て
い
ま
す
。
見

附
の
米

で
造

っ
た
「
織

り
娘

」
か
ら
、
幻

の
銘

酒
の

数
々

。
是

非
、
ご
来

店
い
た
だ
い
て
あ
な
た
の
自

酒
を
見

つ
け
て
く
だ
さ
い
。

〒
95
4－

00
55

見
附

市
嶺
崎
1－

9－
66

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
02
58
－
63
－
43
21

Ｆ
Ａ
Ｘ
：0
25
8－

63
－
45
38

営
業

時
間

：8
：3
0～

20
：0
0

日
曜

日
、
祝
日
:1
0：
00
～
17
：0
0

お
休

み
:第

２
,４
月
曜
日

見
附

1
7

や
ま
さ
く
商

店
は
周

辺
の
人

々
の
憩

い
の
場

に
な
っ
て
お
り
、
地

域
の
人

々
と
緊

密
に
繋

が
っ

て
地

域
に
お
け
る
良

好
な
人

間
関

係
に
重

要
な
役

割
を
果

た
して

い
ま
す
。
一

度
、
う
か
が
っ

て
み
て
く
だ
さ
い

０
９
Ｅ
０
５
２

彭
丹

一 番 人 気 の 商 品 →

商
品

は
２

０
０

種
類

以
上

が
あ

り
ま

す
、

こ
れ

は
商

品
の

一
部

分
だ

け
で

す
。

ワ
イ

ン
も

売
れ

て
い

ま
す

よ
！

学
生

の
つ

ぶ
や

き

- 2
0 

- 
 

ま
ち
の
駅
の
紹
介

〒
95
4－

00
53

見
附
市
本
町
２
－
３
－
４

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：0
25
8－

62
－
05
77

Ｆ
Ａ
Ｘ
：0
25
8－

62
－
05
11

営
業
時
間
：８

：０
０
～
19
：3
0

Ｈ
Ｐ
：h
tt
p:
//
w
w
w
6.
oc
n
.n
e.
jp
/＾
aw

ad
uy
a/

お
休
み
：月

曜
日
（1
,6
の
市
（１

日
、
６
日
）

に
あ
た
る
場
合
は
翌
日
）

も
ち
好

き
が
集

う
駅

餅
あ
わ
づ
や

超
人
気
の
「あ

わ
づ
や
」さ

ん
の
お
餅
は
一
時
間
で

完
売
さ
れ
ま
した

。
た
く
さ
ん
の
お
客
さ
ん
に
好
ま
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
若
く
て
カ
ッ
コ
い
い
店
長
さ
ん
は
い
つ
で
も
優

し
い
笑
顔
で
接
客
し
て
く
れ
ま
す
。
こ
の
笑
顔
を
私

は
忘
れ
ま
せ
ん
が
、
も
っ
と
忘
れ
ら
れ
な
い
の
は
そ

の
可
愛
く
て
美
味
し
い
お
餅
で
す
。

見
附 18

学
生
の
つ
ぶ
や
き

店
の

人
気

商
品

は
こ

ち
ら

で
す

！
へ

そ
だ
ん
ご
、
五
目
赤
飯
が
有
名
で
す
！

見
附
の
餅

越
後
お
米
の
幸

弥
彦

か
ら
い
た
だ
い
た
雪
ど
け

米
に
育

ま
れ
た
稲
恵

こ
れ
か
ら
も
た
く
さ
ん
の

笑
顔

ま
あ
る
く
円

に
！

0
9
E
0
5
2
  

 彭
丹

美 味 し い か き 氷 を

作 っ て い ま す よ ！

元
気

創
造

今
町

・
く

す
り

の
駅

【
扇

長
薬

局
】

〒
95

4-
01

11
 見

附
市
今

町
1-

14
-3

3
TE

L 
：

02
58

-6
6-

22
74

 
FA

X
：

02
58

-6
6-

05
22

営
業

時
間

/ 
9:

15
～

18
:0

0
お
休

み
/ 
日

曜
日

・
元

日
・8
月

15
日

U
RL

 /
 h

tt
p:

//
se

nc
ho

@
f4

.d
io

n.
ne

.jp

ま
ち
の
駅

の
紹
介

緊
急

時
の

お
薬

は
も

ち
ろ

ん
・

・
・

日
々

の
生

活
に

「
元

気
」

の
不

足
し

て
い

る
人

た
ち

が
、

イ
キ

イ
キ

わ
く

わ
く

ハ
ッ

ピ
ィ

に
過

ご
せ

る
よ

う
、

「
ヒ
ミ

ツ
の

滋
養
剤

」
や

サ
プ

リ
類

が
ば

っ
ち

り
揃

っ
て

い
ま

す
。

「
病

気
じ

ゃ
な

い
っ

て
だ

け
じ

ゃ
ダ

メ
、

元
気

で
な

く
っ

ち
ゃ

！
」

が
ポ

リ
シ

ー
の

、
思

わ
ず

元
気

が
伝

染
っ

ち
ゃ

い
そ

う
な

（
笑

）
薬

局
さ

ん
で

す
。

薬
の

キ
ラ

イ
な

薬
屋

さ
ん

！
？

こ
こ

の
売

り
は

お
薬

で
は

な
い

。
「

病
気

に
な
ら
な

い
健

康
づ
く

り
」

お
薬

は
病

気
を

治
す

よ
り

、
病

気

に
な

ら
な

い
体

づ
く

り
を

し
て

ほ
し

い
。

病
気

の
人

は
も

ち
ろ

ん
の

こ
と

、
健
康
な
人
は
よ
り
健
康
に
・
・
・

で
も

何
よ

り
大

切
な

の
は

「
元

気
！
」

人
生

を
楽

し
む

活
力

で
す

！

「
未

病
」
と
「元

気
！
」
を

教
え
て
く
れ

る
、
ち
ょ
っ
と

不
思

議
な
薬

屋
さ
ん
・・
・

学
生

の
つ
ぶ
や
き

扇
長

薬
局

さ
ん

は
、

い
ろ

い
ろ

な
交

流
を

大
事

に
し

て
い

る
お

店
で

す
。

気
軽

に
お

手
洗

い
を

借
り

ら
れ

る
よ

う
な

（
笑

）
、

近
所

の
方

々
に

昔
か

ら
親

し
ま

れ
て

い
る

お
店

屋
さ

ん
で

す
。

「
ヒ

ミ
ツ

の
滋

養
剤
」

も
ス

ゴ
く

飲
み

や
す

く
、

な
ん

だ
か

元
気

も
湧

い
て

き
た

気
が

・
・

・
！

！
1
0
E
0
4
2
 永

井
友
之

実
際

に
「

ヒ
ミ

ツ
の
滋

養
剤
」

を
飲

ま
せ
て
い

た
だ
き

ま
し
た
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車
の

駅
【
有

限
会

社
中

島
輪

店
】

〒
95

4-
00

67
 見

附
市
葛

巻
町

10
4-

1
TE

L 
：

02
58

-6
2-

01
24

 
FA

X
：

02
58

-6
3-

35
08

営
業

時
間

/ 
8:

30
～

17
:3

0
お
休

み
/ 
日

曜
日
・
祝

日
・第

２
土
曜

日

ま
ち
の
駅

の
紹
介

昭
和

2
0
年

頃
に
は
、
も
と
は
自

転
車

屋
さ
ん
で
し
た
が
、
昭

和
4
4
年
に
自
動

車
屋
さ
ん
中

島
輪

店
を
創
業

。

“
1
0
0
歳
迄

も
の
お
付

き
合
い
”を

経
営
理

念
に
、
な
が
くお

客
さ
ん
と
お
付

き
合

い
さ
せ
て
頂
き
た
い
と
い
う
思

い
で
社

員
一

同
頑

張
っ
て
い
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、
写

真
を
載
せ
た
り
し
て
見
附

だ
け
で
な
く
県

外
の
人

た
ち
に
も
見

て
楽

し
ん
で
も

ら
え
る
よ
う
に
し
て
い
き
ま
す
。

〈
駅

長
さ
ん
の
一
言

〉

ト
イ

レ
、

休
憩

、
お

気
軽

に
お

立
ち

寄
り

く
だ

さ
い

。
地

域
の

情
報

も
提

供
し

て
い

ま
す

。 ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

で
も

、
物

産
交

流
・

ス
タ

ン
プ

ラ
リ

ー
な

ど
様

々
な

イ
ベ

ン
ト

を
行

っ
て

い
ま

す
。

皆
さ
ん
と
お
会
い
で
き
る
の
を

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

学
生

の
つ
ぶ

や
き

道
案

内
な

ど
見

附
に

来
ら

れ
る

方
の

窓
口

の
よ

う
な

お
店

で
す

。
ま

ち
の

駅
と

し
て

の
難

し
い

部
分

を
聞

く
こ

と
が

出
来

て
良

か
っ

た
で

す
。

1
0
E
0
4
2
 永

井
友

之

外
に
は

車
が
た
く
さ
ん

並
ん
で
い
ま
し
た
。
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0
お
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み

/
日

曜
日

見
附 21

学
生

の
つ
ぶ

や
き

皆
さ
ん
の
住

ま
い
は
快

適
で
す
か
？

夏
は
冷

房
、
冬

は
暖

房
を
ガ
ン
ガ

ン
つ
け
て
い
ま
せ
ん
か
？

玄
関

や
浴

室
、
ト
イ
レ
な
ど
の
寒

暖
差

は
激

し
く
な
い
で
す
か
？

日
本

の
伝

統
的

な
住

ま
い
は
、
襖

や
障

子
、
玄

関
や
窓

を
開

け
て
風

通
し
を
良

く
し
、
夏

の
蒸

し
暑

さ
に
考

慮
し
た
造

り
で
し
た
。

こ
の
よ
う
に
夏

の
暑

さ
や
冬

の
寒

さ
な
ど
に
影

響
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
1
年

を
通

じ
て
快

適
な
環

境
を
保

て
る
住

ま
い
を
め
ざ
し
「
F
P
の
家

」
は
生

ま
れ
ま
し
た
。

「
F
P
の
家
」
で
は
「
F
P
ウ
レ
タ
ン
断

熱
パ
ネ
ル
」
と
い
う
独

自
の
断

熱
パ
ネ
ル

を
使
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
断

熱
材

の
４
つ
の
優

れ
た
性

質
を
簡

単
に
説
明
し
ま
し
ょ
う
。

１
．
熱
や
冷
気
を
伝
え
に
く
い
！

高
い
断
熱
性
と
保
温
性
が
家

中
を
魔

法
瓶

の
よ
う
に
包

み
、
均

一
な
温

湿
度
に
す
る
た
め

“
ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク

”
を
防

ぎ
ま
す
！

※
ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
と
は
、
急
激

な
温
度
変
化
が
血
管
に
負
担
を
か
け
、
脳
梗
塞
や
心
筋
梗

塞
な
ど
を
引

き
起

こ
す
現

象
の
こ
と
で
す
。

２
．
水
に
強
い
！

そ
の
優
れ
た
防
水
性
能

お
か
げ
で
、
結

露
を
防

ぎ
、
ア
ト
ピ
ー
や
ア
レ
ル

ギ
ー
の
原
因
と
な
る
カ
ビ
や
ダ
ニ
の
発

生
を
抑

え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
！

※
F
P
の
家

で
は

5
0
年

間
の
無
結
露
を
保
証
し
て
い
ま
す
！

３
．
地
震
に
強
い
！

阪
神
淡
路
大
震
災
よ
り
も
強

い
振

動
を
起

こ
し
た
実

験
で
も
、
ほ
と
ん
ど

影
響
が
現
れ
ま
せ
ん
で
し
た
！

４
．
騒
音
に
強
い
！

気
密
性
の
高
い
パ
ネ
ル
が
音

を
遮

断
し
、
静

か
な
暮

ら
し
が
で
き
ま
す
！

「
FP

の
家

」
な

ら
、

急
激

な
温

度
差

が
原

因
で

起
き

る
“

ヒ
ー

ト
シ

ョ
ッ

ク
”

を
防

い
だ

り
、
冷

暖
房

費
の

節
約

で
CO

２
の
排

出
量

を
削

減
で

き
た

り
と

、
人

と
環

境
に

優
し

い
住

ま
い
だ

と
い

う
お

話
も

い
た

だ
き

ま
し

た
。

日
本

中
が

FP
の

家
に

な
れ

ば
、

こ
ん

な
幸

せ
な

こ
と
な

い
よ

ね
！

0
9
E
0
0
1
 浅

井
将

太

今
回

、
見
学

さ
せ

て
も

ら
っ
た

モ
デ

ル
ハ

ウ
ス
で

す

こ
の
ほ
か
、
“
チ
ャ
フ
ウ
ォ
ー
ル

”
と
い
う
ホ
タ
テ
の
貝
殻
と
モ
ミ
殻
を
使
っ
た
天
然
素
材
が
、

抗
菌

性
・
吸

放
湿

性
・
消

臭
効
果

を
発
揮
！
さ
ら
に
空
気
中
の
“
シ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
症
候
群

”
の
原

因
と
な
る
よ
う
な
有

害
化

学
物
質
も
除
去
し
ま
す
！

社
長

の
星

野
で
す
！
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0
お
休

み
/ 
日

曜
日
・
祝

日
・第

２
土
曜

日

ま
ち
の
駅

の
紹
介

昭
和

2
0
年

頃
に
は
、
も
と
は
自

転
車

屋
さ
ん
で
し
た
が
、
昭

和
4
4
年
に
自
動

車
屋
さ
ん
中

島
輪

店
を
創
業

。

“
1
0
0
歳
迄

も
の
お
付

き
合
い
”を

経
営
理

念
に
、
な
が
くお

客
さ
ん
と
お
付

き
合

い
さ
せ
て
頂
き
た
い
と
い
う
思

い
で
社

員
一

同
頑

張
っ
て
い
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、
写

真
を
載
せ
た
り
し
て
見
附

だ
け
で
な
く
県

外
の
人

た
ち
に
も
見

て
楽

し
ん
で
も

ら
え
る
よ
う
に
し
て
い
き
ま
す
。

〈
駅

長
さ
ん
の
一
言

〉

ト
イ

レ
、

休
憩

、
お

気
軽

に
お

立
ち

寄
り

く
だ

さ
い

。
地

域
の

情
報

も
提

供
し

て
い

ま
す

。 ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

で
も

、
物

産
交

流
・

ス
タ

ン
プ

ラ
リ

ー
な

ど
様

々
な

イ
ベ

ン
ト

を
行

っ
て

い
ま

す
。

皆
さ
ん
と
お
会
い
で
き
る
の
を

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

学
生

の
つ
ぶ

や
き

道
案

内
な

ど
見

附
に

来
ら

れ
る

方
の

窓
口

の
よ

う
な

お
店

で
す

。
ま

ち
の

駅
と

し
て

の
難

し
い

部
分

を
聞

く
こ

と
が

出
来

て
良

か
っ

た
で

す
。
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学
生

の
つ
ぶ

や
き

皆
さ
ん
の
住

ま
い
は
快

適
で
す
か
？

夏
は
冷

房
、
冬

は
暖

房
を
ガ
ン
ガ

ン
つ
け
て
い
ま
せ
ん
か
？

玄
関

や
浴

室
、
ト
イ
レ
な
ど
の
寒

暖
差

は
激

し
く
な
い
で
す
か
？

日
本

の
伝

統
的

な
住

ま
い
は
、
襖

や
障

子
、
玄

関
や
窓

を
開

け
て
風

通
し
を
良

く
し
、
夏

の
蒸

し
暑

さ
に
考

慮
し
た
造

り
で
し
た
。

こ
の
よ
う
に
夏

の
暑

さ
や
冬

の
寒

さ
な
ど
に
影

響
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
1
年

を
通

じ
て
快

適
な
環

境
を
保

て
る
住

ま
い
を
め
ざ
し
「
F
P
の
家

」
は
生

ま
れ
ま
し
た
。

「
F
P
の
家
」
で
は
「
F
P
ウ
レ
タ
ン
断

熱
パ
ネ
ル
」
と
い
う
独

自
の
断

熱
パ
ネ
ル

を
使
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
断

熱
材

の
４
つ
の
優

れ
た
性

質
を
簡

単
に
説
明
し
ま
し
ょ
う
。

１
．
熱
や
冷
気
を
伝
え
に
く
い
！

高
い
断
熱
性
と
保
温
性

が
家

中
を
魔

法
瓶

の
よ
う
に
包

み
、
均

一
な
温

湿
度
に
す
る
た
め

“
ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク

”
を
防

ぎ
ま
す
！

※
ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
と
は
、
急
激
な
温
度
変
化
が
血
管
に
負
担
を
か
け
、
脳
梗
塞
や
心
筋
梗

塞
な
ど
を
引

き
起

こ
す
現

象
の
こ
と
で
す
。

２
．
水
に
強
い
！

そ
の
優
れ
た
防
水
性
能
お
か
げ
で
、
結

露
を
防

ぎ
、
ア
ト
ピ
ー
や
ア
レ
ル

ギ
ー
の
原
因
と
な
る
カ
ビ
や
ダ
ニ
の
発

生
を
抑

え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
！

※
F
P
の
家

で
は

5
0
年

間
の
無

結
露
を
保
証
し
て
い
ま
す
！

３
．
地
震
に
強
い
！

阪
神
淡
路
大
震
災
よ
り
も
強

い
振

動
を
起

こ
し
た
実

験
で
も
、
ほ
と
ん
ど

影
響
が
現
れ
ま
せ
ん
で
し
た
！

４
．
騒
音
に
強
い
！

気
密
性
の
高
い
パ
ネ
ル
が
音

を
遮

断
し
、
静

か
な
暮

ら
し
が
で
き
ま
す
！

「
FP

の
家

」
な

ら
、

急
激

な
温

度
差

が
原

因
で

起
き

る
“

ヒ
ー

ト
シ

ョ
ッ

ク
”

を
防

い
だ

り
、
冷

暖
房

費
の

節
約

で
CO

２
の
排

出
量

を
削

減
で

き
た

り
と

、
人

と
環

境
に

優
し

い
住

ま
い
だ

と
い

う
お

話
も

い
た

だ
き

ま
し

た
。

日
本

中
が
FP
の

家
に

な
れ

ば
、

こ
ん

な
幸

せ
な

こ
と
な

い
よ

ね
！

0
9
E
0
0
1
 浅

井
将

太

今
回

、
見
学

さ
せ

て
も

ら
っ
た

モ
デ

ル
ハ

ウ
ス
で

す

こ
の
ほ
か
、
“
チ
ャ
フ
ウ
ォ
ー
ル

”
と
い
う
ホ
タ
テ
の
貝
殻
と
モ
ミ
殻
を
使
っ
た
天
然
素
材
が
、

抗
菌

性
・
吸

放
湿

性
・
消

臭
効
果

を
発
揮
！
さ
ら
に
空
気
中
の
“
シ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
症
候
群

”
の
原

因
と
な
る
よ
う
な
有

害
化

学
物
質
も
除
去
し
ま
す
！

社
長

の
星

野
で
す
！
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間
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0
■

お
休

み
/不

定
休

見
附

大
橋
の
方
か
ら
国
道

8号
線
を
ま
っ
す
ぐ
進
む

と
左

手
に
見
え
て
き
ま
す
。
地
酒
の
ヒ
ラ
セ
さ
ん
で
は
、

「
久

保
田
」
や

「
〆
張
鶴
」
な
ど
の
新
潟
の
地
酒

を
取
り

揃
え
て
お
り
ま
す
。

学
生
の
つ

ぶ
や
き

私
は

お
酒

に
強

く
な
く
て
普

段
あ

ま
り
口

に
し
て
い
な
か

っ
た
の
で
す

が
、
お
話
を
伺
っ
て
か

ら
、
ス
ー

パ
ー
や

コ
ン
ビ
ニ
に
あ
る
日

本
酒

を
意

識
し
て
見
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

皆
さ
ん
も
お
出
か

け
い
た
だ
い
て
、

素
晴

ら
し
い
お
酒
と
の
出

会
い
を
楽

し
ん
で
く
だ
さ
い
！

０
９
Ｅ
０
０
１

浅
井

将
太

駅
長

さ
ん

か
ら

の
メ

ッ
セ

ー
ジ

皆
さ
ん
は
、
日
本
酒
な
ん
て
ど
れ
も

同
じ
だ
と
思
っ
て
い
ま
せ

ん
か
？
良
い

お
酒

と
い
う
の
は
飲
め
ば

違
い
が
わ

か
り
ま
す
！
今
ま
で
良
い
お
酒
に
出

会
っ
て
い
な
い
方
で
も
、
地
酒

の
ヒ
ラ

セ
で
は
、
あ
な
た
に
ぴ
っ
た
り
の
お
酒

に
出

会
え
る
は
ず
で
す
！
試
飲
も
出

来
ま
す
の
で
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
お
立
ち

寄
り
く
だ
さ
い
！

和
の

雰
囲
気
が

心
を
和
ま
せ
ま
す
。
薪
ス
ト
ー
ブ

の
実

物
を
見
た
の
は
初
め
て
で
し
た
！

心
落
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空
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最
近

で
は

、
ス

マ
ホ

の
ア

プ
リ

で
も

新
聞

が
読
め

る
時

代
に

な
っ

て
、

紙
離

れ
が

進
ん

で
い

る
と

聞
き

、
な

に
か

人
の

暖
か

さ
の

よ
う

な
も

の
が

薄
れ

て
い

っ
て

る
よ

う
な

気
が

し
ま

し
た

。
ま

た
、

ヒ
ア

リ
ン

グ
の

際
、

広
告

代
金

と
か

タ
ブ

ー
な

質
問

を
し

て
失

礼
致

し
ま

し
た
><

09
E0

01
浅
井

将
太

ふ
れ

あ
い
情

報
ス
テ
ー

シ
ョ

ン
有

限
会

社
山

田
新

聞
店

情
報
発
信
の
駅
と
し
て

、
主

に
新

潟
日

報
、

毎
日

新
聞
、
日
経
新
聞
な
ど
を
配

達
し

て
お

り
ま

す
。

ま
た

、
新
潟
日
報
こ
ど
も
新
聞
「

週
刊

ふ
む

ふ
む

」
で

は
、

子
ど
も
た
ち
の
知
り
た
い
こ

と
や

興
味

の
あ

る
内

容
盛

り
だ
く
さ
ん
で
す
！
お
子
様

と
一

緒
に

読
ん

で
み

て
下

さ
い
！
最
近
で
は
、
ネ
ッ
ト

や
テ

レ
ビ

で
情

報
を

入
手

で
き
る
時
代
に
な
り
ま
し
た

が
、

新
聞

も
見

て
・

触
れ

て
読
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
！

ふ
れ

あ
い

情
報

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

で
は

、
市

民
の

皆
様

か
ら

の
情

報
を

お
待

ち
し

て
お

り
ま

す
。

ま
ち

の
駅

で
す

の
で

、
道

案
内

や
ち

ょ
っ

と
し

た
休

憩
な

ど
気

軽
に

お
立

寄
り

く
だ

さ
い

！
ま

ち
の

駅
の

情
報

を
詰

め
込

ん
だ

ミ
ニ

コ
ミ

な
ん

か
も

作
ろ

う
と

思
っ

て
い

ま
す

。

学
生

の
つ
ぶ
や

き

折
り
込
み

チ
ラ
シ
を

入
れ
て
い

る
と
こ
ろ

で
す

駅
長

さ
ん
の

つ
ぶ
や

き
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★
学
生
の
つ

ぶ
や
き
★

十
割

そ
ば
が
売

り
の
海

老
名

さ
ん
で
は
、
お
昼

食
や
飲

み
会

な
ど

1
0
名

様
ま

で
ご
利

用
頂

け
ま
す
。
ご
家

族
揃
っ
て
お
気

軽
に
お
越

し
く
だ
さ
い
ま
せ
！

ま
た
隣

接
し
て
お
り
ま
す
「割

烹
海

老
名
新

館
」で

は
、
な
ん
と
８
０
畳

の
宴
会

場
が
設

け
て
あ
り
ま
す
！
こ
ち
ら
は
８
０
～

1
0
0
名

様
ま
で
収

容
可
能

と
な
っ
て

お
り
ま
す
の
で
、
ご
宴
会

、
同
窓

会
・同

級
会
、
打

ち
上

げ
な
ど
様

々
な
こ
と
に

お
役
立

て
で
き
ま
す
！

宴
会

の
〆
に
自

慢
の
十
割

そ
ば
も
是
非

ど
う
ぞ
！

！

当
店

の
人

気
メ
ニ
ュ
ー
は
ズ
バ
リ
、
十

割
そ
ば
と
ミ

ニ
丼

の
セ
ッ
ト
！
！

小
さ
な
お
子

様
や
お
年
寄

り
の

方
に
は

1
0
0
g
、
ガ
ッ
ツ
リ
食

べ
た
い
方

に
は

3
0
0
g

と
お
そ
ば
の
量

が
変

え
ら
れ
ま
す
。
他

に
も
ア
サ
リ
バ

タ
ー
や
ウ
ィ
ン
ナ
ー
盛

合
せ
と
い
っ
た
お
酒
が
す
す
む

品
も
揃

え
て
お
り
ま
す
。

十
割

そ
ば

を
食

べ
ら

れ
る
と

こ
ろ
な

ん
て
そ

う
そ

う
な

い
で

す
よ

ね
？

そ
の
日

の
気
温

や
湿
度

の
状

態
で

打
ち

加
減

を
調

節
し
な

い
と
、

す
ぐ
切

れ
て

し
ま

う
と

聞
き

ま
す

。
是
非

食
べ
に

行
っ
て

く
だ

さ
い

！
新

館
の

宴
会

場
の
広

さ
も
圧

巻
で
す

！

0
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E
0
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1

浅
井

将
太

カ
ー
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

ホ
ン
ダ
カ
ー
ズ
長

岡
東

見
附

南
店

【
有

限
会

社
久

住
商

会
】
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95
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00
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新
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町
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L ：
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30
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00
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時
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r.h
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/h

on
da

ca
rs

-
na

ga
ok

ah
ig

as
hi

ま
ち
の
駅

の
紹

介

6
0
年

前
に

先
代

の
方

が
自

転
車

屋
さ

ん
か

ら
始

め
ま

し
た

。
そ

し
て

、
4

0
年

前
に

会
社

を
創

業
。

新
車

・
中

古
車

の
売

買
が

主
流

の
お

店
。

外
車

も
扱

っ
て

い
ま

す
。

道
を

聞
か

れ
る

こ
と

が
多

い
の

で
、

ま
ち

の
道

案
内

な
ど

を
よ

く
行

っ
て

い
ま

す
。

駅
長

さ
ん
の
話

ま
ち

の
駅

の
イ

ベ
ン

ト
で

は
商

品
（

車
な

ど
）

の
展

示
を

行
っ

て
い

ま
す

。
イ

ベ
ン

ト
・

行
事

な
ど

盛
ん

に
行

っ
て

い
ま

す
。

ま
ち

の
駅

に
参

加
し

た
こ

と
で

、
様

々
な

情
報

が
す

ぐ
に

入
り

や
す

く
な

り
ま

し
た

。

学
生

の
つ
ぶ

や
き

見
附

に
来

ら
れ

る
方

の
道

案
内

も
行

っ
て

い
る

親
切

な
お

店
で

す
。

駅
長

さ
ん

は
、

見
附

市
の

ま
ち

の
駅

に
と

て
も

力
を

入
れ

て
い

て
熱

い
お

話
を

た
く

さ
ん

聞
く

こ
と

が
出

来
ま

し
た

。 1
0
E
0
4
2
 永

井
友
之
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★
学
生
の
つ

ぶ
や
き
★

十
割

そ
ば
が
売

り
の
海

老
名

さ
ん
で
は
、
お
昼

食
や
飲

み
会

な
ど

1
0
名

様
ま

で
ご
利

用
頂

け
ま
す
。
ご
家

族
揃
っ
て
お
気

軽
に
お
越

し
く
だ
さ
い
ま
せ
！

ま
た
隣

接
し
て
お
り
ま
す
「割

烹
海

老
名
新

館
」で

は
、
な
ん
と
８
０
畳

の
宴
会

場
が
設

け
て
あ
り
ま
す
！
こ
ち
ら
は
８
０
～

1
0
0
名

様
ま
で
収

容
可

能
と
な
っ
て

お
り
ま
す
の
で
、
ご
宴
会

、
同
窓

会
・同

級
会
、
打

ち
上

げ
な
ど
様

々
な
こ
と
に

お
役

立
て
で
き
ま
す
！

宴
会

の
〆
に
自

慢
の
十
割

そ
ば
も
是
非

ど
う
ぞ
！

！

当
店

の
人

気
メ
ニ
ュ
ー
は
ズ
バ
リ
、
十

割
そ
ば
と
ミ

ニ
丼

の
セ
ッ
ト
！
！

小
さ
な
お
子

様
や
お
年
寄

り
の

方
に
は

1
0
0
g
、
ガ
ッ
ツ
リ
食

べ
た
い
方

に
は

3
0
0
g

と
お
そ
ば
の
量

が
変

え
ら
れ
ま
す
。
他

に
も
ア
サ
リ
バ

タ
ー
や
ウ
ィ
ン
ナ
ー
盛

合
せ
と
い
っ
た
お
酒
が
す
す
む

品
も
揃

え
て
お
り
ま
す
。

十
割

そ
ば

を
食

べ
ら

れ
る
と

こ
ろ
な

ん
て
そ

う
そ

う
な

い
で

す
よ

ね
？

そ
の
日

の
気
温

や
湿
度

の
状

態
で

打
ち

加
減

を
調

節
し
な

い
と
、

す
ぐ
切

れ
て

し
ま

う
と

聞
き

ま
す

。
是
非

食
べ
に

行
っ
て

く
だ

さ
い

！
新

館
の

宴
会

場
の
広

さ
も
圧

巻
で
す

！
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ま
ち
の
駅

の
紹

介

6
0
年

前
に

先
代

の
方

が
自

転
車

屋
さ

ん
か

ら
始

め
ま

し
た

。
そ

し
て

、
4

0
年

前
に

会
社

を
創

業
。

新
車

・
中

古
車

の
売

買
が

主
流

の
お

店
。

外
車

も
扱

っ
て

い
ま

す
。

道
を

聞
か

れ
る

こ
と

が
多

い
の

で
、

ま
ち

の
道

案
内

な
ど

を
よ

く
行

っ
て

い
ま

す
。

駅
長

さ
ん
の
話

ま
ち

の
駅

の
イ

ベ
ン

ト
で

は
商

品
（

車
な

ど
）

の
展

示
を

行
っ

て
い

ま
す

。
イ

ベ
ン

ト
・

行
事

な
ど

盛
ん

に
行

っ
て

い
ま

す
。

ま
ち

の
駅

に
参

加
し

た
こ

と
で

、
様

々
な

情
報

が
す

ぐ
に

入
り

や
す

く
な

り
ま

し
た

。

学
生

の
つ
ぶ

や
き

見
附

に
来

ら
れ

る
方

の
道

案
内

も
行

っ
て

い
る

親
切

な
お

店
で

す
。

駅
長

さ
ん

は
、

見
附

市
の

ま
ち

の
駅

に
と

て
も

力
を

入
れ

て
い

て
熱

い
お

話
を

た
く

さ
ん

聞
く

こ
と

が
出

来
ま

し
た

。 1
0
E
0
4
2
 永

井
友
之
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■
営

業
時
間

/
2
4
時

間
営
業

■
お
休

み
/な

し

見
附

２
６

学
生
の
つ
ぶ
や
き

入
っ
た
時
の

第
一

印
象

は
、
こ
れ

ぞ
“
和

の
空
間

”
と
思

い
ま
し
た
。
館
内

を
案

内
し
て
く
れ

た
ス
タ
ッ
フ
さ
ん
と
地

元
が

一
緒

だ
と
聞

き
、
親

近
感

が
湧

き
ま
し
た
し
、

駅
長

さ
ん
の
お
話
を
伺

う
中

で
、
地
域

の
活

性
化
を
望

む
熱
い
思
い
を
感

じ
ま
し
た
。

09
E0

01
 浅

井
将

太

３
階

に
は

シ
ン
グ
ル
と

ツ
イ
ン
合

わ
せ
て

約
２

０
部

屋
あ

る
ビ

ジ
ネ
ス
ホ

テ
ル
が
あ

り
ま

す
。

も
ち

ろ
ん

、
イ

ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
も
繋

げ
ま

す
の

で
、
ビ

ジ
ネ

ス
マ
ン

も
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

１
階

は
、

外
観
か
ら

は
想

像
で

き

な
い

ほ
ど

の
、

明
る
く
落

ち
着
い

た
雰

囲
気

の
エ
ン

ト
ラ
ン
ス

と
、
広

く
て

開
放

的
な
ロ

ビ
ー
、
檜

の
か
お

る
大
浴

場
「
伊
達
の

湯
」
が
あ
り

ま
す
。

コ
ー

ヒ
ー

で
一

服
も
で
き

ま
す
よ

。

２
階

は
、

10
0畳

の
「

鶴

の
間

」
や

、
80
畳
の

「
亀
の

間
」

な
ど

の
大

宴
会
場

や
、

会
議

・
研
修

会
・

パ
ー

テ
ィ

ー
等

に
ご

利
用
い

た
だ

け
る

コ
ン
ベ

ン
シ

ョ
ン

ホ
ー
ル

が
イ

ベ
ン

ト
会
場

が
あ

り
ま

す
！

お
待
ち
し

て
ま
す

わ
ん

四
季

の
駅

【
（
有

）
グ
ラ
ン
ド
ー
ル

四
季

亭
】

〒
95
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ま
ち
の
駅

の
紹

介

ご
婚

礼
、

ご
宴

会
場

の
提

供
を

主
に

行
っ

て
い

ま
す

。
お

祝
い

・
法

事
の

お
席

、
歓

送
迎

会
や

忘
新

年
会

な
ど

各
種

ご
宴

会
に

お
勧

め
で

す
。

夏
に

は
ビ

ー
ル

フ
ェ

ア
等

、
一

年
を

通
し

て
各

種
イ

ベ
ン

ト
を

開
催

し
て

い
ま

す
。

お
店

の
安

ら
げ

る
空

間
を

楽
し

ん
で

い
た

だ
き

た
い

で
す

。

駅
長

さ
ん

の
ひ

と
こ

と
お

手
洗

い
を

借
り

に
来

た
り

、
休

憩
を

し
に

来
て

く
だ

さ
る

方
が

い
ま

す
。

ネ
ー

ブ
ル

み
つ

け
に

は
、

お
店

の
チ

ラ
シ

な
ど

を
置

い
て

い
た

だ
い

て
い

ま
す

。
た

く
さ

ん
の

方
に

ま
ち

の
駅

に
つ

い
て

知
っ

て
も

ら
い

た
い

の
で

、
お

店
に

気
軽

に
立

ち
寄

れ
る

よ
う

に
し

て
い

ま
す

。

学
生

の
つ
ぶ

や
き

お
店

は
と

て
も

き
れ

い
で

ご
婚

礼
・

ご
宴

会
場

は
と

て
も

広
く

お
部

屋
が

い
く

つ
も

あ
り

ま
し

た
。

お
店

に
入

っ
て

す
ぐ

に
休

憩
場

所
が

あ
り

、
そ

こ
で

お
客

さ
ん

が
し

ゃ
べ

っ
た

り
、

お
茶

を
飲

ん
だ

り
と

良
い

交
流

の
場

に
も

な
っ

て
い

る
よ

う
で

し
た

。

1
0
E
0
4
2
 永

井
友
之

こ
こ
が

み
な
さ
ん
の

交
流

の
場

に
な
っ
て
も
ら
い

た
い
で
す
。
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L/
 0

25
8-

62
-3

75
1

FA
X/

 0
25

8-
62

-3
75

1


開
業

時
間

/ 1
0:

30
～

19
:0

0(
土

曜
日

は
～

14
:0

0）
（
１
４
：
０
０
～

１
９
：
０
０
は

予
約
制

）


お
休
み

/ 日
曜

日
、
祝

日
、
研

修
日
（
不

定
）

若
返

り
、
健

康
、
ダ
イ
エ
ッ
ト
を
中
心

と
し
た
ヘ
ル

シ
ー
な
食

べ
る
ジ
ュ
ー
ス

を
提

供
し
て
い
ま
す
。

ハ
ッ
ピ
ー
ホ
ー
ム
は

健
康

で
医

療
費

の
か

か
ら
な
い
身

体
作
り
野

た
め

に
皆

様
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

場
と
し
て
活

用
し
て
頂

き
た
い
と
思
い
ま

す
。

２
８

『
若

返
り
の
場

所
』

学
生

の
つ
ぶ

や
き

駅
長

の
長

部
さ
ん

は
と
て
も
気

さ
く
な
方

で
楽

し
い

ヒ
ア
リ
ン
グ

で
し
た
。
施

設
の

中
は

清
潔

で
と
て
も
き
れ

い
で
し
た
。
年

配
の

方
に

特
に
お
す
す
め
で
す
。

09
E0

22
胡

黎

健
康

の
た
め

に
食

べ
る

ジ
ュ
ー
ス

や
せ
る
た
め
の
機
械

ダ
イ
エ
ッ
ト
の
機
械

マ
ニ
ュ
キ
ュ
ア
の
種
類
が
多
い
！

爪
ば
か
り
で
な
く
顔
の
化
粧
法
も

お
教
え
し
ま
す
。
初
心
者
は
ぜ
ひ

来
て
く
だ
さ
い
！

丁
寧
に
お
教
え
し
ま
す
！
！

地
図

入
れ

未
来

を
作

る
夢

の
駅

【
三

藤
都

市
開

発
株

式
会

社
】

見
附

市
２
９

〒
9
5
4
-
0
0
8
2

■
見
附
市
柳
橋
町
2
7
4
-
6

■
T
E
L
/
0
2
5
8
-
6
6
-
0
3
5
0

■
F
A
X
/
0
2
5
8
-
6
6
-
4
5
0
5

■
営
業
時
間
/
9
:0
0
～
1
8
:0
0

■
お
休
み
/
日
曜
・祝

日
、
お
盆
、

年
末
年
始

■
ｈ
ｔｔ
ｐ
：/

/
ｍ
ｉｔ
ｏ
．
ｇ
ｏ
ｏ
ｓ
ｉｄ
ｅ
．
ｃ
ｏ
ｍ
/

ま
ち
の
駅

の
紹

介

こ
ち
ら
の
ま
ち
の
駅
『未

来
を
作

る
夢

の
駅

』は
、
柳

橋
町

・メ
デ
ィ
カ
ル
パ
ー
ク
内

に
あ
り
ま
す
。
オ
ー
プ
ン

な
公
園
型
に
警
備
さ
れ
た
ゾ
ー
ン
は
、
地

域
住

民
の
憩

い
の
場

と
し
て
親

し
ま
れ

て
い
ま
す
。
見

附
・長

岡
方
面
で
住
ま
い
づ
く
り
を
考

え
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
方

は
、
ぜ
ひ
一

度
お
越

し
く
だ
さ
い
居

心
地

の
良

い
住

ま
い
・環

境
作
り
の
ヒ
ン
トが

い
っ
ぱ
い
の
夢

の
駅

で
す
。
バ
ス
の
待

ち
時

間
に
で
も
気

軽
に
お
立

ち
寄

り
く
だ
さ

い
。

学
生

の
つ
ぶ
や
き

周
り
の
景

色
は
緑

が
多

く
て
、
気

持
ち
よ
く
バ
ス
の
待

ち
時

間
を
過

ご
せ
る

と
思

い
ま
す
。
中

に
も
た
く
さ
ん
部

屋
の
情

報
を
置

い
て
い
ま
す
の
で
、
興

味
が
あ
る
人

は
ぜ
ひ

ご
覧

く
だ
さ
い
。

0
9
Ｅ
0
4
2

陳
琴
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業

時
間

/ 1
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土

曜
日

は
～

14
:0

0）
（
１
４
：
０
０
～

１
９
：
０
０
は

予
約
制

）


お
休

み
/ 日

曜
日

、
祝

日
、
研

修
日
（
不

定
）

若
返

り
、
健

康
、
ダ
イ
エ
ッ
ト
を
中
心

と
し
た
ヘ
ル

シ
ー
な
食

べ
る
ジ
ュ
ー
ス

を
提

供
し
て
い
ま
す
。

ハ
ッ
ピ
ー
ホ
ー
ム
は

健
康

で
医

療
費

の
か

か
ら
な
い
身

体
作
り
野

た
め

に
皆

様
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

場
と
し
て
活

用
し
て
頂

き
た
い
と
思
い
ま

す
。

２
８

『
若

返
り
の
場

所
』

学
生

の
つ
ぶ

や
き

駅
長

の
長

部
さ
ん

は
と
て
も
気

さ
く
な
方

で
楽

し
い

ヒ
ア
リ
ン
グ

で
し
た
。
施

設
の

中
は

清
潔

で
と
て
も
き
れ

い
で
し
た
。
年

配
の

方
に

特
に
お
す
す
め
で
す
。
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胡

黎

健
康

の
た
め

に
食

べ
る

ジ
ュ
ー
ス

や
せ
る
た
め
の
機
械

ダ
イ
エ
ッ
ト
の
機
械

マ
ニ
ュ
キ
ュ
ア
の
種
類
が
多
い
！

爪
ば
か
り
で
な
く
顔
の
化
粧
法
も

お
教
え
し
ま
す
。
初
心
者
は
ぜ
ひ

来
て
く
だ
さ
い
！

丁
寧
に
お
教
え
し
ま
す
！
！

地
図

入
れ

未
来

を
作

る
夢

の
駅

【
三

藤
都

市
開

発
株

式
会

社
】

見
附

市
２
９
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9
5
4
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0
0
8
2
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見
附
市

柳
橋
町

2
7
4
-
6

■
T
E
L
/
0
2
5
8
-
6
6
-
0
3
5
0

■
F
A
X
/
0
2
5
8
-
6
6
-
4
5
0
5

■
営

業
時
間

/
9
:0
0
～

1
8
:0
0

■
お
休
み
/
日
曜
・祝

日
、
お
盆
、

年
末
年
始

■
ｈ
ｔｔ
ｐ
：/

/
ｍ
ｉｔ
ｏ
．
ｇ
ｏ
ｏ
ｓ
ｉｄ
ｅ
．
ｃ
ｏ
ｍ
/

ま
ち
の
駅

の
紹

介

こ
ち
ら
の
ま
ち
の
駅
『未

来
を
作

る
夢

の
駅
』は

、
柳

橋
町

・メ
デ
ィ
カ
ル
パ
ー
ク
内

に
あ
り
ま
す
。
オ
ー
プ
ン

な
公
園
型
に
警
備
さ
れ
た
ゾ
ー
ン
は
、
地

域
住

民
の
憩

い
の
場

と
し
て
親

し
ま
れ

て
い
ま
す
。
見

附
・長

岡
方
面
で
住
ま
い
づ
く
り
を
考

え
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
方

は
、
ぜ
ひ
一

度
お
越

し
く
だ
さ
い
居

心
地

の
良

い
住

ま
い
・環

境
作
り
の
ヒ
ン
トが

い
っ
ぱ
い
の
夢

の
駅

で
す
。
バ
ス
の
待

ち
時

間
に
で
も
気

軽
に
お
立

ち
寄

り
く
だ
さ

い
。

学
生

の
つ
ぶ
や
き

周
り
の
景

色
は
緑

が
多

く
て
、
気

持
ち
よ
く
バ
ス
の
待

ち
時

間
を
過

ご
せ
る

と
思

い
ま
す
。
中

に
も
た
く
さ
ん
部

屋
の
情

報
を
置

い
て
い
ま
す
の
で
、
興

味
が
あ
る
人

は
ぜ
ひ

ご
覧

く
だ
さ
い
。

0
9
Ｅ
0
4
2

陳
琴
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〒
95

4-
00

52
見
附

市
学

校
町

1-
16

-1
5

TE
L：

02
58

－
62

-7
87

7
FA

X：
02

58
－

62
-7

87
7

営
業

時
間

：
9：

00
～

18
：

00
お

や
す

み
：

毎
月

末
日

(土
日

・
祝

日
に

重
な

る
場

合
は

翌
平

日
）
、

ネ
ー
プ

ル
み
つ

け
休
館

日

見
附

３
０

一
言
で
紹
介
す
れ
ば

(見
附
の
特
産
品
の
販

売
所

)で
、
見
附
自
慢
の
逸
品
が
揃
っ
て
ま

す
。
販
売
商
品
は
、
銘
菓
、
郷
土
料
理
な
ど

の
食
品
か
ら
地
元
野
菜
・
工
芸
品
や
、
見
附

ニ
ッ
ト
も
あ
り
、
安
全
、
安
心
の
品
質
は
勿
論
、

製
造
直
販
に
よ
る
お
買
得
価
格
で
人
気
が

あ
り
ま
す
。

か
ぼ

ち
ゃ

で
す
。

種
類

は
多

い
で

す
！

の
さ
つ
ま

い
も
！

学
生

の
つ
ぶ

や
き

見
附
の
土
産
品
だ
け
じ
ゃ
な
く
て
、
野
菜
も
い
っ
ぱ
い
あ
り
、
と
て
も
種
類
が
豊
富
で
し
た
。

ま
た
、
お
客
さ
ん
も
た
く
さ
ん
い
て
、
と
て
も
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

見
附
に
行
っ
た
ら
、
ぜ
ひ
一
度
行

っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

09
E

02
2

胡
黎

僕
は

駅
長
さ
ん
で

す
！

僕
は
三
角

だ
ま
る
で
見
附

の
モ
デ
ル

で
す
！

丸
な
す
君

か
わ

い
い
ク
ー
キ

ち
ゃ
ん

越
後

製
菓
の
米

菓
お
い
し
い
ぶ

と
う

見
附

3
1

結
柳

の
駅

【
割

烹
柳

屋
】

〒
9
5
4
-
0
1
1
1

見
附
市
今
町
1
-1
-
8

・
T
E
L
0
2
5
8
-
6
6-
3
1
6
6

・
F
A
X
0
2
5
8
-
6
6-
5
5
3
2

・
営
業
時
間
：
1
1
：
0
0
-
22
：
0
0

・
お
休
み
：
不
定
休

呉
豆
腐
は
豆
腐
に
く
ず
や
澱
粉
を
混
ぜ
、

加
熱
し
凝
固
さ
せ
る
。
食
感
は
も
ち
も
ち

感
が
あ
り
、
や
わ
ら
か
な
ブ
リ
ン
を
思
わ

せ
る
。
使
う
豆
乳
は
近
所
の
豆
腐
屋
か
ら

分
け
て
も
ら
う
。
豆
の
風
味
と
、
最
も
苦

心
し
た
と
い
う
ね
っ
と
り
し
た
食
感
が
舌

に
心
地
良
い
。

ま
ち

の
駅
の

紹
介

「
心

を
こ
め

た
旬
の

味
」
ご
結
納

や
記

念
日
の

お
祝
い

事
か
ら
ご
法

事
、

会
社
の

接
待
、

同
窓
会

、
忘

・
新

年
会

、
時
事

に
合
わ
せ
た

お
料

理
を
幅

広
く
ご

用
意
し
て
お

り
ま

す
。
旬

の
素
材

に
心
を
こ
め

て
作

り
出
す

お
料
理

、
心
和
む
空

間
、

新
し
い

風
を
感

じ
て
い
た
だ

け
た

ら
幸
せ

で
す
。

学
生
の
つ

ぶ
や
き

「
結
柳
」

は
完
全

予
約

制
に
な
っ

て
い
ま

す
。

！
！
！

ぜ
ひ
訪
れ

て
見
て

く
だ

さ
い
！

09
E0

22
  胡

黎

む
す

び
や

な
ぎ

「
柳
屋
」
と
し
て
の
襟
死
歴
史
は

23
0年

ほ
ど
。
館
内
に
は
そ
の
歴

史
を
証
明
す
る
品
物
が
並
ぶ
。
扇

形
の
も
の
は
鯨
の
尾
の
化
石
、
こ

れ
が
看
板
だ
っ
た
。
斬
新
さ
よ
り

も
落
ち
着
く
和
の
モ
ダ
ン
を
と
、

部
屋
ご
と
に
全
く
異
な
る
意
匠
が

施
さ
れ
て
い
る
。
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介
護

の
駅

見
附

市
32

【
あ
お
ぞ
ら
介

護
サ
ー
ビ
ス
】

田
園
風
景
の
粟
ケ
岳
を
見
て
い
る
と
、
心
が
落
ち
着
き
ま
す
。
に
ぎ
や
か
な
街
中
か
ら

こ
の
よ
う
な
静
か
な
田
園
に
来
る
と
、
い
い
気
分
転
換
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

09
Ｅ
04
2

陳
琴

〒
95
4-
00
16

住
所

見
附
市
庄
川
町

85
2-
1

TE
L

02
58
-6
2-
55
05

FA
X

02
58
-6
1-
17
80

営
業
時
間

9：
00
～
17
：0
0

お
休
み

第
2・
第
4日

曜
日

デ
ィ

サ
ー

ビ
ス

屋
外
に
歩
行
練
習
場
・室

内
に
機
能
訓
練
室
を
新

設
し、

ア
ッ
ト
ホ

ー
ム
な
雰
囲
気

の
中
で
ゆ
っ
た
り
過
ご
して

い
た
だ
け
ま
す
。
ま
た
入
浴
は
薬
草

や
四
季
お
り

お
り
の
入
浴
剤
で
好
評
で
す
。

介
護

の
駅

介
護
情
報
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
休
憩
や
交
流
の
場
と
して

も
ご
利
用
した

だ
け
ま
す
。

ケ
ア

プ
ラ

ン
作
成

ご
利
用
さ
れ
る
方
の
ご
意
見
を
充
分
に
反
映
さ
せ
、
ケ
ア
プ
ラ
ン

作
成
を
い
た
しま

す
。

訪
問

介
護

気
づ
か
い
と
思
い
や
り
の
心
で
満
足
の
い
く
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
で
き
る
よ
う
努

め
て
お
り
ま
す
。

介
護

タ
ク

シ
ー

ご
利
用
さ
れ
る
方
の
負
担
の
軽
減
と
安
全
で
使
い
易

い
タ
ク
シ
ー
と
し

て
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

自
分

で
作

っ
た
野

菜
も
あ
る
よ

四
季
折
々
の
田
園
風
景
の
粟

ケ
岳
を
眺
望
で
き
る
景
観
の
中
、

屋
外
の
歩
行
練
習
場
や
花
壇
を

併
設
し
た
デ
ィ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
や
介
護
タ
ク
シ
ー
・
訪
問

介
護
・
ケ
ア
プ
ラ
ン
作
成
な
ど
、

介
護
者
の
利
便
性
と
負
担
の
軽

減
に
努
め
て
お
り
ま
す
。
皆
様

の
交
流
の
場
と
し
て
ご
利
用
し

て
く
だ
さ
い
。

駅
長

さ
ん

の
話

〒
95

4－
01

11
見
附
市
今
町

1-
8-

25
TE

L：
02

58
－

66
－

22
39

FA
X：

02
58

－
66

－
50

93
営
業
時
間
：

8：
30

～
19

：
00

お
や
す
み
：
火
曜
日

見
附

３
３

こ
ち
ら
の

ま
ち
の

駅
は

見
附
今
町
の
商
店
街
の
な
か
に
あ
り
ま
す
。

お
菓

子
作

り
を
約

７
０
年

も
続
け
て
い
る
お
店
で
す
。

人
の

心
を
ほ

っ
と
さ
せ

る
、
お
い
し
い
も
の
ば
か
り
に
こ
だ
わ
っ
た
和
菓
子
、
洋
菓
子
を
販
売
し
て
い
ま
す
。

お
い
し
い
お
菓

子
を
食

べ
た
い
方
、
お
菓
子
の
こ
と
に
つ
い
て
相
談
に
の
っ
て
ほ
し
い
方
に
と
て
も
お
す
す
め

な
ま
ち
の

駅
で
す
。

店
内
に
は

お
す
す
め
で
人
気
の
、

凧
最

中
、
か

り
ん
と
う
ま
ん
じ
ゅ
う
、

パ
イ
シ
ュ
ー
な
ど
、
こ
だ
わ

り
の

お
い
し
い
お
菓

子
が

た
く
さ
ん
並

ん
で
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
も
ぜ

ひ
お
店

に
来
て
お

い
し
い
お
菓

子
を
楽

し
ん
で
み
て

く
だ
さ
い
。

お
菓
子
の
マ
ル
シ
ェ

【
(株

)ガ
ト
ー
ベ
ニ
ヤ
】

学
生

の
つ
ぶ

や
き

ど
の
お
菓
子
も
と
て
も
お
い
し
そ
う
で
見
て
い
て
と
て
も
ワ
ク

ワ
ク
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
心
を
ほ
っ
と
さ
せ
る
お
い
し
い
お
菓
子
を
見
附
か

ら
ど
ん
ど
ん
発
信
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

０
９
Ｅ
０
６
７

渡
辺
直
斗

凧
最

中
か

り
ん

と
う

ま
ん

じ
ゅ

う
パ

イ
シ

ュ
ー
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介
護

の
駅

見
附

市
32

【
あ
お
ぞ
ら
介

護
サ
ー
ビ
ス
】

田
園
風
景
の
粟
ケ
岳
を
見
て
い
る
と
、
心
が
落
ち
着
き
ま
す
。
に
ぎ
や
か
な
街
中
か
ら

こ
の
よ
う
な
静
か
な
田
園
に
来
る
と
、
い
い
気
分
転
換
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

09
Ｅ
04
2

陳
琴

〒
95
4-
00
16

住
所

見
附
市
庄
川
町
85
2-
1

TE
L

02
58
-6
2-
55
05

FA
X

02
58
-6
1-
17
80

営
業
時
間

9：
00
～
17
：0
0

お
休
み

第
2・
第

4日
曜

日

デ
ィ

サ
ー

ビ
ス

屋
外
に
歩
行
練
習
場
・室

内
に
機
能
訓
練
室
を
新

設
し、

ア
ッ
ト
ホ

ー
ム
な
雰
囲
気
の
中
で
ゆ
っ
た
り
過
ご
して

い
た
だ
け
ま
す
。
ま
た
入
浴
は
薬
草

や
四
季
お
り

お
り
の
入
浴
剤

で
好
評
で
す
。

介
護

の
駅

介
護
情
報
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
休
憩
や
交
流
の
場
と
して

も
ご
利
用
した

だ
け
ま
す
。

ケ
ア

プ
ラ

ン
作
成

ご
利
用
さ
れ
る
方
の
ご
意
見
を
充
分
に
反
映
さ
せ
、
ケ
ア
プ
ラ
ン

作
成
を
い
た
しま

す
。

訪
問

介
護

気
づ
か
い
と
思
い
や
り
の
心
で
満
足
の
い
く
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
で
き
る
よ
う
努

め
て
お
り
ま
す
。

介
護

タ
ク

シ
ー

ご
利
用
さ
れ
る
方
の
負
担
の
軽
減
と
安
全
で
使
い
易

い
タ
ク
シ
ー
と
し

て
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

自
分

で
作

っ
た
野

菜
も
あ
る
よ

四
季
折
々
の
田
園
風
景
の
粟

ケ
岳
を
眺
望
で
き
る
景
観
の
中
、

屋
外
の
歩
行
練
習
場
や
花
壇
を

併
設
し
た
デ
ィ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
や
介
護
タ
ク
シ
ー
・
訪
問

介
護
・
ケ
ア
プ
ラ
ン
作
成
な
ど
、

介
護
者
の
利
便
性
と
負
担
の
軽

減
に
努
め
て
お
り
ま
す
。
皆
様

の
交
流
の
場
と
し
て
ご
利
用
し

て
く
だ
さ
い
。

駅
長

さ
ん

の
話

〒
95

4－
01

11
見
附
市
今
町

1-
8-

25
TE

L：
02

58
－

66
－

22
39

FA
X：

02
58

－
66

－
50

93
営
業
時
間
：

8：
30

～
19

：
00

お
や
す
み
：
火
曜
日

見
附

３
３

こ
ち
ら
の

ま
ち
の

駅
は

見
附
今
町
の
商
店
街
の
な
か
に
あ
り
ま
す
。

お
菓

子
作

り
を
約

７
０
年

も
続
け
て
い
る
お
店
で
す
。

人
の

心
を
ほ

っ
と
さ
せ

る
、
お
い
し
い
も
の
ば
か
り
に
こ
だ
わ
っ
た
和
菓
子
、
洋
菓
子
を
販
売
し
て
い
ま
す
。

お
い
し
い
お
菓

子
を
食

べ
た
い
方
、
お
菓
子
の
こ
と
に
つ
い
て
相
談
に
の
っ
て
ほ
し
い
方
に
と
て
も
お
す
す
め

な
ま
ち
の

駅
で
す
。

店
内
に
は

お
す
す
め
で
人
気
の
、

凧
最

中
、
か

り
ん
と
う
ま
ん
じ
ゅ
う
、

パ
イ
シ
ュ
ー
な
ど
、
こ
だ
わ

り
の

お
い
し
い
お
菓

子
が

た
く
さ
ん
並

ん
で
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
も
ぜ

ひ
お
店

に
来
て
お

い
し
い
お
菓

子
を
楽

し
ん
で
み
て

く
だ
さ
い
。

お
菓
子
の
マ
ル
シ
ェ

【
(株

)ガ
ト
ー
ベ
ニ
ヤ
】

学
生

の
つ
ぶ

や
き

ど
の
お
菓
子
も
と
て
も
お
い
し
そ
う
で
見
て
い
て
と
て
も
ワ
ク

ワ
ク
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
心
を
ほ
っ
と
さ
せ
る
お
い
し
い
お
菓
子
を
見
附
か

ら
ど
ん
ど
ん
発
信
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

０
９
Ｅ
０
６
７

渡
辺
直
斗

凧
最

中
か

り
ん

と
う

ま
ん

じ
ゅ

う
パ

イ
シ

ュ
ー
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ま
ち
な
か
の
駅

【け
ん
こ
う
ク
ラ
ブ
】

〒
9
5
4
-
0
0
5
7
見
附
市
新
町
1
-
1
7
-
2
5

■
T
E
L
/
0
2
5
8
-
8
6
-
8
1
0
9

F
A
X
/
0
2
5
8
-
8
6
-
8
1
1
9

■
営
業
時
間
/
9
:
0
0
～
1
8
:
0
0

■
お
休
み
/

土
曜
日
、
日
曜
日

■
U
R
L
/
h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
h
u
r
u
m
a
i
.
c
o
m

ま
ち
の
駅
の
紹
介

こ
ち
ら
の
ま
ち
の
駅
は
見
附
商
店
街
の
な
か
に
あ
り
ま
す
。

最
新
式
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
マ
シ
ン
を
使
い
体
力
維
持
の
た
め
の
パ
ワ
ー
リ
ハ
ビ
リ
や
脳
の

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
ま
す
。

午
前
・午

後
に
分
け
て
マ
シ
ン
を
使
っ
て
利
用
者

様
ご
自

身
の
体
力
に
合
わ
せ
た
運
動

に
お
取
組
み
い
た
だ
け
ま
す
。

「足
腰
の
健
康
を
維
持
し
た
い
」「
体
を
動
か
し
た
い
」と

い
う
方

に
は
と
て
も
お
す
す
め
な

ま
ち
の
駅
で
す
。

学
生
の
つ
ぶ
や
き

こ
の
よ
う
に
、
施
設
に
は
最
新
の
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
マ
シ
ン
が
設
置
し
て
あ

り
、
利
用
者
に
合
わ
せ
た
リ
ハ
ビ
リ
・

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

見
附
の
商
店
街
に
こ
ん
な
に
最
新
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
マ
シ
ン
が

あ
る
な
ん
て
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
見
附
の
健
康

を
支
え
て
い
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

０
９
Ｅ
０
６
７

渡
辺
直
斗

難
し
そ
う
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
マ

シ
ン
も
、
優
し
く
・安

全
・楽

し
く

サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
ま
す
。

～
お
店

の
紹
介
～

こ
ち
ら
の

ま
ち
の

駅
は

見
附

の
商
店
街
の
な
か
に
あ
り
ま
す
。

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
好

き
な
方

に
お
す
す
め
な
お
店
で
す
。

婦
人

靴
、
ス
ニ
ー
カ
ー
、
長

靴
と
雨
具
、
作
業
靴
な
ど
数
多
く
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

お
店

の
奥

に
は

お
客
様

が
く
つ
ろ
げ
る
ス
ペ
ー
ス
も
あ
り
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
つ
い
て
の
ア
ド
バ
イ
ス
等
、
様
々
な
お
話
を
聞
け
ま
す
。

FO
O

T 
 T

IM
E 

  ぬ
し
せ

【
ぬ

し
せ

新
町
店
】

〒
95

4-
00

57
見

附
市

新
町

1-
8-

21
TL

E 
: 0

25
8-

62
-0

66
9

FA
X 

: 0
25

8-
62

-0
66

9
営

業
時

間
/1

0:
00

～
19

:0
0

お
休
み

：
月

曜
日

見
附

３
５

学
生
の
つ
ぶ
や
き

約
１
０
０
年
前
か
ら
下
駄

屋
さ
ん
と
し
て
商

売
を
始

め
て
、
今

の
ぬ

し
せ

さ
ん
に
な
っ
た
こ
と
を
聞

い
て
と
て

も
驚
き
ま
し
た
。
店
員
さ
ん
は

と
て
も
気

さ
く
な
方

で
話

し
て
い
る
と
不

思
議

と
笑

顔
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
見
附
、
見
附
の

商
店

街
を
足

か
ら
支

え
る
素

敵
な
靴

屋
さ
ん
で
あ
っ
て
ほ

し
い
な
と
思

い
ま

し
た
。

０
９
Ｅ
０
６
７

渡
辺

直
斗

店
内
は
こ
の
よ
う
に
整
理
整
頓
さ
れ
て

い
て
、
お
客
様
が
お
探
し
の
靴
を
探
し

や
す
い
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

今
、
お
す
す
め
し
て
い
る
商
品
は
幅
広

シ
ュ
ー
ズ
。

靴
の
幅
が
広
い
の
で
ウ
ォ
―
キ
ン
グ

の
時
も
ゆ
っ
た
り
、
快
適
に
過
ご
す
こ

と
が

で
き
ま
す
。

店
員
さ
ん
が
シ
ュ
ー
フ
ィ
ッ
タ
ー
と
い
う

資
格
を
も
っ
て
い
て
、
お
客
様
の
足
に

ピ
ッ
タ
リ
の
靴
を
選
ん
で
く
れ

ま
す
。

皆
様
も
ぜ
ひ
店
員
さ
ん
と
お
話
し
し
な

が
ら
自
分
に
あ
う
１
足
を
見
つ
け
て
み

て
く
だ
さ
い
。

シ
ュ
ー
フ
ィ
ッ
タ
ー

と
は

シ
ュ
ー
フ
ィ
ッ
タ
ー
と
は

、
足
に
関
す

る
基

礎
知

識
と
靴

合
わ

せ
の
技

能
を
習

得
し
、
正

し
く
合

っ
た
靴

を
販

売
す

る
シ
ュ
ー
フ
ィ
ッ
テ
ィ
ン
グ

の
専
門
家
の
こ
と
で
す
。
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学
生

の
つ
ぶ
や
き

私
は
電
車
で
の
旅
を
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
、
大
坪
さ
ん
の
お

話
を
聞
き
、
面
白

さ
に
触
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
機
に
私
も
絶
対
自
分

の
旅
を
し
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。
こ
こ
に
来
れ
ば
、
旅
に
つ
い
て
の
話

は
尽
き
ま
せ
ん
よ
。
大
坪
さ
ん
は
美
術
学
校
へ
行
っ
た
こ
と
な
い
の

に
こ
ん
な
に
い
っ
ぱ
い
画
を
書
い
て
、
す
ご
い
と
思
い
ま
す
！
！
！

ぜ
ひ
一
度
訪
問
し
て
み
て
く
だ
さ
い
！

0
9
E
0
2
2
  

 胡
黎

〒
9
5
4
－

0
08
4

見
附

市
加
坪

川
町

23
1

宣
栄

社
内

■
T
E
L
/
0
2
58
-
6
2
-
36
1
2

■
F
A
X
/
0
2
58
-
6
2
-
36
1
2

■
開

館
時
間

/
9
:
0
0～

1
6
:
00

■
お

休
み

/日
曜

■
U
R
L
/h
t
t
p:
/
/
se
n
e
is
y
a
.w
e
b
.t
c
2
.c
o
m/

店
の
紹
介

長
い
日
数
を
要

して
書
き
ま
した

ス
ケ
ッ

チ
ブ
ッ
ク

10
0冊

と
、
古
い
町
並
を
列

車
に
乗
り
カ
メ
ラ
で
撮
影
した

作
品
や
、

そ
の
他
木
造
駅

舎
や
寺
の
山
門
な
ど

古
い
も
の
に
全
力
を
尽
く
して

作
品
作

り
を
しま

した
。
絵
も
パ
ス
テ
ル
画
や
ペ

ン
画
と
誰
に
で
も
分
か
る
美
しい

風
景

を
表
現
した

作
品
ば
か
り
で
す
。

列
車
か
ら
見
た
景
色
を
頭
の
中
に
入
れ
、
家
に

帰
っ
て
絵
に
し
た
作
品
で
す
！

旅 し て 収 集 し た 物

（ 列 車 、 飛 行 機 、 ト

ラ ッ ク 等 が た く さ ん

あ り ま し た 。 ）

画 房 弦 の 周 り の 風

景 ！ き れ い
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学
生

の
つ
ぶ
や
き

私
は
電
車
で
の
旅
を
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
、
大
坪
さ
ん
の
お

話
を
聞
き
、
面
白
さ
に
触
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
機
に
私
も
絶
対
自
分

の
旅
を
し
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。
こ
こ
に
来
れ
ば
、
旅
に
つ
い
て
の
話

は
尽
き
ま
せ
ん
よ
。
大
坪
さ
ん
は
美
術
学
校
へ
行
っ
た
こ
と
な
い
の

に
こ
ん
な
に
い
っ
ぱ
い
画
を
書
い
て
、
す
ご
い
と
思
い
ま
す
！
！
！

ぜ
ひ
一
度
訪
問
し
て
み
て
く
だ
さ
い
！

0
9
E
0
2
2
  

 胡
黎

〒
9
5
4
－

0
08
4

見
附

市
加
坪

川
町

23
1

宣
栄

社
内

■
T
E
L
/
0
2
58
-
6
2
-
36
1
2

■
F
A
X
/
0
2
58
-
6
2
-
36
1
2

■
開

館
時
間

/
9
:
0
0～

1
6
:
00

■
お

休
み

/日
曜

■
U
R
L
/h
t
t
p:
/
/
se
n
e
is
y
a
.w
e
b
.t
c
2
.c
o
m/

店
の
紹
介

長
い
日
数
を
要

して
書
き
ま
した

ス
ケ
ッ

チ
ブ
ッ
ク

10
0冊

と
、
古
い
町
並
を
列

車
に
乗
り
カ
メ
ラ
で
撮
影
した

作
品
や
、

そ
の
他
木
造
駅

舎
や
寺
の
山
門
な
ど

古
い
も
の
に
全
力
を
尽
く
して

作
品
作

り
を
しま

した
。
絵
も
パ
ス
テ
ル
画
や
ペ

ン
画
と
誰
に
で
も
分
か
る
美
しい

風
景

を
表
現
した

作
品
ば
か
り
で
す
。

列
車
か
ら
見
た
景
色
を
頭
の
中
に
入
れ
、
家
に

帰
っ
て
絵
に
し
た
作
品
で
す
！

旅 し て 収 集 し た 物

（ 列 車 、 飛 行 機 、 ト

ラ ッ ク 等 が た く さ ん

あ り ま し た 。 ）

画 房 弦 の 周 り の 風

景 ！ き れ い
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3.1.3 ホームページの作成 

一昨年度は学生が作成したパネルを使い、「越後長岡まちの駅」を紹介するホームペー

ジを作成した。昨年度は、まちの駅の情報の更新や、ゼミ活動の追記、デザインの変更を

行った。今年度は「まちの駅ネットワークみつけ」の 37 のまちの駅にヒアリングをし、

見附市内のまちの駅を紹介するパネルを新しく作成した。なお、このパネルは長岡大学ホ

ームページ内の地域活性化プログラムページに掲載されている。このページによってひと

りでも多くの方が「まちの駅」に興味を持ち、実際に訪ねていただけるようになることを

願っている。 
 
(1) 全体像  

背景は文字が映えるように薄い紫色を使用し、タイトルのデザインは海の濃い青を使い、

全体的に天空の色、優しさのある青の配色に仕上げた。  
 
(2) 各項目の説明 
① ＜まちの駅とは＞ 

「まちの駅」のことをご存知でない人のために、「まちの駅」の簡単な解説を入れ込ん

だ。また、詳しいことはまちの総合情報交流拠点「まちの駅」公式サイト「まちの駅どっ

と混む」（http://www.machinoeki.com/）で調べられるようにリンクをつけた。 

② ＜活動概要＞ 
このページでは今年度の鯉江ゼミの活動を紹介した。また、長岡地域、県内の「まちの

駅」を紹介するため、「越後長岡まちの駅」の紹介ページ (長岡市のホームページ内

http://www.city.nagaoka.niigata.jp/kurashi/s-center/machi/index.html)や「まちの駅ネッ

トワークみつけ」(http://www.mitsuke-machinoeki.com/)とのリンクを繋いだ。(注：「ま

ちの駅 糸魚川ぷらっと」(http://www.ito-pla.com/)のリンクが失効したため、このページ

からリンクを撤去した。) 

③ ＜まちの駅一覧＞ 

リストの「まちの駅」名をクリックすると、学生が作成した「まちの駅」のパネルのそ

れぞれに飛ぶようになっており、その駅及び周辺情報を知ることができる。 
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ホームページの上部 

 
ホームページの中部 
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ホームページの上部 

 
ホームページの中部 
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3.2 パネル展及び商品展示 

3.2.1 パネル展及び商品展示取組概要 

 この企画は 3 年前から行っており、まちの駅の紹介パネルと、各まちの駅の商品等を一

緒に展示し、様々な方にまちの駅をＰＲするものである。 

 

(1) パネル展準備 

 パネルは、各まちの駅の担当者を決め、手分けをして作成した。昨年度まで調査してい

た長岡のまちの駅からターゲットを変え、今年度は見附市にあるまちの駅 37 カ所の調査を

した。各まちの駅の担当者が、パネル確認のお願いの文書と共に、悠久祭ご協力お願い、

展示物確認 FAX 用紙を同封し、各まちの駅に郵送した。展示物がある場合は昨年までと同

様に、貸していただける物品、受取方法、返却の有無等を記入してもらい、FAX で送って

いただいた。 

 展示物を受け取りに行く際は、各まちの駅に学生がアポイントメントを取り、まちの駅

へ回収に伺った。展示物の回収状況が分かるようリストを作成し、お借りした物から随時

記入をし、確認できるようにした。 

今年度から調査を始めた見附のまちの駅の方々からは、展示物を多くはお借りすること

が出来なかった。ヒアリングの際、学生が展示物の貸し出しのご協力について詳しく説明

をしていなかったことや、まちの駅の方々が、実際にパネル展へ行ったことがなく、どう

いったものを貸し出せば良いのか分からなかったことが原因だと思われる。 

 その他の準備として、模擬店で使用したまちの駅の食材の写真や、パネル展と模擬店そ

れぞれの案内のチラシを作成した。チラシの裏には数字を記入し、来場者に配付すること

で来場者数をカウントできるようにした。市民協働部市民協働推進室市民協働班からは、

まちの駅ののぼりをお貸ししていただいた。 

 パネル展前日に、パネルやまちの駅からお借りした物を展示する準備を行った。 

 

(2) パネル展当日 

学生 2 名ずつが交代で来場者の方にまちの駅の紹介をした。まちの駅という言葉を初め

て聞いたという方や、道の駅なら知っているという方に、どういった施設なのかを説明し、

興味を持ったまちの駅があれば、そこの紹介をし、足を運んでもらえるよう案内をした。 

また、来場者に模擬店のチラシを配り、長岡のまちの駅の食材を使っていることを宣伝

し、来場者数をカウントした。 

 

(3) パネル展終了後 

 お借りした展示物は、翌日に各まちの駅へ返却に伺った。 

返却不要の展示物は、学校で保管、又は、学生が家に持ち  

帰り頂戴した。後日、全まちの駅にお礼の文章と、悠久祭 

の様子、A4 サイズのパネルを同封し、郵送をした。 

 

                              パネル展当日の様子 
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3.2.2．パネル展及び商品展示取組結果 

 今年度の来場者数は 171 名と、昨年度の 453 名より大きく落ち込んだ。大学の近くに駐

車場を設けられなかったことや、当日は大学以外の所でイベントが多く開催され来場者が

分散してしまったことが原因で悠久祭そのものの来場者数が少なかったためである。  
来場していただいた方からは、「今度行ってみようかな。」「あののぼりが目印だったん

だ。」等の感想をいただき、興味、関心を抱いてくれる人が多かった。 
 

3.2.3 パネル展及び商品展示の反省点・課題 

 反省点は、パネルの作成や展示物の受け取りが著しく 

遅くなったことである。昨年度パネル担当だった者が、 

今年度もパネル担当者になったにも関わらず、ゼミメン 

バーに的確な指示を送れていなかったためである。また、 

留学生が担当したまちの駅のパネルが、パンフレットに 

書かれていることをそのまま写したような紹介文になっ 

ていた。これは、ヒアリングの際に、同行した日本人学 

生がフォローせず、話しを広げることが出来なかったこ 

とに起因している。また、展示物の受け取りをパネル展 

の 1 週間前に行ったため、まちの駅の方々を急がせてしまい迷惑をかけてしまった。 

 当日は、今年作ったパネルの他に、昨年度作成した長岡のまちの駅のパネルも展示した。

来場者の方に、長岡のまちの駅や、見附で担当していないまちの駅のことを聞かれても、

パネルに書いてある以上のことは紹介することが出来なかった。これらは、今年の四年生

が昨年度のヒアリング調査やパネル作成にあまり関わっていなかったことや、ゼミメンバ

ー間で情報の共有が行われなかったことが原因であった。 

 今年度から始まった見附のまちの駅の調査をしてみて、来年度の取り組み案として挙が

ったのは、見附市民にまちの駅の認知度アンケートを行うことや、パネル展会場となった

216 教室から、より人が通る大学校内入口近くに場所を変える等の案が挙がった。しかし、

悠久祭は、屋外の模擬店ばかり盛り上がり、大学校内に足を運ぶ来場者がもともと少ない

ため、どうやって校内に人を呼び込むか、教室を変えた場合、施錠の問題もあり、お借り

した展示物の管理をどうするのか等の課題が残る。 

 来年度はこれらの課題をクリア出来るよう努めていきたい。 

 

3.3 まちの駅の食材を使った麻婆丼の販売 

3.3.1 まちの駅の食材を使った麻婆丼の販売取組概要 

この取り組みは、悠久祭の模擬店でまちの駅の食材を使った料理の販売をすることでま

ちの駅の PR をすることを目的としている。今年で５年目の取り組みである。 

(1) 今年度「まちの駅」から仕入れた食材の一覧 

・竹沢よりみちクラブ２９１
ふ く い ち

の駅理容ほしの：【山古志産のネギ】 
・まちの駅越後米穀商高田屋：【新潟県産新米こしいぶき】  
・まめまめの駅吉田屋豆富店：【吉田屋豆富店の豆腐】  

171 名の方に来場してい

ただいた 
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(2) 販売計画 
販売計画は以下の表のとおりである。 

品目 金額 売上目標数 売上目標金

額 
麻婆丼 300 円 200 杯 60,000 円 

目標売上 60,000 円、予算 40,000 円、目標利益 20,000 円と設定し取り組んだ。販売目

標は、昨年度のデータを基にして設定した。今年度は前売り券の販売をせず、当日の 2 日

間での販売だけにした。 
 
3.3.2 まちの駅の食材を使った麻婆丼の販売取組結果 
 

 売上 利益 
目標 60,000 円 20,000 円 
実績 49,950 円 20,569 円 

 
 
 
 
 
 

上記の通り設定した目標売上よりも下回った結果となった。しかし、パネル展示の方で

配っていた模擬店のチラシを持って食べに来てくれるお客さんも多く、模擬店でも麻婆丼

を買ってくれた人にまちの駅のパネル展示があることをチラシや口頭で伝えると、そのま

まパネル展示に行ってくれる人もいたため、まちの駅の食材を使ったまちの駅のＰＲにつ

ながったと思う。 
一日目は非常にいい天気だったものの風が冷たく悠久祭に来ているお客さんも少なか

ったため売り上げが伸びなかった。2 日目は午前中から雨模様ではあったが日曜日という

こともあり、1 日目よりも多くのお客さんから麻婆丼を買ってもらった。 
買っていただいた人には、サービスで温かいウーロン茶を配ったり、お好みの辛さに調

節ができるようにラー油、一味唐辛子、山椒を使えるようにしたのは、好評だった。 
 
3.3.3 まちの駅の食材を使った麻婆丼の販売の反省点・課題 

(1) 準備段階での問題点 

ゼミの時間での、まちの駅の食材は何が使えるか、何が必要でどのような方式で食品を

提供すればいいのだろうかという話し合いは順調に進んで行ったと思う。しかし、一度話

し合いが終了して再度ゼミ時間外で集まろうとしてもなかなか集まらず、全く話し合う事

も出来できなかった。 
そのためパネル展示の担当の４年生に昨年度の事を聞きながら、3 年生の模擬店代表者

１人で大まかなテント内での長テーブルや調理器具の置き場所などのレイアウト、必要な

＊詳しい内訳 
（収入の部） 
売上  １日目    20,100 円 
    ２日目    29,850 円    
     合計    49,950 円 
（支出の部） 
     食材     5,895 円 
     雑費    23,486 円    
合計    29,381 円 
     利益    20,569 円 
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販売風景 

食材の分量計算、まちの駅へ食材の注文などをすることとなってしまった。調理班の検便

も期限が過ぎても提出しようともしない人に何度も連絡をしても伝わらず、結局 3 人中 2
人しか提出しなかった。 

そのことから今後の課題として、連絡や意見交換などをいつでもできるように連絡手段、

話し合う時間をちゃんと作るべきであったと思う。また昨年度の模擬店経験者がゼミ内で

少なかったため、模擬店についての込み入った相談をしてもよく分からないと言われてし

まうこともあった。来年度や再来年度のことを考えて、積極的に 3 年生にも仕事を割りあ

て、経験してもらうことが非常に重要だと思った。 
 
(2) 当日に発生した反省点 

事前打ち合わせをすることが出来ず、当日になってしま

った事により、模擬店代表者だけしか詳しい内容を知らな

かったため、模擬店代表者が直接指示をしないと動かなか

ったり、余計なことをしてしまったりと嵐のように忙しか

った。 
模擬店で使用するまちの駅の食材も当日買うものや事前

に買っておくものも、すべて順調に揃えることができたた

め、食品提供は問題なくできた。 
麻婆丼の方も何回か味見や麻婆豆腐の量の調整をした結

果、おいしいと言ってくれるお客様が多くいました。しか

し来場者が昨年よりもかなり少なく、麻婆丼の杯数の設定

は売り切る予想であったものの予想と反して売れず、食材

が余ってしまったりした。2 日目に仕入れ調整したが、2
日目は天気が悪かったものの売れ行きは 1 日目よりもかな

り好調であり、逆に仕入れ調整した分が足らなくなってし

まったので急遽買い足すこととなった。 
留学生たちが一日目の日にアルバイトを入れていたため、洗い物や後片づけ、次の日の

打ち合わせなど全くせずに勝手に帰ってしまった事が、もっとも悠久祭当日に問題になっ

たことである。そのあたりの注意は、あらかじめゼミ生全員の前で説明したはずであった

が代表者の注意不足であったと思う。 
それでも悠久祭二日間の売り上げが黒字になり、ゼミ生みんなに配当を配れたことが嬉

しかった。今回は、反省する点が非常に多かったため、来年度は、その反省を活かして行

けるように良く話し合っていきたいと思う。 
 

3.4 まちの駅や地域におけるイベントへの参加 

イベント参加の目的は、地域の人々との交流や地域活性化への貢献である。過去４年間

の活動を通じて、昨年同様「まちの駅」関連のイベントや地域の行事への参加を依頼され

た。今年度はメンバーに留学生が多いこともあり、日程調整が難しく、一部のイベントへ

の参加は断らざるを得ないものあったが、２つのイベントに参加した。 
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まちの駅みんな集まれ！にいがた県大会 

① 平成 24 年 8 月 19 日（日） 

② 会場：アオーレ長岡 

③ 依頼元：長岡市 

・まちの駅新潟大会に参加させていただきました。 

・当日は、事務局主催のキッズコーナーを担当させ

ていただき、子供たちに楽しんでもらった。 

・準備・設営からステージ係、ビデオ係、最後の後

片付けまで汗を流しました。 

・その後の交流会ではまちの駅のみなさんと楽しい

意見交換ができました。県内のまちの駅が大集合

したにぎやかな１日となりました 

浅井将太、大平雅史、渡邊直斗、胡黎、賀容、陳琴、彭丹、劉梁、西山和之、周友粮 

      

 

 

 

 

 

 

 

     学生カメラマンが奮闘中です      最後の片付けの様子 

 

とうきび観音まつり 

① ８月１０日（金） 

② 会場：栃尾谷内商店街 

③ 依頼元：日本茶の駅 

・当日は、子供たちに遊んでもらえる輪投げコーナ

ーを担当させていただきました。 

・出店の手伝い、祭りの準備、後片付けをしました。 

・留学生の周さんによれば、初めて自分が力を入れ

て祭りに参加して大変だったけど、楽しくて、充

実した一日を過ごせたそうです。また来年も参加

したいという感想を聞くことができました。 

＜鯉江ゼミ＞浅井将太 大平雅史 渡邊直斗 周友粮 永井友之 

＜事業創造サークル NaMEC＞大竹雅之 大日方亮太 南千晶 山岡舞 佐藤知佳 

 

 

 

 

 

 

 

 

子どもたちと輪投げで遊んでいる様子    地域住民との交流の様子 
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４．まちの駅による地域への影響調査 

4.1 アンケート調査の概要 

(1) アンケート調査の目的 

本アンケートの目的は「まちの駅」の活動が見附市にどのような影響を与えているのか

を把握することである、具体的には、見附市の「まちの駅」の交流力、経済効果、影響力

を調査することである。 

 

(2) 調査設計と回収結果 

調査対象：見附市内に開設された 37 の「まちの駅」 

調査方法：訪問配付・回収ないしは訪問配付・郵送回収 

有効回収数：36 駅。回収率は 97.3％。 

調査期間：平成 24 年 7 月～10 月（ヒアリング調査時に配付のため） 

 

(3) 調査項目 

調査項目は、①基本属性、②「まちの駅」の交流力は高まったのか、③「まちの駅」に

なることで経済効果はあらわれるのか、④「まちの駅」が見附市にどのような影響を与え

ているのか、である。 

①基本属性 

（所在地、認定日、施設形態） 

②「まちの駅」としての交流力 

（まちの駅の情報交換、まちの駅会議、まちづくりへの興味） 

③「まちの駅」としての経済効果 

（客数・来場者数の変化、客数・来場者の訪れる時間帯、客数・来場者の年齢層） 

④「まちの駅」としての影響力 

（情報発信の機能、まちの駅関連のイベントについて） 

 

(4) 集計結果の見方 

・回答者数に対する各選択肢の比率（％値）は小数点以下第 2 位を四捨五入しているた

め、合計は 100.0％にならないことがある。 

・無回答、判読の困難な回答などの無効回答を「不明・無回答」として集計している。 

・各問の該当数を（n=）のかたちで示してある。 
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４．まちの駅による地域への影響調査 

4.1 アンケート調査の概要 

(1) アンケート調査の目的 

本アンケートの目的は「まちの駅」の活動が見附市にどのような影響を与えているのか

を把握することである、具体的には、見附市の「まちの駅」の交流力、経済効果、影響力

を調査することである。 

 

(2) 調査設計と回収結果 

調査対象：見附市内に開設された 37 の「まちの駅」 

調査方法：訪問配付・回収ないしは訪問配付・郵送回収 

有効回収数：36 駅。回収率は 97.3％。 

調査期間：平成 24 年 7 月～10 月（ヒアリング調査時に配付のため） 

 

(3) 調査項目 

調査項目は、①基本属性、②「まちの駅」の交流力は高まったのか、③「まちの駅」に

なることで経済効果はあらわれるのか、④「まちの駅」が見附市にどのような影響を与え

ているのか、である。 

①基本属性 

（所在地、認定日、施設形態） 

②「まちの駅」としての交流力 

（まちの駅の情報交換、まちの駅会議、まちづくりへの興味） 

③「まちの駅」としての経済効果 

（客数・来場者数の変化、客数・来場者の訪れる時間帯、客数・来場者の年齢層） 

④「まちの駅」としての影響力 

（情報発信の機能、まちの駅関連のイベントについて） 

 

(4) 集計結果の見方 

・回答者数に対する各選択肢の比率（％値）は小数点以下第 2 位を四捨五入しているた

め、合計は 100.0％にならないことがある。 

・無回答、判読の困難な回答などの無効回答を「不明・無回答」として集計している。 

・各問の該当数を（n=）のかたちで示してある。 
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「まちの駅」による地域への影響調査 

 

長岡大学鯉江ゼミナールでは平成 19 年度より、まちの駅に関する調査を進めてまいり

ました。今年度も調査を継続して行うことにしました。 

今年度は、①まちの駅ネットワークみつけの各まちの駅のパネル作成、②学園祭におけ

る、まちの駅のパネル展及びまちの駅の食材を用いた模擬店を計画しております。また、

まちの駅が見附市にどのような影響を与えているのか・まちの駅になることで経済効果は

あらわれるのか・まちの駅の交流力は高まったかの三つのテーマに重点を置き調査してい

きたいと考えております。 

お忙しいところ申し訳ありませんが、ご協力お願いいたします。 

 なお、このアンケートに関しては、記名式となっておりますが、地域活性化プログラム

の取組として実施するもので調査目的以外に用いることはありません。結果の公表は、地

域活性化プログラムの発表資料および報告書を考えております。 

 

＜問い合わせ先＞ 〒940－0828 長岡市御山町８０－８ 

長岡大学 鯉江研究室 

Tel 0258-39-1600（代表） 

Fax 0258-39-9566 

E-mail koie@nagaokauniv.ac.jp 

 

 

 

 

問 1．あなたが所属している「まちの駅」及びあなた自身についてお尋ねします。 

 

Ⅰ．あなたのまちの駅についてお尋ねします。 

 

  

まちの駅名  

（ふりがな）  

ご回答者氏

名 

 

まちの駅認定証に書かれている認定年月

日 

平成   年   月   日 

電話番号      （    ） 

FAX 番号  

E-mail  
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問 2．あなたのまちの駅は、どのような施設ですか。 

① 商業施設（商店、物産販売所、飲食店など）                 66.7% 

② 宿泊施設・日帰り温泉施設（ホテル、旅館、温浴施設など）                   2.8% 

③ 医療・福祉施設（病院、老人ホームなど）                                   5.6% 

④ 民間文化施設（ギャラリー、工房、美術館など ※民間が経営しているもの）   2.8% 

⑤ 公共文化施設（図書館、美術館、市民ホールなど ※役所が経営しているもの） 8.3% 

⑥ 観光案内所（民間・役所による経営は問いません）                          0.0% 

⑦ その他 ※業種名を具体的にお示しください                          13.9% 

(                                            ) 

問 3．「まちの駅」になったきっかけをお尋ねします（一番あてはまるものをひとつだけ）  

① 周囲に勧められたから                            16.7% 

② 周囲がまちの駅に加わっていて、興味をもったから                         2.8% 

③ 店のアピールになると思ったから                     22.2% 

④ 来客数を増やしたかったから                                             2.8% 

⑤ 人の役に立ちたかったから                                               5.6% 

⑥ 「ネーブルみつけ」に頼まれたから                                      13.9% 

⑦ 地域を活性化したかったから                                           33.3% 

⑧ 以前から「まちの駅」のような機能をしていたため、正式になろうと思ったから 

2.8% 

⑨ その他（                          ）         0.0% 

問 4．あなたのまちの駅は地域の情報発信の拠点になっていますか。感覚でお答えくださ

い。 

① まちの駅のパンフレットや周辺の観光案内などを置いていない。             8.3% 

② まちの駅のパンフレットや周辺の観光案内などを置いているが、ほとんど持っていく

人がいない。                                                          66.7% 

③ まちの駅のパンフレットや周辺の観光案内などを持ち帰る人がかなりいる。  25.0% 

 

Ⅱ．まちの駅との交流についてお尋ねします。 

問 5．まちの駅同士で出会って情報交換は行っていますか 

① 毎日している                               2.8% 

② 週に３、４回くらいしている                       2.8% 

③ 週に１，２回くらいしている                       22.2% 

④ あまり行っていない                           69.4% 

⑤ 不明・無回答                              2.8% 

問 6．メールによる情報交換は行っていますか 

① している（定期的）                           5.6% 

② している（不定期）                          19.4% 

③ していない                               75.0% 
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問 2．あなたのまちの駅は、どのような施設ですか。 

① 商業施設（商店、物産販売所、飲食店など）                 66.7% 

② 宿泊施設・日帰り温泉施設（ホテル、旅館、温浴施設など）                   2.8% 

③ 医療・福祉施設（病院、老人ホームなど）                                   5.6% 

④ 民間文化施設（ギャラリー、工房、美術館など ※民間が経営しているもの）   2.8% 

⑤ 公共文化施設（図書館、美術館、市民ホールなど ※役所が経営しているもの） 8.3% 

⑥ 観光案内所（民間・役所による経営は問いません）                          0.0% 

⑦ その他 ※業種名を具体的にお示しください                          13.9% 

(                                            ) 

問 3．「まちの駅」になったきっかけをお尋ねします（一番あてはまるものをひとつだけ）  

① 周囲に勧められたから                            16.7% 

② 周囲がまちの駅に加わっていて、興味をもったから                         2.8% 

③ 店のアピールになると思ったから                     22.2% 

④ 来客数を増やしたかったから                                             2.8% 

⑤ 人の役に立ちたかったから                                               5.6% 

⑥ 「ネーブルみつけ」に頼まれたから                                      13.9% 

⑦ 地域を活性化したかったから                                           33.3% 

⑧ 以前から「まちの駅」のような機能をしていたため、正式になろうと思ったから 

2.8% 

⑨ その他（                          ）         0.0% 

問 4．あなたのまちの駅は地域の情報発信の拠点になっていますか。感覚でお答えくださ

い。 

① まちの駅のパンフレットや周辺の観光案内などを置いていない。             8.3% 

② まちの駅のパンフレットや周辺の観光案内などを置いているが、ほとんど持っていく

人がいない。                                                          66.7% 

③ まちの駅のパンフレットや周辺の観光案内などを持ち帰る人がかなりいる。  25.0% 

 

Ⅱ．まちの駅との交流についてお尋ねします。 

問 5．まちの駅同士で出会って情報交換は行っていますか 

① 毎日している                               2.8% 

② 週に３、４回くらいしている                       2.8% 

③ 週に１，２回くらいしている                       22.2% 

④ あまり行っていない                           69.4% 

⑤ 不明・無回答                              2.8% 

問 6．メールによる情報交換は行っていますか 

① している（定期的）                           5.6% 

② している（不定期）                          19.4% 

③ していない                               75.0% 
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問 7．ここ１年で、見附市内の「まちの駅」と交流（イベント、視察、会議等）をしまし

たか。 

① した                                  80.6% 

② しなかった                               16.7% 

③ 不明・無回答                               2.8% 

問 8．あなたのまちの駅は、周辺市町村で実施された「市民活動まつり」や「まちの駅フ

ェスタ」などのイベントにまちの駅として参加(出店・出展)したことがありますか 

① 過去に２回以上ある。                                                  66.7% 

② 過去に１回だけある。                                                   8.3% 

③ 全くない。                               25.0% 

問 9．あなたが観光や遊びで出かけたときに、地域全体でどのようなまちづくりが行われ

ているかに興味がありますか。 

① 非常に興味がある                            33.3% 

② 興味がある                               61.1% 

③ どちらでもない                              2.8% 

④ あまり興味がない                             2.8% 

⑤ 全く興味がない                              0.0% 

問 10．全体会議(イベント等の企画・実施に関わる会議や、定期会議など)を実施していま

すか。全体会議の実施回数はどれくらいですか。 

① 年５回以上                               44.4% 

② 年３～４回程度                            33.3%                            

③ 年１～２回程度                            13.9%                           

④ していない                               8.3% 

 

Ⅲ．あなたのまちの駅の経済効果についてお尋ねします 

問 11．まちの駅になって客数に変化はありましたか 

① 増えた                                16.7% 

② 減った                                 2.8% 

③ 変わらない                              77.8% 

④ 不明・無回答                              2.8% 

問 12．まちの駅になって売上に変化はありましたか 

① 増えた                                11.1% 

② 減った                                 8.3% 

③ 変わらない                              77.8% 

④ 不明・無回答                              2.8% 
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問 13．利用者の多い時間帯はいつですか 

① 午前中                                55.6% 

② １２時～１５時                            16.7% 

③ １５時～１８時                            11.1% 

④ １８時以降                              11.1% 

⑤ 不明・無回答                              5.6% 

問 14．もっとも訪れる年齢層はどれくらいですか 

① ２０歳未満                               0.0% 

② ２０歳代～３０歳代                           2.8% 

③ ４０歳代～５０歳代                          36.1% 

④ ６０歳代以上                             55.6% 

⑤ 不明・無回答                              5.6% 

 

Ⅳ．まちの駅が見附市にどのような影響を与えているかお尋ねします 

問 15．地域の情報が伝わりやすくなったと思いますか。 

① そう思う                               33.3% 

② ややそう思う                             55.6% 

③ あまり思わない                             8.3% 

④ 全く思わない                              2.8% 

問 16．口コミによる情報発信の機会が増加したと思いますか。 

① そう思う                               25.0% 

② ややそう思う                             47.2% 

③ あまり思わない                            22.2% 

④ 全く思わない                              5.6% 

問 17．地域内で積極的に意見交換ができるようになったと思いますか。 

① そう思う                               22.2% 

② ややそう思う                             52.8% 

③ あまり思わない                            19.4% 

④ 全く思わない                              2.8% 

⑤ 不明・無回答                              2.8% 

問 18．観光客(域内、域外を含めて)が増加したと思いますか。 

① そう思う                               16.7% 

② ややそう思う                             25.0% 

③ あまり思わない                             55.6% 

④ 全く思わない                              2.8% 
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問 13．利用者の多い時間帯はいつですか 

① 午前中                                55.6% 

② １２時～１５時                            16.7% 

③ １５時～１８時                            11.1% 

④ １８時以降                              11.1% 

⑤ 不明・無回答                              5.6% 

問 14．もっとも訪れる年齢層はどれくらいですか 

① ２０歳未満                               0.0% 

② ２０歳代～３０歳代                           2.8% 

③ ４０歳代～５０歳代                          36.1% 

④ ６０歳代以上                             55.6% 

⑤ 不明・無回答                              5.6% 

 

Ⅳ．まちの駅が見附市にどのような影響を与えているかお尋ねします 

問 15．地域の情報が伝わりやすくなったと思いますか。 

① そう思う                               33.3% 

② ややそう思う                             55.6% 

③ あまり思わない                             8.3% 

④ 全く思わない                              2.8% 

問 16．口コミによる情報発信の機会が増加したと思いますか。 

① そう思う                               25.0% 

② ややそう思う                             47.2% 

③ あまり思わない                            22.2% 

④ 全く思わない                              5.6% 

問 17．地域内で積極的に意見交換ができるようになったと思いますか。 

① そう思う                               22.2% 

② ややそう思う                             52.8% 

③ あまり思わない                            19.4% 

④ 全く思わない                              2.8% 

⑤ 不明・無回答                              2.8% 

問 18．観光客(域内、域外を含めて)が増加したと思いますか。 

① そう思う                               16.7% 

② ややそう思う                             25.0% 

③ あまり思わない                             55.6% 

④ 全く思わない                              2.8% 
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問 19．駅のリピーターが増加し、固定客ができたと思いますか。 

① そう思う                               16.7% 

② ややそう思う                             19.4% 

③ あまり思わない                            50.0% 

④ 全く思わない                             13.9% 

問 20．イベントがしやすくなったと思いますか。 

① そう思う                               33.3% 

② ややそう思う                             44.4% 

③ あまり思わない                            19.4% 

④ 全く思わない                              2.8% 

問 21．イベントへの参加者が増加傾向にあると思いますか。 

① そう思う                               16.7% 

② ややそう思う                             36.1% 

③ あまり思わない                            36.1% 

④ 全く思わない                              5.6% 

⑤ 不明・無回答                              5.6% 

問 22．まちの駅間で連携販売をすることによって販売網が増加し、売り上げが伸びた駅は

ありますか。 

① ５駅以上                                2.8% 

② ３～４駅程度                              5.6% 

③ １～２駅程度                             16.7% 

④ ない                                  16.7% 

⑤ わからない                              55.6% 

⑥ 不明・無回答                              2.8% 

問 23．「地域のブランド力が高まった」と思いますか。 

① そう思う                               11.1% 

② ややそう思う                             47.2% 

③ あまり思わない                            33.3% 

④ 全く思わない                              8.3% 

 

ご協力ありがとうございました。 
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4.2 アンケート調査結果 

4.2.1 回答者（まちの駅）の施設属性（問 2） 

「あなたのまちの駅はどのような施設ですか」と尋ねたところ、商業施設が 66.7%を占め

ている。その他は、宿泊施設・日帰り温泉施設が 2.8%、医療・福祉施設が 5.6%、民間文化

施設が 2.8%、公共文化施設が 8.3%、その他が 13.9%となっている。 

商業施設が多いのは、施設そのものが多いこともあるが、古くから商売をしている場合に

は、地域情報を多くもっており、まちの駅になりやすい状況にあると思われる。 

 
なお、以下のクロス集計では、商業施設以外では駅を特定できる可能性があるため、「商

業施設」と「その他の施設」という分類で集計した。 

 

4.2.2 まちの駅間の交流 

(1) まちの駅になったきっかけ（問 3） 

「まちの駅になったきっかけ」を尋ねたところ、「地域を活性化したかったから」が 33.3%、

「店のアピールになると思ったから」22.2%、「周囲に勧められたから」16.7%、「ネーブル

みつけに頼まれたから」13.9%、「人の役に立ちたかったから」5.6%、「周囲がまちの駅に加

わっていて、興味を持ったから」2.8%、「来客数を増やしたかったから」2.8%、「以前から

「まちの駅」のような機能をしていたため、正式になろうと思ったから」2.8%となってい

る。地域を活性化したかったからと回答している「まちの駅」が約 3 割もあり、見附に貢

献したいという「まちの駅」も少なからずあると考えられる。 

施設別にみると、「周囲に勧められたから」が商業施設 12.5%、その他の施設 25.0%、「周

囲がまちの駅に加わっていて、興味をもったから」が商業施設 4.2%、その他の施設 0.0%、

「店のアピールになると思ったから」が商業施設 25.0%、その他の施設 16.7%、「来客数を

67% 3% 

5% 

3% 

8% 

0% 

14% 

問２ あなたのまちの駅はどのような施設ですか 

①商業施設（商店、物産販売所、飲食店など） 

②宿泊施設・日帰り温泉施設（ホテル、旅館、温泉施設など） 

③医療・福祉施設（病院、老人ホームなど） 

④民間文化施設（ギャラリー、工房、美術館など  ※民間が経営しているもの） 

⑤公共文化施設（図書館、美術館、市民ホールなど  ※役所が経営 

⑥観光案内所（民間・役所による経営は問いません） 

⑦その他 
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増やしたかったから」が商業施設 4.2%、その他の施設 0.0%、「人の役に立ちたかったから」

商業施設 8.3%、その他の施設 0.0%、「ネーブルみつけに頼まれたから」が商業施設 12.5%、

その他の施設 16.7%、「地域を活性化したかったから」が商業施設 29.2%、その他の施設 41.7%

「以前から「まちの駅」のような機能をしていたため、正式になろうと思ったから」が商

業施設 4.2%、その他の施設 0.0%、「その他」が商業施設 0.0%、その他の施設 0.0%となって

いる。 
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16.7  
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16.7  

25.0  

22.2  
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13.9  

41.7  
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0.0  

4.2  

2.8  

0.0  

0.0  

0.0  

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

その他の施設(n=12) 

商業施設(n=24) 

全  体(n=36) 

問３ 「まちの」駅になったきっかけをお尋ねします（一番あてはまるも

のをひとつだけ） 

①周囲に勧められたから 

②周囲がまちの駅に加わっていて、興味を持ったから 

③店のアピールになると思ったから 

④来客数を増やしたかったから 

⑤人の役に立ちたっかたから 

⑥「ネーブルみつけ」に頼まれたから 

⑦地域を活性化したかったから 

⑧以前から「まちの駅」のような機能をしていたため、正

式になろうと思ったから 
⑨その他 
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(2) 情報発信への貢献度（問 4） 

「あなたのまちの駅は地域の情報発信の拠点になっていますか」と尋ねたところ、「ま

ちの駅のパンフレットや周辺の観光案内などを持ち帰る人がかなりいる」25.0%、「まちの

駅のパンフレットや周辺の観光案内などを置いていない」8.3%、「まちの駅のパンフレット

や周辺の観光案内などを置いているが、ほとんど持っていく人がいない」が 66.7%と、約

７割ものまちの駅でパンフレットを持ち帰る人がいないという結果になった。 

その中でも、25.0%のまちの駅ではパンフレットを持ち帰る人がいると回答しており、

情報発信の拠点となっていることがわかった。 

施設別でみると「まちの駅のパンフレットや周辺の観光案内などを置いていない」が商

業施設 12.5%、その他の施設 0.0%、「まちの駅のパンフレットや周辺の観光案内などを置い

ているが、ほとんど持っていく人がいない」が商業施設 79.2%、その他の施設 41.7%、「ま

ちの駅のパンフレットや周辺の観光案内などを持ち帰る人がかなりいる」が商業施設 8.3%、

その他の施設 58.3%となっている。この結果から、「その他の施設」が情報発信の拠点とな

っていることがわかる。 
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全  体(n=36) 

問４ あなたのまちの駅は地域の情報発信の拠点になっていますか。感覚

でお答えください。 
①まちの駅のパンフレットや周辺の観光案内などを置いていない。 

②まちの駅のパンフレットや周辺の観光案内などを置いているが、ほと

んど持っていく人がいない。 

③まちの駅のパンフレットや周辺の観光案内などを持ち帰る人がかなり

いる。 
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(3) まちの駅間の情報交流（問 5） 

「まちの駅同士で出会って情報交換は行っていますか」と尋ねたところ、「あまり行っ

ていない」が 69.4%と最も多く、「週に１、２回くらいしている」が 22.2%、「毎日している」

が 2.8%、「週に３，４回くらいしている」が 2.8%、「不明・無回答」が 2.8%となっている。 

「まちの駅の」施設によって情報交換にあまり参加できない駅もあり、「あまり行っていな

い」の割合が最も高い結果になった。しかし、少しの時間でも「まちの駅」同士での情報

交換が出来れば見附市の発展や交流が期待できるのではないか。 

施設別にみると、「毎日している」が商業施設 0.0%、その他の施設 8.3%、「週に３、４

回くらいしている」が商業施設 0.0%、その他の施設 8.3%、「週に１、２回くらいしている」

が商業施設 20.8%、その他の施設 25.0%、「あまり行っていない」が商業施設 79.2%、その

他の施設 50.0%、「不明・無回答」が商業施設 0.0%、その他の施設 8.3%となっている。 

 

 

(4) 情報交換手段としてのメール利用度（問 6） 

「メールによる情報交換は行っていますか」と尋ねたところ、「していない」が 75.0%、 

「している（不定期）」が 19.4%、「している（定期的）」が 5.6%となっている。メールでは

伝えにくいことや、顔を見て話したいということからメールでの情報交換より、直接会っ

て情報交換をすることが多いという結果になった。 

施設別にみると、「している（定期的）」が商業施設 8.3%、その他の施設 0.0%、「してい

る（不定期）」が商業施設 8.3%、その他の施設 41.7%、「していない」が商業施設 83.3%、

その他の施設 58.3%となっている。 
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問５ まちの駅同士で出会って情報交換は行っていますか 

①毎日している ②週に3,4回くらい ③週に1,2回くらい 

④あまり行っていない ⑤不明・無回答 
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(5) 見附市内のまちの駅との交流（問 7） 

「ここ１年で、見附市内の「まちの駅」との交流（イベント、視察、会議等）をしまし

たか」と尋ねたところ、「したことがある」が 80.6%、「しなかった」が 16.7%、「不明・無

回答」が 2.8%となっている。「したことがある」と回答した「まちの駅」が約 8 割もあり、

イベントや会議などに積極的に参加し、「まちの駅」同士の交流を深めていると思われる。 

施設別にみると、「した」が商業施設 79.2%、その他の施設 83.3%、「しなかった」が商

業施設 16.7%、その他の施設 16.7%、「不明・無回答」が商業施設 4.2%、その他の施設 0.0%

となっている。 
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問６ メールによる情報交換は行っていますか 

①している（定期的） ②している（不定期） ③していない 
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商業施設(n=24) 

全  体(n=36) 

問７ ここ１年で、見附市内の「まちの駅」と交流（イベント、視察、会

議等）をしましたか。 

①した ②しなかった ③不明・無回答 
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問７ ここ１年で、見附市内の「まちの駅」と交流（イベント、視察、会

議等）をしましたか。 

①した ②しなかった ③不明・無回答 
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(6) 広域的なまちの駅のイベントへの参加（問 8） 

「あなたのまちの駅は、周辺市町村で実施された「市民活動まつり」や「まちの駅フェ

スタ」などのイベントにまちの駅として参加（出店・出展）したことがありますか」とた

ずねたところ、「過去に 2 回以上ある」が 66.7%、「過去に 1 回だけある」が 8.3%、「全くな

い」が 25.0%となっている。「過去に 2 回以上ある」と「過去に 1 回だけある」を加えると

75.0%となっている。このことから、イベント参加への意欲が高いことがわかる。参加がな

い「まちの駅」もイベントに積極的に参加していただくことにより、「まちの駅」同士の交

流が強くなることが期待される。 

施設別にみると、商業施設とその他の施設は全く同じ参加率であった。 

 

 

(7) まちづくりへの意識（問 9） 

「あなたが観光や遊びに出かけたときに地域全体でどのようなまちづくりが行われてい

るかに興味がありますか」とたずねたところ、「非常に興味がある」が 33.3%、「興味があ

る」が 61.1%、「どちらでもない」が 2.8%、「あまり興味がない」が 2.8%、「まったく興味

がない」が 0.0%であった。「非常に興味がある」と「興味がある」を加えると 94.4%となっ

ている。このことからまちの駅の方々は、地域のまちづくりに関心が高いことがわかる。 

施設別にみると「非常に興味がある」が商業施設 33.3%、その他の施設 33.3%、「興味が

ある」が商業施設 62.5%、その他の施設 58.3%、「どちらでもない」が商業施設 0.0%、その

他の施設が 8.3%、「あまり興味がない」が商業施設 4.2%、その他の施設が 0.0%、「全く興

味がない」が商業施設 0.0%、その他の施設が 0.0%であった。商業施設とその他の施設共に

「非常に興味がある」と「興味がある」を加えると、商業施設 95.8%、その他の施設 91.6%

となる。このことからどちらの施設もまちづくりに関心が高いことがわかる。 
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問８ あなたのまちの駅は、周辺市町村で実施された「市民活動まつり」

や「まちの駅フェスタ」などのイベントにまちの駅として参加（出店・出

展）したことがありますか。 

①過去に2回以上ある。 ②過去に1回以上ある。 ③全くない 
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(8) 全体会議の実施回数（問 10） 

「全体会議（イベント等の企画・実施に関わる会議や、定期会議など）を実施していま

すか。全体会議の実施回数はどれくらいですか」とたずねたところ、「年５回以上」が 44.4%、

「年３～４回程度」が 33.3%、「年１～２回程度」が 13.9%、「していない」が 8.3%であっ

た。 

施設別にみると「年５回以上」が商業施設 37.5%、その他の施設 58.3%、「年３～４回程

度」が商業施設 33.3%、その他の施設 33.3%、「年１～２回程度」が商業施設 16.7%、その

他の施設が 8.3%、「していない」が商業施設 12.5%、その他の施設が 0.0%であった。 
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問９ あなたが観光や遊びに出かけたときに地域全体でどのようなまちづ

くりが行われているかに興味がありますか。 

①非常に興味がある ②興味がある ③どちらでもない 
④あまり興味がない ⑤全く興味がない 
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問１０ 全体会議（イベント等の企画・実施に関わる会議や、定期会議な

ど）を実施していますか。全体会議の実施回数はどれくらいですか。 

①年5回以上 ②年3～4回程度 ③年1～2回程度 ④していない 
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問１０ 全体会議（イベント等の企画・実施に関わる会議や、定期会議な

ど）を実施していますか。全体会議の実施回数はどれくらいですか。 
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4.2.3 まちの駅による経済効果 

(1) まちの駅になったことによる来客数の変化（問 11） 

「まちの駅になって客数に変化はありましたか」とたずねたところ、「増えた」が 16.7%、

「減った」が 2.8%、「変わらない」が 77.8%、「不明・無回答」が 2.8%であった。16.7%の

「まちの駅」が「増えた」と回答していることからまちの駅になることにより、若干の集

客効果があることが考えられる。 

施設別にみると「増えた」が商業施設 12.5%、その他の施設 25.0%、「減った」が商業施

設 4.2%、その他の施設 0.0%、「変わらない」が商業施設 83.3%、その他の施設が 66.7%、「不

明・無回答」が商業施設 0.0%、その他の施設が 8.3%であった。「増えた」が商業施設 12.5%、

その他の施設 25.0%のところをみると、両施設共に若干の集客効果があることがわかるが、

ほとんどが「変わらない」という結果になった。まだまだまちの駅というブランドによっ

て、大幅な集客効果は見込めないことがわかる。 

 

 

(2) まちの駅になったことによる売上の変化（問 12） 

「まちの駅になって売上に変化はありましたか」とたずねたところ、「増えた」が 11.1%、

「減った」が 8.3%、「変わらない」が 77.8%、「不明・無回答」が 2.8%であった。ほとんど

が「変わらない」という結果になった。集客効果があまりないことが売上効果にそのまま

反映される形になった。しかしながら、10％強のまちの駅が売上が伸びており、まちの駅

全体の魅力を高めていけば、好影響が期待できる。 

施設別にみると「増えた」が商業施設 12.5%、その他の施設 8.3%、「減った」が商業施

設 12.5%、その他の施設 0.0%、「変わらない」が商業施設 75.0%、その他の施設が 83.3%、

「不明・無回答」が商業施設 0.0%、その他の施設が 8.3%であった。まちの駅になることで

売上が「減った」と回答した商業施設 12.5%は、景気の問題が大きいと考えられる。 
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問１１ まちの駅になって客数に変化はありましたか 

①増えた ②減った ③変わらない ④不明・無回答 
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(3) まちの駅の利用時間帯（問 13） 

「利用者の多い時間帯はいつですか」とたずねたところ、午前中の利用者が 55.6％を占

めている。12 時～15 時までの利用者は 16.7％、15 時～18 時までの利用者は 11.1%、18 時

以降は 11.1%となっている。午前中および 12 時～15 時までの間は昼休みで利用者が多い。 

施設別にみると「午前中」が商業施設 54.2%、その他の施設 58.3%、「12 時～15 時まで」

が商業施設 20.8%、その他の施設 8.3%、「15 時～18 時まで」が商業施設 8.3%、その他の施

設 16.7%、「18 時以降」が商業施設 12.5%、その他の施設 8.3%、「不明・無回答」が商業施

設 4.2%、その他の施設 8.3%となっている。全体的には午前中の利用者が多くなっている。 

 

 

(4) まちの駅の利用年齢層（問 14） 

「もっとも訪ねる年齢層はどれぐらいですか」とたずねたところ、60 歳代以上が 55.6%

を占めている。その他は、40 歳代～50 歳代が 36.1%、20 歳代～30 歳代が 2.8%,20 歳未満

が 0.0%となっている。ヒアリングによれば、まちの駅が高齢者たちの憩いの場になってい

るということである。 

施設別にみると、「20 歳代～30 歳代」が商業施設 0.0%、その他の施設 8.3%、「40 歳代～

50 歳代」が商業施設 41.7%、その他の施設 25.0%、「60 歳以上」が商業施設 54.2%、その他

の施設 58.3%、「不明、無答案」が商業施設 4.2%、その他の施設 8.3%、「40 歳代～50 歳代」
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全  体(n=36) 

問１２ まちの駅になって売上に変化はありましたか 

①増えた ②減った ③変わらない ④不明・無回答 

58.3  

54.2  

55.6  

8.3  

20.8  

16.7  

16.7  

8.3  

11.1  

8.3  

12.5  

11.1  

8.3  

4.2  

5.6  

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

その他の施設(n=12) 

商業施設(n=24) 

全  体(n=36) 

問１３ 利用者の多い時間帯はいつですか 

①午前中 ②12時～15時 ③15時～18時 ④18時以降 ⑤不明・無回答 
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問１２ まちの駅になって売上に変化はありましたか 

①増えた ②減った ③変わらない ④不明・無回答 
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問１３ 利用者の多い時間帯はいつですか 

①午前中 ②12時～15時 ③15時～18時 ④18時以降 ⑤不明・無回答 
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と「60 歳以上」を合わせると、商業施設 95.9%、その他の施設 83.3%となっている。 

 

 

4.2.3  まちの駅による地域への影響 

(1) 情報伝達への影響（問 15） 

「地域の情報が伝わりやすくなったと思いますか」とたずねたところ、「そう思う」が

33.3% 、「ややそう思う」が 55.6%、「あまり思わない」が 8.3% 、「全く思わない」が 2.8%

であった。「そう思う」と「ややそう思う」を加えると 88.9%となっている。まちの駅が地

域のつながりを大事にし、連携を図っている結果と思われる。 

施設別にみると「そう思う」が商業施設 37.5%、その他の施設 25.0%、「ややそう思う」

が商業施設 45.8%、その他の施設 75.0%、「あまり思わない」が商業施設 12.5%、その他の

施設 0.0%、「全く思わない」が商業施設 4.2%、その他の施設 0.0%、「そう思う」と「やや

そう思う」を加えると、商業施設では 83.3%に、その他の施設では 100%となっておりその

他の施設のまちの駅では情報発信への貢献が充分認証されている。 

 

0.0  

0.0  

0.0  

8.3  

0.0  

2.8  

25.0  

41.7  

36.1  

58.3  

54.2  

55.6  

8.3  

4.2  

5.6  

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

その他の施設(n=12) 

商業施設(n=24) 

全  体(n=36) 

問１４ もっとも訪れる年齢層はどれくらいですか 

①20歳未満 ②20歳代～30歳代 

③40歳代～50歳代 ④60歳代以上 

⑤不明・無回答 
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問１５ 地域の情報が伝わりやすくなったと思いますか。 

①そう思う ②ややそう思う ③あまり思わない ④全く思わない 
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(2) 口コミによる情報発信効果（問 16） 

「口コミによる情報発信の機会が増加したと思いますか」とたずねたところ、「そう思

う」が 25.0% 、「ややそう思う」が 47.2%、「あまり思わない」が 22.2%、「全く思わない」

が 5.6%となっている。「そう思う」と「ややそう思う」を加えると 72.2%となっている。

利用者に他の駅の事を尋ねられた時のために、他の駅について勉強しているという話もあ

り、このことが徐々にまちの駅の広がりを高めていると思われる。 

施設別にみると「そう思う」が商業施設 29.2%、その他の施設 16.7%、「ややそう思う」

が商業施設 41.7%、その他の施設 58.3%、「あまり思わない」が商業施設 20.8%、その他の

施設 25.0%,「全く思わない」が商業施設 8.3%、その他の施設 0.0%、「そう思う」と「やや

そう思う」を合わせると、商業施設では 70.9%に、その他の施設では 75.0%となっており二

つの施設とも「まちの駅」が情報発信に寄与していると評価している。 

 

 

(3) より深いつながりへの影響（問 17） 

「地域内で積極的に意見交換ができるようになったと思いますか」とたずねたところ、

「そう思う」が 22.2% 、「ややそう思う」が 52.8%、「あまり思わない」が 19.4%、「全く思

わない」が 2.8%となっている。「そう思う」と「ややそう思う」を加えると 75.0%となっ

ている。「まちの駅」の方が休みの日に他の駅を見学し情報を交換するなど、自主的に行っ

ているという話もうかがえた。 

施設別にみると「そう思う」が商業施設 20.8%、その他の施設 25.0%、「ややそう思う」

が商業施設 54.2%、その他の施設 50.0%、「あまりそう思わない」が商業施設 20.8%、その

他の施設 16.7%、「全く思わない」が商業施設 4.2%、その他の施設 0.0%、「不明・無回答」

が商業施設 0.0%、その他の施設 8.3%、「そう思う」と「ややそう思う」を加えると、商業

施設、その他の施設ともに 75.0%となっており、「まちの駅」の活動を通じて、積極的に意

見交換ができるようになってきている。 
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問１６ 口コミによる情報発信の機会が増加したと思いますか。 

①そう思う ②ややそう思う ③あまり思わない ④全く思わない 
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(2) 口コミによる情報発信効果（問 16） 
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が 5.6%となっている。「そう思う」と「ややそう思う」を加えると 72.2%となっている。

利用者に他の駅の事を尋ねられた時のために、他の駅について勉強しているという話もあ

り、このことが徐々にまちの駅の広がりを高めていると思われる。 
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施設 25.0%,「全く思わない」が商業施設 8.3%、その他の施設 0.0%、「そう思う」と「やや

そう思う」を合わせると、商業施設では 70.9%に、その他の施設では 75.0%となっており二

つの施設とも「まちの駅」が情報発信に寄与していると評価している。 

 

 

(3) より深いつながりへの影響（問 17） 

「地域内で積極的に意見交換ができるようになったと思いますか」とたずねたところ、

「そう思う」が 22.2% 、「ややそう思う」が 52.8%、「あまり思わない」が 19.4%、「全く思

わない」が 2.8%となっている。「そう思う」と「ややそう思う」を加えると 75.0%となっ

ている。「まちの駅」の方が休みの日に他の駅を見学し情報を交換するなど、自主的に行っ

ているという話もうかがえた。 

施設別にみると「そう思う」が商業施設 20.8%、その他の施設 25.0%、「ややそう思う」

が商業施設 54.2%、その他の施設 50.0%、「あまりそう思わない」が商業施設 20.8%、その

他の施設 16.7%、「全く思わない」が商業施設 4.2%、その他の施設 0.0%、「不明・無回答」

が商業施設 0.0%、その他の施設 8.3%、「そう思う」と「ややそう思う」を加えると、商業

施設、その他の施設ともに 75.0%となっており、「まちの駅」の活動を通じて、積極的に意

見交換ができるようになってきている。 
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問１６ 口コミによる情報発信の機会が増加したと思いますか。 
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(4) 観光客数への影響（問 18） 

「観光客（域内、域外を含めて）が増加したと思いますか」とたずねたところ、「そう思う」

が 16.7% 、「ややそう思う」が 25.0%、「あまり思わない」が 55.6%、「全く思わない」が 2.8%

となっている。「そう思う」と「ややそう思う」を加えると 41.7%となっている。この結果

から地域にあるさまざまな情報が掲載されている広報紙づくりについても、取り組みを進

めていく必要があると思われる。 

施設別にみると「そう思う」が商業施設 20.8%、その他の施設 8.3%、「ややそう思う」が

商業施設 20.8%、その他の施設 33.3%、「あまりそう思わない」が商業施設 54.2%、その他

の施設 58.3%、「全く思わない」が商業施設 4.2%、その他の施設 0.0%、「あまりそう思わな

い」が商業施設、その他の施設ともに比率が高いが、多くの「まちの駅」が個人商店や観

光施設ではないことからこのような結果になったと思われる。 

 

 

(5) リピーターや固定客数への影響（問 19） 

「駅のリピーターが増加し、固定客ができたと思いますか」とたずねたところ、「そう思う」

が 16.7% 、「ややそう思う」が 19.4%、「あまり思わない」が 50.0%、「全く思わない」が 13.9%

となっている。「あまり思わない」「全く思わない」の回答率が高く、より一層の情報発信

25.0  

20.8  

22.2  

50.0  

54.2  

52.8  

16.7  

20.8  

19.4  

0.0  

4.2  

2.8  

8.3  

0.0  

2.8  

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

その他の施設(n=12) 

商業施設(n=24) 

全  体(n=36) 

問１７ 地域内で積極的に意見交換ができるようになったと思いますか。 
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と魅力アップが期待される。 

施設別にみると「そう思う」が商業施設 16.7%、その他の施設 16.7%、「ややそう思う」が

商業施設 16.7%、その他の施設 25.0%、「あまり思わない」が商業施設、その他の施設とも

に 50.0%、「全く思わない」が商業施設 16.7%、その他の施設 8.3%となっている 

 

 

(6) イベント開催への影響（問 20） 

「イベントがしやすくなったと思いますか」とたずねたところ、「そう思う」が 33.3%、

「ややそう思う」が 44.4%、「あまり思わない」が 19.4%、「全く思わない」が 2.8%であっ

た。「そう思う」と「ややそう思う」を加えると 77.7%となっている。まちの駅としてのつ

ながりができたことが、イベント等の開催をしやすくしていると思われる。 

施設別にみると、「そう思う」が商業施設 25.0%、その他の施設 50.0%、「ややそう思う」

が商業施設 45.8%、その他の施設 41.7%、「あまり思わない」が商業施設 25.0%、その他の

施設 8.3%、「全く思わない」が商業施設 4.2%、その他の施設 0.0%、「そう思う」と「やや

そう思う」を加えると、商業施設 70.8%、その他の施設 91.7%となっており、その他の施設

の方が高い結果となっている。 
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問１９ 駅のリピーターが増加し、固定客ができたと思いますか。 
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問２０ イベントがしやすくなったと思いますか。 
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(7) イベント参加者数への影響（問 21） 

「イベントの参加者が増加傾向にあると思いますか」とたずねたところ、「そう思う」

が 16.7%、「ややそう思う」が 36.1%、「あまり思わない」が 36.1%、「全く思わない」が 5.6%

であった。イベントは参加する地域の人々にとって、コミュニティ＆コミュニケーション

の場となるものであるので、より一層の増加が望まれる。 

施設別にみると、「そう思う」が商業施設 16.7%、その他の施設 16.7 %、「ややそう思う」

が商業施設 29.2%、その他の施設 50.0%、「あまり思わない」が商業施設 41.7%、その他の

施設 25.0%、「全く思わない」が商業施設 8.3%、その他の施設 0.0%、「不明、無回答」が商

業施設 4.2%、その他の施設 8.3%であった。 

 

 

(8) 連携販売の実施状況（問 22） 

「まちの駅間で連携販売をすることによって販売網が増加し、売リ上げが伸びた駅はあ

りますか」とたずねるところ、「わからない」が 55.6%、「1～2 駅程度」が 16.7%、「ない」

が 16.7%、「3～4 駅程度」が 5.6%,「５駅以上」2.8%であった。連携販売の実施割合は高く

はないが、売上アップの期待もあり、今後、協力を強めていくことも望まれる。 

施設別にみると、「5 駅以上」が商業施設 4.2%、その他の施設 0.0%、「3～4 駅程度」が

商業施設 0.0%、その他の施設 16.7%、「1～2 駅程度」が商業施設 20.8%、その他の施設 8.3%、

「ない」が商業施設 16.7%、その他の施設 16.7%、「わからない」が商業施設 58.3%、その

他の施設 50.0%、「不明、無答案」が商業施設 0.0%、その他の施設 8.3%であった。 
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問２１ イベントへの参加者が増加傾向にあると思いますか。 

①そう思う ②ややそう思う ③あまり思わない ④全く思わない ⑤不明・無回答 
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(9) 地域のブラント力への影響（問 23） 

「地域のブランド力が高まったと思いますか」とたずねたところ、「そう思う」が 11.1%、

「ややそう思う」が 47.2%、「あまり思わない」が 33.3%、「全く思わない」が 8.3%であっ

た。「そう思う」と「ややそう思う」を加えると 58.3％でまちの駅が地域の魅力アップや

情報発信に貢献していることがうかがえる。 

施設別にみると「そう思う」が商業施設 16.7%、その他の施設 0.0%、「ややそう思う」

が商業施設 41.7%、その他の施設 58.3%、「あまりそう思わない」が商業施設 29.2%、その

他の施設 41.7%、「全く思わない」が商業施設 12.5%、その他の施設 0.0%であった。 
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問２２ まちの駅間で連携販売をすることによって販売網が増加し、売り

上げが伸びた駅はありますか。 
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問２３ 「地域のブランド力が高まった」と思いますか。 
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問２２ まちの駅間で連携販売をすることによって販売網が増加し、売り

上げが伸びた駅はありますか。 
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問２３ 「地域のブランド力が高まった」と思いますか。 
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５.とりまとめ 

以下、今年度の活動・研究の結果明らかになった点をまとめ、今後の課題を整理する。 

今年度の活動・研究テーマは、「まちの駅ネットワークみつけ」の情報発信と地域への

影響を調査することである。 

「まちの駅ネットワークみつけ」の情報発信については、①「まちの駅ネットワークみ

つけ」37 駅を紹介するパネルとホームページの作成、②作成したパネルと各駅で扱われて

いる商品などを学園祭で展示することにより情報発信を行う「パネル展及び商品展示」、③

まちの駅の素晴らしさを体験してもらうための「まちの駅の食材を使った学園祭での麻婆

丼の販売」である。 

今年度は、見附のまちの駅を調査・研究を行うことにした。4 月の時点では、昨年度同

様「越後長岡まちの駅ネットワーク」について引き続き調査・研究を行う予定だったが、

パネル作成にあたって、更新する内容があまり変わらないことや、ゼミの人数が少なくな

り、長岡のまちの駅約６０ヵ所を回れるかどうか不安があった中、見附市の市長さんから

お声がかかり、見附のまちの駅の存在を知り、活動を始めた。 

5月に今年度の研究テーマを話し合い、6月～7月にアンケートとヒアリング項目の作成、

担当するまちの駅を決め、8 月からヒアリングを開始した。本来ならもっと早く開始でき

ればよかったのだが、活動方針がなかなか決まらなかったためこのようになってしまった。

私たちのぎこちないヒアリングにも優しく答えてくれ、まちの駅や地域に対する熱い思い

を語っていただいた。個性豊かなまちの駅が数多くあり、私たちも話しがはずみ、無事ヒ

アリングを終えることが出来た。ヒアリングを終えてすぐパネル作成を行えばよかったの

だが、パネル完成の期限を明確に決めておかなかったため取り掛かるのが遅くなってしま

った。 

また、8 月には 2 つのイベントに参加した。まずは、10 日に栃尾で開かれた「とうきび

観音まつり」に参加し、出店の準備・後片付けのお手伝いをした。来年もぜひ来てほしい

と声をかけてもらい、充実した一日となった。19 日には、アオーレ長岡で「まちの駅みん

な集まれ！にいがた県大会」が開かれ、私たち鯉江ゼミナールも参加し、事務局のスタッ

フとして準備から後片付けまで携わった。長岡大学のブースも設け、昨年度作成した長岡

のまちの駅のパネルを展示した。イベントが終了すると、まちの駅同士の交流会が開かれ、

私たちも参加した。そこでは、今後まちの駅がもっと活気づくよう意見交換などが行われ

た。 

10 月に入り、とても焦りを感じながらパネル作成に取りかかった。パネルの確認・修正

をお願いするための FAX や、展示物の有無を聞く FAX などを学園祭 2 週間前に送ってしま

い、先方には返事を急がせ大変迷惑をかけてしまった。それでもなんとかパネルを完成さ

せ学園祭を迎えることが出来た。 

パネル展は見込んでいたほど来場者が多くなかった。来場していただいた方とお話をし

てみて、「今度行ってみようかな。」「あののぼりが目印だったんだ。」等の感想をいただき、

まちの駅に興味を持ってもらえたと思うが、まだまだ知名度が低いと感じた。 
また、模擬店ではまちの駅の食材を使用することで多くの方々にまちの駅のことに興味

を持ってもらうことを目的とし、今年も行った。今年は麻婆丼を販売し、多くの人からお
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いしいという感想をもらった。またパネル展で配ったチラシを見て麻婆丼を買いに来てく

れるお客様もいた。昨年度に引き続き食材の提供に協力していただいたまちの駅の方々の

おかげで大盛況のうちに終えることが出来た。 

ヒアリングやパネル展、模擬店の実施、イベントへの参加により、地域と関わり合いを

もつことができ、第一の目的である「まちの駅ネットワークみつけ」の情報発信について、

貢献できたと思う。 

  

今年度実施した『「まちの駅ネットワークみつけ」の地域への影響調査』は、ヒアリン

グ時に趣旨説明とともにアンケート票を配布し、郵送で回収（一部はその場で回収）する

方法を採用した。アンケート調査から得られた結果の概要は以下のとおりである。 

アンケート対象は「まちの駅ネットワークみつけ」に参加している 37 駅であり、有効

回収数は 36 駅（回収率 97.3％）であった。 

「まちの駅になったきっかけ」をたずねたところ、「地域を活性化したかったから」が

33.3%、「店のアピールになると思ったから」が 22.2%、「周囲に勧められたから」が 16.7%、

「ネーブルみつけに頼まれたから」が 13.9%、「人の役に立ちたかったから」が 5.6%、「周

囲がまちの駅に加わっていて、興味を持ったから」が 2.8%、「来客数を増やしたかったか

ら」が 2.8%、「以前から「まちの駅」のような機能をしていたため、正式になろうと思っ

たから」が 2.8%となっている。地域を活性化したかったからと回答している「まちの駅」

が約 3 割もあり、見附市民の地元愛の強さを感じることができた。 

 

＜「まちの駅」としての交流力に関するアンケート結果＞  

「ここ 1 年で、見附市内のまちの駅と交流（イベント、視察、会議等）をしましたか」

について、「した」と回答されたまちの駅が 80.6%と８割に及んだ。また、「あなたのまち

の駅は、周辺市町村で実施された「市民活動まつり」や「まちの駅フェスタ」などのイベ

ントにまちの駅として参加（出店・出展）したことがありますか」については、「過去に２

回以上ある」と「過去に１回以上ある」を合わせたところ 75.0%になった。このことから

まちの駅同士の交流はまずまず行われていたと評価できる。しかし、残りの駅も巻き込み、

見附市のまちの駅全体で地域活性化に取り組むことがこれからの課題と感じた。 

 

＜「まちの駅」としての経済効果に関するアンケート結果＞  
「まちの駅になって客数に変化はありましたか」について、変わらないと回答したまち

の駅が 77.8%であった。この結果をみて、まだまだまちの駅の認知度が低いと感じた。こ

れからまちの駅としてどう宣伝していくかが課題である。 

また、売上についても 77.8%のまちの駅が変わらないと回答しており、まちの駅になる

ことによる経済効果はまだ低いと考えられる。しかし、これから様々な企画・行事を行い、

まちの駅を宣伝できれば多少なりとも経済効果が得られると思われる。 
 
＜「まちの駅」としての影響力に関するアンケート結果＞  

「まちの駅が見附市に与えている影響力」では、地域の情報が伝わりやすくなったかと
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いしいという感想をもらった。またパネル展で配ったチラシを見て麻婆丼を買いに来てく

れるお客様もいた。昨年度に引き続き食材の提供に協力していただいたまちの駅の方々の

おかげで大盛況のうちに終えることが出来た。 

ヒアリングやパネル展、模擬店の実施、イベントへの参加により、地域と関わり合いを

もつことができ、第一の目的である「まちの駅ネットワークみつけ」の情報発信について、

貢献できたと思う。 

  

今年度実施した『「まちの駅ネットワークみつけ」の地域への影響調査』は、ヒアリン

グ時に趣旨説明とともにアンケート票を配布し、郵送で回収（一部はその場で回収）する

方法を採用した。アンケート調査から得られた結果の概要は以下のとおりである。 

アンケート対象は「まちの駅ネットワークみつけ」に参加している 37 駅であり、有効

回収数は 36 駅（回収率 97.3％）であった。 

「まちの駅になったきっかけ」をたずねたところ、「地域を活性化したかったから」が

33.3%、「店のアピールになると思ったから」が 22.2%、「周囲に勧められたから」が 16.7%、

「ネーブルみつけに頼まれたから」が 13.9%、「人の役に立ちたかったから」が 5.6%、「周

囲がまちの駅に加わっていて、興味を持ったから」が 2.8%、「来客数を増やしたかったか

ら」が 2.8%、「以前から「まちの駅」のような機能をしていたため、正式になろうと思っ

たから」が 2.8%となっている。地域を活性化したかったからと回答している「まちの駅」

が約 3 割もあり、見附市民の地元愛の強さを感じることができた。 

 

＜「まちの駅」としての交流力に関するアンケート結果＞  

「ここ 1 年で、見附市内のまちの駅と交流（イベント、視察、会議等）をしましたか」

について、「した」と回答されたまちの駅が 80.6%と８割に及んだ。また、「あなたのまち

の駅は、周辺市町村で実施された「市民活動まつり」や「まちの駅フェスタ」などのイベ

ントにまちの駅として参加（出店・出展）したことがありますか」については、「過去に２

回以上ある」と「過去に１回以上ある」を合わせたところ 75.0%になった。このことから

まちの駅同士の交流はまずまず行われていたと評価できる。しかし、残りの駅も巻き込み、

見附市のまちの駅全体で地域活性化に取り組むことがこれからの課題と感じた。 

 

＜「まちの駅」としての経済効果に関するアンケート結果＞  
「まちの駅になって客数に変化はありましたか」について、変わらないと回答したまち

の駅が 77.8%であった。この結果をみて、まだまだまちの駅の認知度が低いと感じた。こ

れからまちの駅としてどう宣伝していくかが課題である。 

また、売上についても 77.8%のまちの駅が変わらないと回答しており、まちの駅になる

ことによる経済効果はまだ低いと考えられる。しかし、これから様々な企画・行事を行い、

まちの駅を宣伝できれば多少なりとも経済効果が得られると思われる。 
 
＜「まちの駅」としての影響力に関するアンケート結果＞  

「まちの駅が見附市に与えている影響力」では、地域の情報が伝わりやすくなったかと
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いう設問に、「そう思う」が 33.3%、「ややそう思う」が 55.6%と約９割もの方が伝わりやす

くなったと回答している。要因の一つとして、「ネーブルみつけ」の影響が大きいと考えら

れる。なぜなら 1 年間の来客数が 50 万人を超えており、「ネーブルみつけ」から見附市民

に口コミで情報を伝えられているものと考えられる。 

 
今年度の調査・研究を通じて、「まちの駅ネットワークみつけ」が地域に様々な面で貢

献していることは明らかとなった。「まちの駅」によって、見附の情報発信の機会や交流の

機会が増え、人と人との繋がりが強くなったと思われる。また、私たちの活動も少しは「ま

ちの駅ネットワークみつけ」を地域に広めるのに貢献できたのではないかと自負している。 
しかしながら、それを受け止める側の認知度は必ずしも高いものではなく、今後一層の

発信が必要であろう。この活動を通じて、今後もゼミの先輩や後輩と協力して、まちづく

りに関連する活動や情報発信に寄与していきたいと考えている。  
 

（以上） 
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